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令和６年第４回和気町議会会議録（第１日目） 

 

１． 招 集 日 時 令和６年６月１１日  午前９時００分 

２． 会議の区分 定例会 

３． 会議開閉日時 令和６年６月１１日  午前９時００分開会  午後０時１０分散会 

４． 会議の場所 和気町議会議事堂 

５． 出席した議員の番号氏名        

    １番 山 野 英 里     ２番 山 田 浩 子     ３番 我 澤 隆 司 

    ４番 從 野   勝     ５番 神 﨑 良 一     ６番 山 本   稔 

    ７番 居 樹   豊     ８番 万 代 哲 央     ９番 山 本 泰 正 

   １０番 広 瀬 正 男    １１番 西 中 純 一    １２番 当 瀬 万 享 

６． 欠席・遅参・早退した議員の番号氏名 

    な  し 

７． 説明のため出席した者の職氏名 

   町    長  太 田 啓 補        副  町  長  今 田 好 泰 

   教  育  長  徳 永 昭 伸        総 務 部 長  則 枝 日出樹 

   危機管理室長  河 野 憲 一        財 政 課 長  海 野   均 

   まち経営課長  寺 尾 純 一        税 務 課 長  豊 福 真 治 

   民生福祉部長  万 代   明        住 民 課 長  竹 内   香 

   生活環境課長  井 上 輝 昭        健康福祉課長  松 田 明 久 

   産業建設部長  西 本 幸 司        産業振興課長  岡   恵 一 

   鵜飼谷温泉支配人  大 竹 才 司        上下水道課長  柚 本 賢 治 

   総務事業部長  永 宗 宣 之        会計管理者  清 水 洋 右 

   教 育 次 長  新 田 憲 一        学校教育課長  嶋 村 尚 美 

   社会教育課長  森 元 純 一 

８． 職務のため出席した者の職氏名 

   議会事務局長  赤 田 裕 靖 
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９． 議事日程及び付議事件並びに結果 

議事日程 付  議  事  件  等 結  果 

日程第１ 会議録署名議員の指名について  ３番 我澤隆司 

 ４番 從野 勝 

日程第２ 会期の決定について １１日間 

日程第３ 諸般の報告 議長、町長 

日程第４ 報告第１号 

令和５年度和気町一般会計繰越明許費繰越計算書について 
説明 

報告第２号 

令和５年度和気町和気鵜飼谷温泉事業特別会計繰越明許費繰越計算書につ

いて 

説明 

報告第３号 

令和５年度和気町上水道事業会計繰越計算書について 
説明 

日程第５ 議案第４３号 

和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

について 

委員会付託 

議案第４４号 

和気町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について 

委員会付託 

議案第４５号 

和気町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子

育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に

ついて 

委員会付託 

議案第４６号 

和気町三保高原スポーツ＆リゾート施設条例の一部を改正する条例につい

て 

委員会付託 

日程第６ 議案第４７号 

令和６年度和気町一般会計補正予算（第１号）について 
委員会付託 

議案第４８号 

令和６年度和気町上水道事業会計補正予算（第１号）について 
委員会付託 

議案第４９号 

令和６年度和気町簡易水道事業会計補正予算（第１号）について 
委員会付託 

議案第５０号 

令和６年度和気町下水道事業会計補正予算（第１号）について 
委員会付託 

日程第７ 議案第５１号 

公の施設の指定管理者の指定期間の変更について 
委員会付託 

日程第８ 議案第５２号 

工事請負変更契約の締結について 
委員会付託 

議案第５３号 

工事請負契約の締結について 
委員会付託 

議案第５４号 

工事請負契約の締結について 
委員会付託 
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議事日程 付  議  事  件  等 結  果 

 議案第５５号 

工事請負契約の締結について 
委員会付託 

日程第９ 請願第１号 

介護保険の訪問介護基本報酬引き下げの撤回を求める請願書 
委員会付託 

日程第１０ 陳情第１号 

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げをはかるための、２０２

５年度政府予算に係る意見書採択の陳情について 

委員会付託 
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               午前９時００分 開会 

（開会・開議の宣告） 

○議長（当瀬万享君） 皆さん、御苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、ただいまから令和６年第４回和気町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（当瀬万享君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。御了承を願います。 

（日程第１） 

○議長（当瀬万享君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、３番 我澤隆司君及び４番 從野 勝君

を指名します。 

（日程第２） 

○議長（当瀬万享君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 ここで、去る６月４日、議会運営委員会を開き、本定例会の運営について協議した結果を委員長から報告を求

めます。 

 議会運営委員長 居樹君。 

○議会運営委員長（居樹 豊君） 改めまして皆さんおはようございます。 

 それでは、議会運営委員会の委員長報告を行います。 

 去る６月４日午前９時より本庁舎３階第２会議室において、委員全員出席、執行部より町長、副町長及び担当

部課長出席の下、令和６年第４回和気町議会定例会の会期、日程及び案件等を協議いたしました、その結果を報

告いたします。 

 会期は、本日６月１１日より６月２１日までの１１日間に決定いたしました。 

 次に、日程につきましては、第１日目、本日、議案の上程、説明、質疑、委員会付託を行います。また、本

日、本会議終了後に議会運営委員会を開催いたします。 

 第２日目は、６月１２日、本会議は休会とし、午前９時から議会全員協議会を予定しております。終了後に、

議会広報編集委員会を開催いたします。 

 第３日目、６月１３日、本会議は休会とし、午前９時から厚生産業常任委員会を、午後１時から総務文教常任

委員会を開催いたします。 

 第４日目から第７日目までの４日間は、休会といたします。 

 第８日目、６月１８日、午前９時から本会議を開催し、一般質問を行います。本会議終了後、議会運営委員会

を開催いたします。 

 第９日目、６月１９日は、一般質問の予備日としております。 

 第１０日目、６月２０日は、休会といたします。 

 第１１日目、６月２１日午前９時から本会議を開催し、委員長報告、質疑、討論、採決を行います。本会議終

了後に、議員人権啓発研修会を予定しております。 

 なお、今定例会に付議されます案件は、報告３件、条例改正４件、補正予算４件、その他５件であります。 

 以上、委員長報告といたします。 

○議長（当瀬万享君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から６月２１日までの１１日間にしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって会期は、本日から６月２１日までの１１日間に決定しました。 

（日程第３） 

○議長（当瀬万享君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 議長の諸般の報告は、別紙にてお手元に配付のとおりです。後ほど御一読をお願いします。 

 次に、町長から諸般の報告がございます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） おはようございます。それでは、諸般の報告をさせていただきます。 

 本日ここに、令和６年第４回和気町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては早速御

参集を賜りありがとうございます。 

 それでは、令和６年第３回議会臨時会以降の諸般の報告を申し上げます。 

 まず初めに、５月２１日に、アークホテル岡山において、備前県民局管内の生き活きミーティングが管内正・

副首長の出席により開催され、令和６年度の主要事業の説明や意見交換などを行いました。 

 次に、町内の小・中学校において、５月２５日に３小学校で運動会が、６月１日には両中学校で体育大会が実

施されました。 

 次に、５月２６日、第７４回全国植樹祭が岡山市のジップアリーナ岡山を会場に開催され、出席いたしまし

た。この植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林や緑に対する理解を深めるため、例年天皇、皇后両陛下の御臨

席を賜り、国土緑化推進機構と開催都道府県の共催で行われており、岡山県では第１８回大会の開催から５７年

ぶりとなる２回目の開催で「晴れの国 光で育つ 緑の心」をテーマに開催されました。 

 次に、５月２７日、岡山県庁において、少子化の中で子供たちの確かな学びと成長を支える高等学校教育体制

整備の在り方について、首長が議論する県立高等学校の在り方を考える会が設立され、教育体制整備実施計画の

策定経緯や現状について意見交換などを行いました。 

 次に、５月２８日、東備食品衛生協会の表彰式が商工会館で開催され、出席しました。 

 次に、５月２９日、天満屋グループとの包括連携協定の締結式を行いました。今後、マーケティングをはじめ

としたグループ全体の多岐にわたる分野のノウハウを活用し、町内の特産品の開発、魅力の向上、都市部への情

報発信といったシティプロモーション、そして町の職員も含めた地域の人材育成などの取組を一緒に進めてまい

ります。 

 次に、５月３０日、身体障害者協会の総会が和気鵜飼谷温泉で開催され、出席いたしました。 

 次に、６月５日、特別史跡旧閑谷学校顕彰保存会の理事会に出席いたしました。 

 次に、６月６日、タンチョウ愛護会の役員会及び総会が自然保護センターで開催され、出席いたしました。 

 次に、本年１月１日に発生した能登半島地震の義援金について、和気町では募金箱を設置しておりましたが、

５月末で終了させていただきました。町民の皆様の御協力いただいた義援金の総額は９７３万４，７３６円でご

ざいました。御協力ありがとうございます。 

 次に、日笠バラ園で５月１３日から３１日まで開催をしておりましたバラ祭りでございますが、期間中は町内
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外から６，３１５人の入園者があり、満開のバラを楽しんでいただきました。 

 次に、町政懇談会についてでございますが、今回は子育てしやすい環境づくりに向けて保護者の皆様と直接お

話をさせていただこうと、町内のにこにこ園と子どもひろばで実施することにいたしました。６月１２日に和気

にこにこ園、１４日に本荘にこにこ園、２４日に佐伯にこにこ園、２６日に子どもひろばで開催する予定にして

います。議員皆様におかれましては、会場の状況から、各会場に３人ずつの参加でお願いしたいと考えています

ので、よろしくお願いいたします。 

 最後に、本年５月２７日から２８日の豪雨により、和気町では日雨量、１日の雨量１３１ミリを記録し、農地

や林道等において一部災害が発生している状況です。現在、災害箇所を調査中であり、事業費が確定次第、災害

復旧の補正予算を計上する予定にしていますので、よろしくお願いいたします。 

 以上、諸般の報告とさせていただきます。 

（日程第４） 

○議長（当瀬万享君） 日程第４、報告第１号から報告第３号までの３件を一括議題とし、提出者の説明を求め

ます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、本日提案いたしております報告第１号から報告第３号までの３件につきまし

て提案理由を御説明申し上げます。 

 報告第１号は令和５年度和気町一般会計繰越明許費の繰越計算書、報告第２号は令和５年度和気町鵜飼谷温泉

事業特別会計繰越明許費の繰越計算書でありまして、いずれも令和５年度から令和６年度へ繰り越して執行する

事業について、地方自治法施行令の規定により報告するものであります。 

 次に、報告第３号は、令和５年度和気町上水道事業会計の繰越計算書でありまして、令和５年度から令和６年

度へ繰り越した事業について、地方公営企業法の規定により報告するものであります。 

 以上、御説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明をさせますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（当瀬万享君） 次に、報告第１号から報告第３号までの３件について順次細部説明を求めます。 

 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 報告第１号説明した。 

○議長（当瀬万享君） 鵜飼谷温泉支配人 大竹君。 

○鵜飼谷温泉支配人（大竹才司君） 報告第２号説明した。 

○議長（当瀬万享君） 上下水道課長 柚本君。 

○上下水道課長（柚本賢治君） 報告第３号説明した。 

○議長（当瀬万享君） 以上で報告第１号から報告第３号までの３件の報告を終わります。 

（日程第５） 

○議長（当瀬万享君） 日程第５、議案第４３号から議案第４６号までの４件を一括議題とし、提案者の説明を

求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、議案第４３号から議案第４６号までの４議案について提案理由を御説明申し

上げます。 

 まず、議案第４３号の和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてであ

りますが、佐伯地域小・中学校の今後の在り方について検討するための佐伯地域小・中学校の今後の在り方検討

委員会の設置に伴い、関係条例の改正を行うものであります。 
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 次に、議案第４４号の和気町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例についてでありますが、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準の一部を改正する内閣府令が施行されたことから、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第４５号の和気町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設

等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてでありますが、母体保護法施行規則等の一部

を改正する内閣府令が施行されたことから、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第４６号の和気町三保高原スポーツ＆リゾート施設条例の一部を改正する条例についてであります

が、和気町三保高原スポーツ＆リゾートの各施設について、指定管理者による管理運営から町による直営方式に

変更するに当たり、使用料規程の修正をはじめ、所要の改正を行うものであります。 

 以上、御説明申し上げましたが、詳細につきましては担当部長に説明をさせますので、御審議、御議決賜りま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 次に、議案第４３号から議案第４６号までの４件について順次細部説明を求めます。 

 教育次長 新田君。 

○教育次長（新田憲一君） 議案第４３号・議案第４４号・議案第４５号説明した。 

○議長（当瀬万享君） 総務事業部長 永宗君。 

○総務事業部長（永宗宣之君） 議案第４６号説明した。 

○議長（当瀬万享君） これから議案第４３号から議案第４６号までの４件の質疑を行います。 

 まず、議案第４３号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についての質疑

はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、次に議案第４４号和気町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、次に議案第４５号和気町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についての質疑は

ありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、議案第４３号から議案第４５号までの３件の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第４３号から議案第４５号までの３件を総務文教常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４３号から議案第４５号までの３件は、総務文教常任委員会に付託することに決定しまし

た。 

 次に、議案第４６号和気町三保高原スポーツ＆リゾート施設条例の一部を改正する条例についての質疑はあり

ませんか。 

 ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 運営についてはまた後ほど議案第５１号があるんでそちらのほうで申し上げますが、ま

ず料金改定があるわけですよね、これ。ログハウスが、ちょっと表の対比が非常に難しいんですけど、改定後は
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１棟当たり２万２，４００円、今までが１万７，０００円という解釈でよろしいんですよね、これは。この辺り

がかなり施設が古くなって、ログハウスも結構細いログで、隙間だらけで、虫がたくさん入ってくるとか傾いて

るとか、いろいろ御批判は受けてるんですけども、そのあたりがあってもこれは値上げしていくというふうに解

釈していいのかどうか、それが１点。 

 もう一点については、キャンセル料です。今までなかった分を取り入れるということですが、我々もいろいろ

ビジネスホテルとかによく泊まるんですけど、結構早い設定かなと。かなりきめ細かいというか。このあたり、

捉え方によって結構強気なやり方だなとも思われるんですか、これを何か参考にしたような施設があるのかどう

か、そのあたりを教えていただけたらと思います。 

○議長（当瀬万享君） 総務事業部長 永宗君。 

○総務事業部長（永宗宣之君） 失礼いたします。 

 我澤議員のまず１点目、料金改定についてでございますが、現在は指定管理者で運営をいたしておりますの

で、施設の使用料金等については、町長の承認を得て指定管理者が定めることができるという運用の中で運用を

現在行っております。実質的には値上げ改定ということにはならず、現行料金に条例を手直しをしたというの

が、もう正直申し上げて現状でございます。今度は指定管理から町管理ということになりますので、指定管理者

が承認を得て設定をするということではなくなりますので、今回現状に合わせた形での改正といたしておりま

す。 

 それから、２点目のキャンセル料についてでございますが、こちらも今現在の運用と内容的には実質的には変

更はございません。ただ、条例上取る根拠の規定がなかったということでございますので、この機にそういった

規定を整備したというものでございます。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） よく分かりました。ありがとうございました。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） テニスコートの料金についてなんですけれども、平日利用が１時間１，１００円で、土

日、祝が１，５００円というふうな設定になっておりますが、例えば和気鵜飼谷温泉のテニスコートですと１時

間５００円で、また備前市のほうにありますテニスコートだと、センターコートだと１時間１，３５０円、サブ

コートだと１時間４５０円、また岡山市南区にあります浦安のテニスコートになりますと、市内の方だと２時間

が７２０円、市外の方だと２時間が１，０８０円といったような料金設定になっておりますが、ちょっとそれに

比べると高いなというふうな感じがするんですけれども、この料金設定はそういった周りのテニスコートの状況

とかを考えて決められたのでしょうか。 

○議長（当瀬万享君） 総務事業部長 永宗君。 

○総務事業部長（永宗宣之君） 失礼いたします。 

 テニスコートの使用料についてのお尋ねでございますが、見たところ若干高いかなということも感じないでは

ないですが、今現在の運用がこういったような形になっております。鵜飼谷温泉あるいは近隣の市町の社会体育

施設としてのテニスコートの使用料金というのも承知はいたしておりますけども、あそこの施設の性質上、観光

施設に附属するというような整理で、現行料金がこういった設定で運用されておりますので、それを踏襲したと

いうことでございます。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） 今、現行料金で踏襲されたということで、これから直営とかにして変える気はないとい
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うことですね。もうこのままでいくと。私は、このキャンセル料にしても、現行ではこういうふうになってると

いうことですが、現状では指定管理者の方の裁量で１週間前ぐらいまで無料というのもあると思います。ですか

ら、こういうふうな２週間前、５棟以上となっておりますが、５棟も４棟も一緒でいいんじゃないかと思うんで

すが、そういうところはいかがでしょうか。 

 それと、テニスコートの料金も、観光施設ということで高いというのはちょっと納得がいかないので、この際

やっぱり他市町に少しでも合わせたほうがお客の獲得という面ではいいんではないかと思われるんですが、そう

いうところは考えなかったんでしょうか。 

○議長（当瀬万享君） 総務事業部長 永宗君。 

○総務事業部長（永宗宣之君） ７月以降は町の直営運営ということになってまいりますので、改めて近い将来

的には、こういった今議員の皆さんから御指摘をいただいたような点については検討見直しの必要もあるかなと

いうふうには考えておりますが、今現在指定管理者が６月末をもって下りられるということが決定事項ではござ

いませんので、今現在７月、８月の施設利用についての予約を受け付けている状況にございます。そういった中

では、予約を受けた以上は御案内をさせていただいた現行料金を維持するということが当面は必要ではないのか

なと。将来的なところでは課題はあるという認識はいたしております。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 １１番 西中君。 

○１１番（西中純一君） 大体、ログハウスにしてもやっぱり値上げというふうなあれで見れるし、それからい

ろいろな施設、皆さん御存じないかなと思いますが、天体望遠鏡なんかもあるんですけど、それのあれもなくな

っていて、感じとしたらもう…… 

○議長（当瀬万享君） マイクを近づけて。 

○１１番（西中純一君） すいません。感じとしたら、この事業についてもうやめていくような感じ、その辺も

う分からないんだけれど、一方ではいわゆるＳＮＳを見てみると、大阪のほうのそういうスポーツ団体が春頃来

られて、小川さんが写っとって、来てる人もいるのかなという感じなんですんですけれど、今現状として合宿と

か、夏、この７月、今年の８月という利用予定はあるんですか。 

 それから、今後の運営方針というか、もうやめていくつもりなのか、事業として。それとも、また指定管理者

がもしやられるようなことがあれば、今後とも続けていくのか。その辺の方針というのはどういうふうに考えら

れてるんですか。 

○議長（当瀬万享君） 総務事業部長 永宗君。 

○総務事業部長（永宗宣之君） 失礼いたします。 

 今後の町としての方針、考え方はというお尋ねであろうかと思います。この春に、現在の指定管理者から職を

辞したいという相談を受けました。今回、７月からは町の直営で当面は運営をしていくという方針を決めたとこ

ろでございます。あれだけの施設でございますので、今後あの施設をどのように活用していくのか、観光宿泊施

設として新たな指定管理者等を求めていくのか、あるいはもう宿泊事業から撤退をして、あの施設の有効利用を

していくのか、そういったところをいろんな多方面から、皆様方の御意見も伺いながら検討していく時間が必要

であろうというふうに考えてます。その時間をいただくために、当面直営で検討の時間をいただきたいというの

が今回の御提案でございます。ですので、現時点で方向性というのは定まってはおりません。 

               （１１番 西中純一君「答弁漏れ。予約はねえんか、夏の。あるん」の声あ

り） 

 すいません。現在のところは、大学等の本館ロマンツェでの宿泊の受付は停止をしております。予約受付は、

ログハウスの宿泊受付のみという形で、今現在も運用をさせていただいております。 
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               （１１番 西中純一君「はい、分かりました」の声あり） 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 今、総務事業部長のほうから当面はということなんで、もうここに先に町がこの６月末

で引き受けてやるということになってるんですけど、町がやると決めた理由、経緯は今のことで分かりました

が、私はこの指定管理選定委員になってました。ちょうど１年半前に私は出て、そのときＡ社、もう一つありま

した。そのＡ社は、私自身のことを言えば、赤字も食らって新しい方策も出ないし、やる気がいま一つ感じられ

ない、現況の人から変えたいんじゃないかということの意見を言いましたが、駄目で、結局こうなったわけです

けど。新しい入札者が出るまでっていうのは、例えば二番煎じというか、繰り上げて、前回から１年半ぐらいな

りますけど、そこへアプローチというのはもうできないんでしょうかというのが一つと、７，５００万円つぎ込

んで、３，０００万円はコロナ関係で国の金であります。国の金ではあっても、あと４，５００万円はいわゆる

一般財源。これだけ大きな費用をつぎ込んでおきながら、もうやめますと。この春には、我々議員団も説明を聞

きに行った。そういう経緯もありますが、辞めると言って、すんなりはいそうですかという話なのかという、そ

の経緯がよく分からない。ただ、今後のことを検討するためにも時間が必要だから当面はっていう事業部長の話

で、そこはある程度理解はできるんですけど、何かしら町民としてはやるせないものがあるなと。もっと言え

ば、例えば２５０万円は完全に指定管理者であれば渡すけども、その辺は今年、例えば春、６月にやるんだった

ら４分の１しか渡さんしあと４分の３は渡さんと言うのか、あとそれからこの指定管理者を選定にした人間、私

それから副町長以下ですけど、それに罰則はないのか。あまりにもひどいなという私自身の気持ちがあります。

私なんか、本当にある種選択ミス、もしくは我々の判断が間違って町にこれだけの負担をかけさせたのかなぐら

いの痛い気持ちがあるので、例えばその委員については給与を何分の１は返上せえぐらいの話かなと私は思いま

すよ。大きな金をつぎ込んでるにもかかわらず、たったこんなできませんなんかと言ってええ話なのかというが

分からない。そのあたりで、言えること言えないことあるでしょうけど、非常に私は委員として責任も感じる

し、こんなええかげんなことで指定管理を任せたんかなと思うと、何か恥ずかしい。これは私が言っているだけ

で、町はそれでいいんだということであれば、回答のしようもないでしょうけど。ただ、もう一遍言いますけ

ど、入札者があった、この入札者にコンタクトをするのは御法度なのか、いやいや、もう新しく入札を開始して

やらないと駄目なんだということなのか、そのあたりと、それから、多くをつぎ込んだこのお金、何がしか回収

する方法はないのかなと。それと、懲罰委員会的なことやないけど、私のようなこうやって間違った指定者を決

めたなという責任を持った人間に対して罰則がないのか、この３点をお聞きします。 

○議長（当瀬万享君） ちょっと待って。名前が出たが。副町長に答えてもらおう。 

 お願いします。 

               （５番 神﨑良一君「そりゃあ、今僕も議案第５１号かどうかも分からなかっ

たのでしましたけど、時間の関係もあるし、トイレ休憩もあるから、後にし

てもらっても構いません、議案第５１号のところで言うことはできるんでし

ょうかね、これを議案第５１号で答えてくれっていうふうなことは。もしよ

ろしければ、議長に御判断をお任せします」の声あり） 

 副町長、考えといてください。議案第５１号で再度質問をするということで、よろしくお願いします。 

 ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、議案第４６号の質疑を終わります。 

 お諮りします。 
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 議案第４６号を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４６号は、厚生産業常任委員会に付託することに決定しました。 

（日程第６） 

○議長（当瀬万享君） 日程第６、議案第４７号から議案第５０号までの４件を一括議題とし、提出者の説明を

求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、議案第４７号から議案第５０号の４議案につきまして提案理由を御説明申し

上げます。 

 まず、議案第４７号の令和６年度和気町一般会計補正予算（第１号）についてでありますが、この補正は既定

の予算に２億４，４０４万５，０００円を追加し、予算の総額を９６億９，４０４万５，０００円とするもの

で、主な内容は、歳入では物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、財政調整基金繰入金、過疎対策事業債等

の追加、歳出では価格高騰緊急支援給付金に係る経費、太陽光発電設備に係る調査設計委託料、ロマンツェ管理

運営に関する経費等の追加をするものであります。 

 次に、議案第４８号の令和６年度和気町上水道事業会計補正予算（第１号）についてでありますが、この補正

は収益的支出において１３０万円を追加し、予算の総額を７，８６３万５，０００円にするものです。内容は宿

第１水源地の水位計の修繕費を追加するものであります。資本的収入及び資本的支出においては、予算総額に４

３０万円を追加し、収入の予算の総額を３，０１３万８，０００円、支出の予算の総額を３，０１４万２，００

０円とするもので、内容は和気駅地下道内水道管布設工事に伴う企業債、委託料を追加するものであります。 

 次に、議案第４９号の令和６年度和気町簡易水道事業会計補正予算（第１号）についてでありますが、この補

正は資本的収入及び資本的支出の予算総額に１３０万円を追加し、収入の予算の総額を６，８２５万４，０００

円、支出の予算の総額を９，０４１万７，０００円とするもので、内容は田土水源地取水ポンプ更新工事に伴う

企業債及び工事請負費を追加するものであります。 

 次に、議案第５０号の令和６年度和気町下水道事業会計補正予算（第１号）についてでありますが、この補正

は資本的収入及び資本的支出の予算総額に５００万円を追加し、収入の予算の総額を２億８，９４８万３，００

０円、支出の予算の総額を６億２，２１５万３，０００円とするもので、内容は塩田浄化センターの曝気攪拌装

置２号機の更新工事に伴う企業債及び工事請負費を追加するものであります。 

 以上、御説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長に説明をさせますので、御審議、議決賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ここで場内の時計が、１０時１５分まで暫時休憩といたします。 

               午前 ９時５７分 休憩 

               午前１０時１５分 再開 

○議長（当瀬万享君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 次に、議案第４７号から議案第５０号までの４件について順次細部説明を求めます。 

 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 議案第４７号説明した。 

○議長（当瀬万享君） 上下水道課長 柚本君。 

○上下水道課長（柚本賢治君） 議案第４８号・議案第４９号・議案第５０号説明した。 

○議長（当瀬万享君） これから議案第４７号から議案第５０号までの４件の質疑を行います。 
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 まず、議案第４７号令和６年度和気町一般会計補正予算（第１号）についての質疑はありませんか。 

 ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） まず、１点目なんですけれども、３１ページのロマンツェの施設使用料、また３７ペー

ジの観光費もロマンツェの部分だったと思うんですけれども、直営になるということでこういったものが上がっ

てきてると思うんですが、先ほども少し出たと思うんですけど、当初予算で施設管理委託料が２５０万円上がっ

ておりましたが、その減額はどうなるのか教えてください。 

 ２点目、３７ページの環境衛生費のところで、太陽光発電の公共施設への設置というふうに言われてたと思う

んですけれども、その公共施設がどこなのかを教えてください。 

 ３点目、３５ページ、これは総務文教委員会のほうに入る内容なんですが、同窓会の支援事業補助金というの

があると思います。岡山県がこの同窓会の支援事業を行う市町村に対して２分の１を補助するという、その制度

を使うものだと思うんですけれども、今県内で４つの自治体がこの事業を行っているというのを確認しておりま

す。でその内容も様々あると思いますので、委員会のほうで和気町の取組の詳細が分かる資料の提示をしていた

だけたらと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上、３点お願いします。 

○議長（当瀬万享君） 総務事業部長 永宗君。 

○総務事業部長（永宗宣之君） それでは、１点目でございます。 

 予算書の３１ページ並びに３７ページのロマンツェに係る部分で、当初予算で計上されている２５０万円の指

定管理料はいかにという御質問であったかと思いますが、小川氏によります指定管理が４月から６月期の実績を

精査した後に、その取扱いについては今後検討してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（当瀬万享君） 住民課長 竹内君。 

○住民課長（竹内 香君） 失礼いたします。 

 ３７ページの太陽光導入の公共施設でございますが、鵜飼谷温泉を対象としております。この事業が、和気町

の防災計画で避難施設として位置づけられております鵜飼谷温泉の防災拠点としての機能強化、そちらと同時に

２０５０年の温室効果ガス排出量実質ゼロに向けた取組としまして、町全体の電気使用量の３５％を占めており

ます鵜飼谷温泉の電気料のカバー、それから平時の温室効果ガスの排出量の削減を目的に、施設内の改修に併せ

まして、再エネ、省エネ設備の導入と、蓄電池や太陽光発電設備の導入について最適な導入規模、それから具体

的な設置方法についてを調査検討の上、設計をする業務として上げさせていただいております。よろしくお願い

いたします。 

○議長（当瀬万享君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 失礼いたします。 

 それでは、山田議員からいただきました同窓会支援事業の補助金の関係のものでございます。議員がおっしゃ

られたとおり、今年岡山県が市町村で補助をする同窓会の事業につきましては、県で補助をするということで、

結婚推進というようなことで、少子化対策の一環として県知事がこれを掲げられてやられるということで、県か

ら御案内をいただきまして、町でも検討して、このたびここに予算を上げさせていただいたというものでござい

ます。内容につきましては、基本的には県が３５歳以下というか、未満の方としておりますので、そういった形

での企画は県のほうに基本的に準じております。また、町のほうでも一部、特例のものもございますので、そち

らにつきましては詳細説明できるようなものをまた提示させていただければなというふうに考えております。 

 それとあと、私どものほうでも、他市町のほうで先行的に、県がやる前にやってたものがございます。ただ、

内容的には結婚推進というよりは、どちらかというとＵターンとか、そういったようなものが主だったというふ

うにこちらのほうとしても把握しておりますので、内容としては年配の方が使われることが多かったというよう
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なことで、あまり利用が進んでないということというのも聞いておりますので、今後そちらにつきましては、町

としても結婚推進のほうで使えるような形でアナウンスしてまいりたいと考えております。よろしくお願いいた

します。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） それでは、２点ほど質問させていただきます。 

 ３３ページの今の太陽光発電のことでお伺いをしたいんですが、これは当初予算でせずに、なぜここで補正で

上がってきたのか、その理由をお願いします。 

 それから、４１ページ、修繕料が学校給食共同調理場費で上がっているんですが、２９１万円、これは何の修

理を行うのか聞いてないので、そこら辺を教えてください。 

○議長（当瀬万享君） 住民課長 竹内君。 

○住民課長（竹内 香君） 失礼いたします。 

 なぜ当初予算で計上しなかったのかという山本議員の御質問でございますけれども、昨年実施いたしました公

共施設への再生可能エネルギー導入調査報告の中で、鵜飼谷温泉は電力使用量が全体の３５％と多いことが分か

っております。近隣の薬草園があるんですけれども、そちらにも太陽光を設置いたしまして、自営線で電力供給

をすることも可能性として考えられるという調査報告がありますので、その報告が１月末にありました。当初予

算に間に合わなかったということもございまして、町のほうで検討しまして電気料のカバーを、平時だけではな

くて、災害時にも防災機能の強化につながるということで、早急に事業をしたいということで今回補正予算で計

上させていただいております。よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 教育次長 新田君。 

○教育次長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 ４１ページの学校給食共同調理場の需用費、修繕費２９１万２，０００円、こちらですが、緊急修繕が２件発

生いたしまして補正をお願いするものでございまして、１つ目は和気の学校給食調理場、洗浄室のエアコンが故

障いたしまして、そちらの緊急修繕、それからもう一件が本荘の学校給食共同調理場、調理室の床下の配水管が

壊れまして、このたび修繕をさせていただくものでございます。よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） 今、公共施設の調査をしたとおっしゃられましたんですが、これで公共施設に太陽光発

電を取り入れるのに、鵜飼谷温泉が１番に上がってるんですが、ほかの施設も現在太陽光発電のパネルの形状と

かが変わってきておりまして、体育館の屋根とか、そういった変形した屋根に充当できるものが出てきておりま

すので、そこら辺でいろいろと太陽光発電を屋根に設置できる場所がまだあると思いますが、そこら辺の調査が

できているのかどうか。 

 それで、その導入については当初予算でやるのかどうか。そこら辺のことをまた分かれば教えていただきたい

と。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 薬草園の関係につきましては、先ほど担当課長のほうが答弁してましたように、非常に

町内といいますか、和気町の公共施設の全体から見ても非常に大きな電力使用ということもございまして、早急

に進めるべきだろうということでこのような状況になっています。 

 あと、それぞれの施設につきましては、学校であるとか、１つ言いますとそこのバスの駐車場だとか、それか

ら庁用舎を置いてる駐車場の屋根、以前は非常にこれはもう困難だというようなことだったんですけども、先ほ

ど議員のおっしゃるとおり、非常に薄くて軽量なものができたということで、ここにも可能だというようなこと
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の調査結果が出ていますので、順次進めてまいりたいというふうに考えていますので、御理解のほどよろしくお

願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 少し細かい質問で申し訳ありませんが、まず３５ページ、宝くじの２か所というのがあ

りましたけども、具体的にいわゆるコミュニティ関係と防災関係ですか、仕組みも差し支えなければ教えていた

だきたいというのが１つ。 

 それから次に、同僚議員も言いましたけども、公共施設の３７ページ、３，４５０万円というようなことの大

きい金額で、私の聞き違いかも分かりませんが、これ１か所の公共施設、いわゆる温泉の薬草園というそれにし

ては、私の素人考えですけども、結構金額的にこれ三千何百万円という大きな金額で、どういう調査でというこ

と、それから相手先といいますか、その辺のことの概略のこととか、説明していただければと思います。 

 それから、３９ページの佐伯小学校、中学校絡みの委員会です。このとおり数字がありますけども、これは年

度内に、これは１回の金額なのか２回なのか、その辺も開催回数はどういう形で予定しとんか。これは、後の結

が定まっとるはずですから、その辺のことも簡単に、これはすぐ答えれると思いますのでお願いいたしたいと思

います。 

 それから、３９ページ、４１ページにありますいわゆる中学校の部活の関係です。これは吹奏楽、それから体

育部関係ということで、これは結構なことですけども。参考までに、これは外部委託のどういうところへこれか

らしようとしているのか。概略も、皆さんに周知の意味も含めて質問したいと思います。 

○議長（当瀬万享君） 危機管理室長 河野君。 

○危機管理室長（河野憲一君） 失礼いたします。 

 議案書３５ページのコミュニティ活動助成金ということで御質問をいただきました。 

 財政課長の細部説明にもありましたとおり、一般財団法人の自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業と

して実施している事業でありまして、今回、令和６年度につきましては一般コミュニティ助成で１地区、これは

大中山地区でございます。それから、地域防災組織の育成事業として１地区、これは日笠上地区でございます。

それぞれ合計しまして３６０万円ということで計上させていただいております。 

○議長（当瀬万享君） 住民課長 竹内君。 

○住民課長（竹内 香君） 失礼いたします。 

 業務内容の詳細についてでございますが、導入を検討する設備といたしまして、薬草園への太陽光と発電した

電力を送電するための自営線、それから避難所としての機能強化を図るため、鵜飼谷温泉への太陽光と蓄電池の

設置、それから空調設備ですとか照明設備、ＬＥＤの改修等について予定しておりますが、太陽光の設置可能面

積ですとか方角、その傾斜角度から、十分に発電が行われるか、それから周囲環境、それから蓄電池の設置場

所、それから自営線の配線ルートなどの検討を、現地調査を行いまして、具体的にどのような工事が必要になる

のか、最適な導入規模と具体的な設置方法について調査検討の上、詳細設計業務を委託するものとなっておりま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 教育長 徳永君。 

○教育長（徳永昭伸君） 失礼します。 

 先ほど３９ページの佐伯地域小・中学校の今後の在り方検討委員会の報酬の件で御質問をいただきました。今

回この補正を認めていただけましたら、早急に検討委員会を立ち上げたいと思っております。これからお認めい

ただいたら人選に入るということで、８月の上旬までには第１回を開きたいと考えております。その中で、いろ

んな検討をする事項が出てまいると思いますので、今事務局として考えておるのは、本年度３回程度の検討委員
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会を開いて、それから来年度にまたぐ感じで来年度も引き続き検討をしていきたいと思っております。ただ、後

ろも限られておりますので、来年の１２月までには方向性を出して、この議会で御審議いただけたらと、そうい

う予定で考えております。 

 続いて、地域移行のことについて御質問をいただいております。４０ページに、地域移行に関する予算等を入

れておりますけども、このことにつきましては総合型スポーツクラブ和気クラブと委託契約をしまして、そのク

ラブの中で地域移行のそれぞれの専門部を持っておられますので、そこで子供たちに参加できるようなクラブ運

営をしていただけたらということでお願いし、現在７クラブで地域移行が進んでおります。吹奏楽についても、

そういう形で行っていきたいと思っております。全部の部活動ではないんですけども、今後もできるだけ学校の

負担軽減をすることによって、生徒一人一人に教員が向き合う時間の保障に努めていきたいと考えております。 

○議長（当瀬万享君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 色々な説明をお聞きしまして、理解しました。ただ、住民課長のほうから説明がありま

したけども、いろいろ結構多岐にわたって設計するということで、正直言って、工事費は含まれてないんだけど

も、この測量設計でこれだけかかるということで、工事費は一部入っとるように聞こえたけど、入ってないとい

うことで理解したんですけども、多岐にわたっての調査ということで、相当な金額、一般的な調査設計といいま

すとねと言おうと思って質問しましたけども、内容は分かりました。 

 それから、和気クラブのほうは、多分今のそれぞれクラブは充実して、養成者、指導者、充実しとるとは思う

んですけれども、その辺はこれまで結構指導者を養成してこられたんでしょうけども、そこら辺はそれ以外の、

外部でなくても、十分和気クラブで対応できるというような理解をしていいでしょうか。 

○議長（当瀬万享君） 教育長 徳永君。 

○教育長（徳永昭伸君） 失礼します。 

 この地域移行につきましては、各種団体、例えばスポーツ少年団あるいは総合型スポーツクラブ、代表の方に

集まっていただきまして、３年間をかけて地域移行に対する検討委員会を立ち上げて教育委員会の中で協議をし

てまいりました。その中で、和気クラブが今指導者の関係で何とかこのクラブについては受けれるというような

ことでお話をいただいております。全部お任せするというんではなくて、教育委員会も和気クラブと一緒になっ

ていろいろな出てきた課題については検討していって、子供たちがスムーズに土曜日、日曜日、休日を中心にス

ポーツ文化に触れ合う、そういう時間を確保できたらと思っておりますと同時に、もう一つの目的であります地

域のスポーツ文化の育成あるいは文化活動の育成というのもこの地域移行の中に入っております。そういったも

う少し大きな意味でこの地域移行を捉えて教育委員会としてもやっていきたいと考えておりますので、どうぞよ

ろしくお願いします。 

               （７番 居樹 豊君「分かりました」の声あり） 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 ９番 山本君。 

○９番（山本泰正君） ３８、３９ページ、４０、４１にあるんですけど、先ほどから同僚議員からもあります

が、部活動の地域移行、これいよいよいつからの正式スタートになるのか。国や県の指導、状況等もあろうかと

思うんですが、それを教えていただきたいんと、総務文教常任委員会のほうへぜひ、先ほどソフトテニスと陸上

――と言うたんですか――というようなことだったんですけど、野球部、サッカー部、テニス部というような各

種の部員の状況についての資料提供をぜひお願いしたいと思います。 

○議長（当瀬万享君） 教育長 徳永君。 

○教育長（徳永昭伸君） 失礼します。 

 地域移行についての御質疑をいただきました。この地域移行につきましては、一応国、県が示しておられるの
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が、令和７年度末には休日の部活動を地域に移行していくという形で、今、国――スポーツ庁ですけども――そ

こから示されて、県の保健体育課からもそういったことでそれぞれの自治体に指示が来ております。なかなか難

しい面もあるんですけども、和気町では着実に進めてきておるんではないかなと思っております。 

 今どういった部活動が地域に移行できておるのかというようなあたりの資料につきましては、総務文教常任委

員会のほうにお示しをして、その際少し詳しく御説明をさせていただけたらと思っております。 

 先ほどありました野球とか、そういう団体スポーツについては、なかなか和気町だけでは団体のチームをつく

るというのが難しいところがありまして、地域の自治体にも声かけを行っておるところなんですけども、ほんな

ら一緒になってやろうかと言っていただけるところが今のところなかなか出てこないと。個人競技であれば比較

的やりやすいんですけども、そういったあたりの課題も残しながら、県とも話合いを進めておる、そのような状

況です。今後も、子供たちのスポーツに触れ合う機会の育成、文化活動に触れ合う機会の育成は、教育委員会と

しても非常に大切なことだと思っておりますので、また議員の皆様にも御報告をしながら頑張っていきたいと思

っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） ３３ページだと思います。 

 お話をお聞きしててちょっと不明な点があるので、質問させてください。 

 和気鵜飼谷温泉の太陽光発電の件です。この中で、和気町の施設の電力使用量の３５％を和気鵜飼谷温泉が使

っているという解釈でよろしいんでしょうね。それを太陽光発電で少しでも賄うというふうに解釈したんです

が、これでよろしいでしょうか。 

 それから、場所なんですけど、図面が多分ないんで分かりにくいんですけど、薬草園というふうにおっしゃら

れたんですけど、薬草園が今あるのかどうかちょっと置いといて、場所を明確に教えてほしい。その場合、その

旧薬草園については、ほかの事業もやられてるようなんですけど、そのあたりの関係ですよね。 

 それから、先ほど答弁にもありましたけども、環境には十分配慮してあるという話でしたが、ここは一面観光

施設でもあるので、環境というのはかなり配慮していく必要があると思うんですが、そのあたりをどのように考

えられているか教えてください。お願いします。 

○議長（当瀬万享君） 住民課長 竹内君。 

○住民課長（竹内 香君） 失礼いたします。 

 ３５％の電気使用量が多いと、公共施設全体の３５％を占めているということから、太陽光を設置しまして、

そちらを使用していきたい、再エネ、省エネ導入をしていきたいというふうなことと、それから避難所としての

機能強化も図っていきたいということで、今回予定をさせていただいているものです。 

 それから、薬草園につきましては、現在サンシュユの会の方が御使用されているんですけれども、温泉の上側

に位置しております。そちらを町のほうで事業を検討しているということをお話をしまして、土地の返還につい

ては承諾のほうをいただいております。よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 薬草園という言い方でよろしいんですよね。 

 分かりましたが、先ほど申しましたように、観光施設なんで、そうでなくてもいろいろごみ処理施設とかお墓

であるとか、いろいろ重要な施設ではありますけども、観光施設とはちょっとなかなかミスマッチな部分もある

ので、どういう影響が出てくるか設置しないと分からない部分もあるのかもしれませんけど、よく言われるの

は、反射であるとか、見た目もそうですし、そのあたりを十分配慮した設計をお願いしたいと思います。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 
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               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、議案第４７号の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第４７号を総務文教常任委員会及び厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありません

か。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４７号を、総務文教常任委員会及び厚生産業常任委員会に付託することに決定しました。 

 ここで１１時２５分まで暫時休憩とします。 

               午前１１時０７分 休憩 

               午前１１時２５分 再開 

○議長（当瀬万享君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 次に、議案第４８号令和６年度和気町上水道事業会計補正予算（第１号）についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、議案第４８号の質疑を終わります。 

 次に、議案第４９号令和６年度和気町簡易水道事業会計補正予算（第１号）についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、議案第４９号の質疑を終わります。 

 次に、議案第５０号令和６年度和気町下水道事業会計補正予算（第１号）についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、議案第５０号の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第４８号から議案第５０号の３件を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありません

か。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４８号から議案第５０号の３件を、厚生産業常任委員会に付託することに決定しました。 

（日程第７） 

○議長（当瀬万享君） 日程第７、議案第５１号公の施設の指定管理者の指定期間の変更についてを議題とし、

提出者の説明を求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、議案第５１号につきまして提案理由を御説明申し上げます。 

 議案第５１号の公の施設の指定管理者の指定期間の変更についてでありますが、和気町三保高原スポーツ＆リ

ゾート施設の指定管理者の指定期間を変更することについて、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上、御説明申し上げましたが、詳細につきましては担当部長に説明をさせますので、御審議、御議決賜りま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 次に、議案第５１号の細部説明を求めます。 
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 総務事業部長 永宗君。 

○総務事業部長（永宗宣之君） 議案第５１号説明した。 

○議長（当瀬万享君） これから議案第５１号の質疑を行います。 

 質疑を受ける前に、議案第４６号で質疑を受けましたことに関しまして副町長に答弁していただきたいという

ふうに思います。 

 副町長 今田君。 

○副町長（今田好泰君） 先ほど神﨑議員のほうから指定管理者の指定についての質疑がございました。そのこ

とについて、簡単に答弁させていただきます。 

 指定管理者につきましては、町長が指定管理者選定委員会を設置し、そこで意見を聞いた上で町長に答申をい

たします。町長を受けた町長は、それを妥当と判断した場合には、議会の議決を受けて指定決定という流れとな

ります。 

 先ほど神﨑議員が、今回、令和３年１２月に選定されなかった業者を優先的にというようなお話がございまし

たが、あくまで指定管理者につきましては公募がもう原則でございますので、一旦決まった業者はここでもう指

定管理者が終わります。ですから、指定管理をするようになるんであれば、再度公募をかけて募集をしたいと考

えております。 

 それから、７，５００万円の返還のことがありましたが、令和２年から５年まで７，５００万円の赤字補填の

ためにお支払いをしておりますので、それについての返還は考えておりません。 

 それと、罰則規定の適用はないかということでございますが、損害賠償義務というのが条例でございますが、

その内容は、故意、過失によって設備を破壊し、損壊、滅失したときは、それによって生じた損害を町に支払わ

なければならないという条文がございますが、運営についての今回の赤字についての罰則というのは町としても

考えておりません。 

○議長（当瀬万享君） 神﨑議員、続きは委員会のほうでやってください。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） ４点ほど質問をさせてやってください。 

 まず、６月で指定管理を小川さんが降りられて、町営になる方向だということなんですが、７月１日以降の実

際の現場の運営、これを小川さんが年度の任用職員として受けられて運用されるのかどうか、これが１点。 

 それから２点目は、降りられる方向なんですが、町として今後、計画はこれから考えるというふうにおっしゃ

られたんですけど、今まで考えたことはないのか。もう５０年ぐらいやってるんで、当然今の町長に責任がある

とか部長に責任があるとかというふうなことは申しませんが、皆さんで、執行部のほうで何も考えてないのかど

うか。これから考えると。その考えがないと、外部に意見を聞いたところで、こっちの考えはないけど、あんた

たちの意見はどうですかみたいな、そういうやり方でいいのかどうか、その辺を教えてください。 

 それから、３つ目は、とはいえ小川さんも足かけ３０年ですか、活動というか、運営されて、携わっていただ

いて、一番の功労者だと思いますが、多分そこに一番ノウハウがあると思うんです。そこの聞き取り調査という

か、どうやったらうまくいくのか、このあたりをどういうふうな聞き方をされて、どういう回答があったのか、

または聞いたことがないのか、そのあたりを教えてください。 

 それから、４点目は、名称なんですけど、これも行政の場合いろいろ複雑なんですけど、名称を宿泊施設ロマ

ンツェとなってますが、我々が認識してるのは和気町三保高原スポーツ＆リゾート、これは表向きなのか。この

あたり非常に訴求力に欠けるとかという話もありましたけど、こんな名前がいろいろ複数あるのが一番訴求力に

欠けるんじゃないかなと。小川さんと話したときに、やっぱ名前は非常に大事だということを聞きました。名前
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がこのスポーツ＆リゾートに変わると客層もがらっと変わったというふうな話もありましたんで、そのあたり教

えていただければと思います。 

○議長（当瀬万享君） 総務事業部長 永宗君。 

○総務事業部長（永宗宣之君） 失礼いたします。 

 それでは、我澤議員の御質問に順番にお答えをしてまいりたいと思います。 

 １点目、７月１日以降の運営方針でございますが、あくまで今現在は指定管理者が施設利用許可等の権限を持

って今運営をしておりますが、町営に戻すということでございますので、具体的には会計年度任用職員を町職員

として雇って業務をやっていきたいというふうに考えております。ただ、あの施設について２０年来小川氏にお

願いをしてたということですので、施設の状況等を把握できておる者はほかにはおりませんから、小川氏の御協

力はいただきながらということになるのが実際かと思っております。今予定しておりますのは、会計年度任用職

員を１名採用、あと小川氏は会社の経営をされておりますので、その会社に対して業務委託という形で業務支援

をお願いができないかなというふうに考えております。 

 ２点目、町としてスポーツ＆リゾートの将来についての計画、考えは持っていなかったかということでござい

ますが、町としましては、現在の指定期間５年間については、小川氏の指定管理の下で小川氏の指定の際に御提

案をいただいた運営方針でよかろうということで今現在進んできておったという状況でございます。これまでの

小川氏の提案、運営方針を、ここで下りられるということですので、改めて町として具体的なことについては考

えていかなくてはいけないかなと。大きな路線としては、小川氏の指定管理者に応募されたときの考え方、それ

をよしとしてきたということでございます。２番と３番と一緒になってしまいましたかね。 

 それから、小川氏からどのような聞き取りあるいは小川氏からどのような提案があったかということでござい

ますが、今後のことについて小川氏と協議をする中で、小川氏からもいろいろな具体的な提案をいただいており

ます。経費節減のための方策であるとか、今の観光事業の世間の流れからいうと、こういったようなものを手が

けてはどうかなという提案もいただいてはおりますが、先ほども申しましたように、新たな大規模な投資をする

段階ではないというところで御提案はいただいてますが、具体的な実行には移ってはいないという段階でござい

ます。 

 それから、４点目、議案の説明書の記載方法につきましては、御指摘の点もあろうかなというふうに思ってお

ります。 

 あの施設でありますけども、施設整備をした当初は、宿泊研修施設というような名称でございました。それが

平成の初め頃から、家族滞在型を目指すというところで、屋外の子供が遊べる遊具を備えたり、ゴーカートある

いはボート、こういったようなものでファミリー向けの公園というようなものに主眼を置いて運営をした時代も

ございます。そして、小川氏が経営するようになって、ファミリーに楽しんでいただくだけでは経営が成り立た

ないというあたりから、せっかくあるテニスコートやコンベンションホールを活用してスポーツに特化した営業

路線、こういったようなところで活路を見いだしていってはどうかという御提案の中でこれまで流れてきている

というところです。その路線変更に伴って、佐伯ファミリーパークという名称からスポーツ＆リゾートに改称し

たというような経緯もございます。名称等も、施設整備も含めて訴求力のあるものにというところに着眼点を持

って取り組むということは、今後の施設運営を検討する上でも重要な点かと思っておりますので、参考とさせて

いただきたいと考えております。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 要するに何も考えてなかったというふうなことを言ったようなもんで、今までどおりで

いいという方針でいくと。いやいや、そうじゃなしに、お客さんが来ないから７，５００万円つぎ込んでるわけ

なんで、何か違うことを考えるのがやっぱり仕事だと思うんですよ。それを何も考えてないような表現――そん
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なことはないんだと思うんですけど――小川さんも、いろんな意見を聞いたというのであれば、それを参考にし

て、こういう方向に持ってきたいとか、永宗部長に言うのはちょっと失礼になるかと思うんですけど、そのあた

り経営者というか、町長、副町長あたりはどういう方向で今後を考えていらっしゃるのか、教えてほしいんです

けどね。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 事あるごとに小川氏の提案を受けながら、我々の思いも伝えながら進めてきたわけでご

ざいます。結果としてこのような状態になってるということはおわびをしなければなりませんけれども、何も考

えてないということではないわけであります。 

 今回、このような決断をしましたのも、実は専門家にもお話を４月４日に伺いまして、こういう判断に今至り

ました。そういうことは、いろいろあるんですけれども、その後、その方がおっしゃるには、１０億円、２０億

円かけるんなら、町長、いろいろ手はあるよということも言われました。また、もう４３年ぐらいたった施設は

歴史的な使命を終えてるんではないかというようなことも言われました。いろいろなことがありますけれども、

我々も一生懸命考えながら、このたびはこういう方向でやらせていただくということで。 

 今後につきましては、今すぐここで申し上げる方針は、申し訳ないんですが、ございません。少し時間をいた

だきながら考えていきたいというふうに思っています。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 分かりました。ありがとうございます。 

 専門家の意見とか諮問委員の意見というのは当然重要なんですけど、その前にやっぱり執行部の皆さんできち

っとした考えをまとめた上で取り組んでほしいなと思います、本当に。そのためには、３０年も活動してこられ

た小川さんの意見を聞くのはかなり重要になってくると思います。私が聞いた範囲では、例えばですけど、小川

さんが言われるには、防災に特化した研修施設なんかが面白いんじゃないかと。これはある程度、例えば、なか

なか類似施設がないんで集客の見込みがあるのではないか。岡山県には渋川の研修施設なんかありますけど、そ

れに対抗するような施設、これも一つの手じゃないか。それは一つのアイデアですけど。そういうなんを含め

て、ぜひ具体的なことを考えて、またよろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） すいません。今後の方針として、指定管理者をまた募集するとか、そういったところを

考えるというふうに言われてたんですけど、例えば民間の業者とかが手を挙げたときに、売却みたいな感じの選

択肢っていうのはあるんでしょうか。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 売却という選択肢はあるのかということでございますけれども、選択肢の一つではある

と思います。ただ、この間のあそこをつくってきた歴史だとか住民感情だとかいろいろございますし、また買い

取ってやろうと言われる方がおられるかどうかということもあって、いろいろ難しいですけど、選択肢の一つと

してはあるだろうと思います。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 ４番 從野君。 

○４番（從野 勝君） 長うなって申し訳ないんじゃけど、今聞きょうたら小川さん、小川さんて言よんじゃけ

ど、私は全く反対で、何十年もやってプロで商売してきた人間がけつ割ってした者に今さら意見を聞いたってど

うしようもない話なんで、執行部のほうは小川さんの意見を聞いてこれからもやろうっていう、そんなばかな話

ない。何を考えとんかもう分からんのじゃけど。 
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 それからまた、直営で佐伯町の時代にやりました。さんざんもう大変な目に遭って、指定管理にもしたん。そ

のことをよく分かっとると思うんですが。これから先、長くという話をしたらもう遅うなってあれで申し訳ない

からやめますけども、できるだけ短期間で新しい方針を出してもらう。それで、もう町の職員、このあたりがあ

あいう商売に手を出すのはやめる。そういうことできちっとやらんと、民間は民間に任さなんだら、本当に厳し

い商売の中でやっていくのに、利益が出んでもええわ、赤字が出ようがどねえにしてもええわというもんを次々

造るべきじゃないと思います。だから、そのあたりをしっかり検討されて、できるだけ早く方針を決めていただ

きたいと思います。もういろんなことを言ようっても切りがないんで、ぜひそういうふうにお願いしたいと思い

ます。終わります。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 御意見ありがとうございます。 

 今後の方針というものを早急に執行部の中でも詰めますし、それから様々な方にも相談をさせていただくとい

うふうにしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、議案第５１号の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第５１号を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５１号は、厚生産業常任委員会に付託することに決定しました。 

（日程第８） 

○議長（当瀬万享君） 日程第８、議案第５２号から議案第５５号までの４件を一括議題とし、提出者の説明を

求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、議案第５２号から議案第５５号の４議案につきまして提案理由を御説明申し

上げます。 

 議案第５２号の工事請負変更契約の締結についてでありますが、令和５年度和気町音声告知放送システム更新

工事の請負変更契約を締結するため、地方自治法及び和気町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議案第５３号の工事請負契約の締結についてでありますが、令和６年度和気町学校施設長寿命化計画に

基づく佐伯中学校の大規模改造工事の工事請負契約を締結するため、地方自治法及び和気町議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議案第５４号の工事請負契約の締結についてでありますが、令和６年度和気町地域学習交流センター新

築工事の工事請負契約を締結するため、地方自治法及び和気町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議案第５５号の工事請負契約の締結についてでありますが、令和６年度和気町佐伯グラウンド改修工事

の工事請負契約を締結するため、地方自治法及び和気町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 以上、御説明申し上げましたが、詳細につきましては担当部長及び担当課長に説明をさせますので、御審議、

御議決賜りますようよろしくお願いいたします。 
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○議長（当瀬万享君） 次に、議案第５２号から議案第５５号までの４件の細部説明を求めます。 

 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 議案第５２号説明した。 

○議長（当瀬万享君） 総務部長 則枝君。 

○総務部長（則枝日出樹君） 議案第５３号・議案第５４号・議案第５５号説明した。 

○議長（当瀬万享君） これから議案第５２号から議案第５５号までの４件の質疑を行います。 

 まず、議案第５２号工事請負変更契約の締結についての質疑はありませんか。 

 １番 山野君。 

○１番（山野英里君） すいません。７６ページ、参考資料になりますが、用意していた告知端末が１，０００

台では足りずに、今回約８，５００万円かけて５００台ほど増加するっていうことになってますけど、今回どの

ような人がこれを申請して、９０５件の申請になっているのかっていう内訳を分かれば教えていただきたいのが

１つ。 

 またもう一つが、今回５００台を追加というふうになってますけど、５００台あれば足りるという考えでよろ

しいんでしょうか。お願いします。 

○議長（当瀬万享君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） それでは、２点質問いただいたまず１点目、９０５件の内訳について、７５歳以上

のみの世帯、完全無償の対象者が７２７件、７５歳以上の方を含む世帯、通信料のみの世帯が１５２件、通信料

と端末自体に費用がかかる世帯が２６件、合計９０５件、４月末現在、となっております。 

 現在、４月末では９０５件で、追加で５００件ということで、向こう５年もしくは１０年間今後運用するに当

たって不足がないように、このたび工事費の増額で、財源としても今回整備すれば有利な起債の対象になります

ので、この機会に初期の段階で追加５００台の整備をしたいというふうに考えております。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

 ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） １点だけ。５００台して、結局最終的に１０年たっても１００台残ったら、１００台は

戻してくれるっていうか、返金はあるんですか。１点だけお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 今のところ５００台は買取りなので、今後それが１０年間で交付するであろうと思

っているので、先の話なので、返還については、基本的には買取りなんですけれども、そのあたりの交渉も考え

ていきたいというふうに思っております。 

○議長（当瀬万享君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、次に議案第５３号工事請負契約の締結についての質疑はありません

か。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、次に議案第５４号工事請負契約の締結についての質疑はありません

か。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、次に議案第５５号工事請負契約の締結についての質疑はありません

か。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 
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○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第５２号から議案第５５号までの４件を総務文教常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５２号から議案第５５号までの４件は、総務文教常任委員会に付託することに決定しまし

た。 

（日程第９） 

○議長（当瀬万享君） 日程第９、請願第１号介護保険の訪問介護基本報酬引き下げの撤回を求める請願書につ

いてを議題とします。 

 これから請願第１号の紹介議員であります西中純一君から説明を求めます。 

 １１番 西中君。 

○１１番（西中純一君） 医療関係の団体からこの請願を出してほしいという要請がありまして、紹介議員を引

き受けているので、趣旨の説明をいたします。 

 訪問介護の基本報酬が４月から引き下げられたということで、今ここに出てるように、厚生労働省の調査によ

ると、訪問介護事業所の４割が２０２２年度以降３年連続赤字であるというふうに明らかにされております。そ

れで、今回２％から３％も基本報酬の引下げをしたということで、２０２３年度の倒産が６７件となっておりま

すが、過去最高を更新したと。それがまだどんどん増えているというふうな状況で、そういうことであると、い

わゆる家庭で介護するというふうなことがもうできなくなっているんじゃないかと、そういうふうな危機感があ

って、ぜひそういう引下げについては撤回をしてほしい、見直しをしてほしいという、その意見書を出してほし

いというのが趣旨であります。ぜひよろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） これから請願第１号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 西中君、御苦労さまでした。 

 請願第１号を会議規則第９２条第１項の規定により、お手元に配付した請願文書表のとおり厚生産業常任委員

会に付託しますので、審議をお願いいたします。 

（日程第１０） 

○議長（当瀬万享君） 日程第１０、今回陳情２件が提出され、これを受理しております。 

 陳情第１号を会議規則第９２条第１項の規定により、お手元に配付した陳情文書表のとおり所管の常任委員会

に付託しますので、審議をお願いいたします。 

 なお、その他１件については、議員控室のファイルに整理いたしておりますので、御高覧ください。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 明日は、午前９時から議会全員協議会を開催いたしますので、御出席ください。 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

               午後０時１０分 散会 
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               午前９時００分 開議 

（開議の宣告） 

○議長（当瀬万享君） ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（当瀬万享君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。御了承を願います。 

（日程第１） 

○議長（当瀬万享君） 日程第１、一般質問を行います。 

 今定例会から質問者席を設置しています。質問者は、質問者席に移動した後、発言許可を得てから質問を行っ

てください。質問は、会議規則第５５条及び第５６条の規定に基づき、１人４０分以内、同一項目につき質問回

数４回以内を原則とし、一問一答方式で行います。なお、時間４０分は、質問、答弁を合わせてですので、答弁

者は特に簡明、的確なる答弁をお願いします。 

 それでは、通告順位に従いまして、一般質問を行います。 

 ２番 山田浩子君は質問者席へ移動してください。 

 ２番 山田浩子君に質問を許可します。 

 ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） おはようございます。それでは、質問に入らせていただきます。 

 まず、１番目、補聴器購入費の助成についてお聞きしたいと思います。 

 ①現在、和気町では、聴覚障害で障害者手帳をお持ちの方と障害者手帳の交付とならない軽中等度の聴覚障害

のある１８歳までの児童を対象に、補聴器購入の助成制度があります。しかしながら、手帳を持たない高齢者に

対する補聴器購入の助成制度がありません。 

 備前市では、６５歳以上の非課税世帯の方に、吉備中央町では６５歳以上の方に、また今年度から岡山市も６

５歳以上の非課税世帯、生活保護世帯の方に、補聴器購入の助成制度が始まっております。加齢により耳が聞こ

えにくくなることにより日常生活に不便さを感じたり、コミュニケーションを取ることが難しくなることで人と

会って会話する機会が減ってきたり、引き籠もったり、孤立したりしています。また、そういった要因が認知症

の発症や進行につながるきっかけになることもあります。以前の議事録も確認させていただきましたが、障害者

手帳を取得すれば、現在の助成制度が利用できる趣旨の内容であったかと思います。それは、聞こえにくいと感

じていても手帳交付の対象になるまで待ちなさいと言っているようなものではないでしょうか。聞こえにくいと

感じた早い段階で補聴器の購入助成があれば、日常生活への支障が少なくなり、認知症予防にもつながるのでは

ないでしょうか。 

 ②購入後の定期的なメンテナンスが必要でありますが、そこの助成についての考えもお聞かせください。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 それでは、山田議員からの高齢者の補聴器購入の助成について回答させていただきます。 

 同様の質問を令和４年度に他の議員からも質問をいただいておりましたが、障害者総合支援法による障害者手

帳をお持ちの方のうち、聴覚障害をお持ちの方については補聴器の種類によって基準額が定められているもの

の、原則１割で非課税世帯については本人負担なしで購入ができることとなっております。直近の実績といたし

ましては、昨年度５件、本年度は今日までに１件の申請がございます。 

 御質問のあります高齢者を対象とし、かつ日常生活に支障を来す程度の方への助成につきましては、現在実施

はしておりません。また、身体障害者手帳が交付されていない方で、加齢により補聴器が必要な方の助成につい
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てでございますが、今のところ考えておりません。相談があった場合には、きちんと相談には乗りまして、先ほ

ど申しました１割の自己負担等で購入できる制度がございますので、そちらを活用できるよう案内をさせていた

だいております。 

 また、購入後のメンテナンスに係る費用の助成についても、同様に障害者手帳による助成で購入したものであ

れば助成がございますけども、それ以外の購入であれば助成はございません。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） 手帳を持たない方への助成制度はしないということで、前回と変わらない答弁をいただ

いたかと思います。やはり高齢者の方が聞こえにくいということで、社会参加の機会が減ったり、孤立したりす

るようなことがあると思いますが、助成ができないのであるならば、例えば聞こえのセルフチェックの啓発のチ

ラシをつくっていたりとか、聞こえにくいことはないですかという早めの医療機関への受診を促すような、そう

いった活動というのはされているのでしょうか。 

 また、和気町の健診の中に、高齢者の聞こえの検査を取り入れたりだとか、最近では東京医療センターの医師

が開発したオンラインの聴覚検査のようなものもございます。そういったものの研究等はされていたりするので

しょうか。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 加齢による聴覚、聞こえにくいという相談なんですけども、窓口のほうでは年間二、三件ございます。説明と

いたしましては、先ほど答弁させていただきましたとおり、重度であれば手帳を取得して購入していただくとい

う御案内をさせていただいているところでございます。 

 あと、周知でございますが、これについては特別周知という形ではやっておりません。ただ、やはり気になる

方というのは窓口のほうへ来られますので、そのあたりはきちんとお話はさせていただいているところでござい

ます。 

 それから、高齢者健診等においての聴覚の検査でございますが、こちらについては聴覚を調べるには機器等も

必要でございますので、健診をする医療機関のほうでそういった聴覚検査ができる機器があるかどうかという問

題もございますので、直ちにそういった形で対応するというのは難しいかとは思っております。 

○議長（当瀬万享君） ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） 他の自治体ではそういったセルフチェックの啓発チラシのようなものを作っているとこ

ろがございます。そのチラシの中に、高齢者に向けての助成制度がある場合はその内容を記載している。この和

気町においては、高齢者に対する助成がない場合の障害者手帳を取得した場合にはこういうふうな制度がありま

すよといった、そういった内容を記載したチラシを配布しているような自治体もございます。やはりそういった

ものを町民の方に知っていただくという、そういう制度があるんだということを知っていただくような啓発チラ

シを作って配ったりするっていうのはどうなのでしょうか。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 御指摘のとおり、御高齢で耳が聞こえにくくなられた方というのは、やはり御近所等の付き合いも減ってきて

孤立しがちということは十分把握しております。御指摘いただきましたセルフチェック、それからチラシ等によ

る周知でございますけども、既に実施している団体等も参考にさせていただいて、今後研究していきたいという

ふうに思っております。 

○議長（当瀬万享君） ２番 山田君。 
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○２番（山田浩子君） 少子・高齢化といいますが、本当に高齢化が進んでいる地域であるからこそ、高齢者の

方に向けた優しい政策といいますか、そういった行動が大事ではないかと思います。私たちもまだそういう年齢

には達していませんけれども、いずれそういうふうな年齢に皆さん達していくと思います。高齢者の方の気持ち

に寄り添った、そういった政策のほうをしていただきたいと思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは続きまして、２番の質問に移らせていただきます。 

 こどもまんなか施策の充実についてお尋ねします。 

 ①和気町には産後ママあんしんケア事業があります。出産後１年以内のお母さんとその赤ちゃんを対象に、宿

泊型、通所型、訪問型でお母さんの体や心、また育児のサポートなどが受けられます。この事業の利用状況、ま

た利用された方の感想などが分かればお聞かせください。 

 また、産まれたばかりの赤ちゃんが小さく生まれて入院しているケースもあるかと思います。私も経験があり

ますが、赤ちゃんが入院していることだけでも心配なのに、小さく産んでしまったという自責の念や、母乳を絞

って届ける肉体的な負担などが出てきます。この事業は出産後１年以内のお母さんとその赤ちゃんが対象となっ

ていますが、お母さんだけでもこのサポートが受けられるのでしょうか。 

 さらに言わせていただくと、赤ちゃんが退院してからが本格的な育児の始まりです。それが１人目の赤ちゃん

の場合は初めてのことだらけで不安なことも多いと思います。私の５人目の子供は４か月間入院をしておりまし

た。その場合だと、退院してから８か月しかサポートを受けることができません。そういった場合、赤ちゃんが

入院していた期間だけサポート期間を延長するというようなことはできないのでしょうか。 

 ②和気町は、５月１０日にこどもまんなか応援サポーター宣言を行いました。子供の声を聞き、子供のために

何が最もよいことかを常に考え、子供が健やかで幸せに成長できる社会を実現するために、町自らアクションを

起こしていきますとありましたが、具体的に考えていることがあればお聞かせください。 

 ③その中で、こども条例等の制定は考えられているのでしょうか。川崎市では、子供と大人が一緒に考え、た

くさん話合いをして、川崎市子どもの権利に関する条例を策定しています。また、その条例を基に川崎市子ども

夢パークという施設が造られました。その中には、外で遊ぶエリア、音楽ができる防音スタジオ、創作スペー

ス、ログハウスなどがあり、子供たちがやりたいと思ったことにチャレンジすることができます。また、市とＮ

ＰＯ法人が協働事業として立ち上げたフリースペースえんといった公設民営のフリースペースもあります。学校

の中に居場所を見いだせない子供や若者たちのスペースとなっているようです。和気町の特色を生かして、子供

や若者たち、また地域の方や高齢者の方も巻き込んだ居場所づくりのヒントになるのではないでしょうか。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 それでは、山田議員からのこどもまんなか施策の充実をとの御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、産後ケアの利用状況についてでございますが、現在１１か所の施設と契約をしておりまして、令和５年

度では１８名の方が利用をされております。宿泊型が２４件、通所型が１８件、訪問型が２０件の利用となって

おります。令和４年度では２名の利用で、訪問型の利用４件のみでございましたが、町の助成金額を令和５年度

から見直したことで利用が増加したものだと思われます。今後も、より利用しやすいものとなるよう、利用者の

声も聞きながら、利用可能施設の充実など利便性の向上に取り組んでまいりたいと考えております。また、この

利用につきましては、母親のみの利用も可能でございますし、場合によっては死産や流産の方であっても利用す

ることが可能となっております。 

 サポート期間の延長ということでございますが、この事業は国の補助事業でもございますので、取りあえず１

年間という形でさせていただいております。今後、要望等があれば、町独自に延長ができるかどうかについては

考えていきたいと思っております。 
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 次に、こどもまんなか応援サポーター宣言後の取組についてでございますが、和気町では今年５月にこどもま

んなか応援サポーター宣言を行い、その宣言も踏まえて現在取組を進めております。まず、本年度事業といたし

ましては、未就学児の保護者の買物支援として生活用品買物支援事業を実施しております。また、保護者が病

気、出産、育児疲れなどにより、児童の養育が一時的に困難な場合に御利用いただける子育て短期支援事業の実

施と、こども園の園児、自宅保育の乳幼児に対するおむつ助成事業の実施に向けて検討を進めております。 

 ほかにも、今年度は子育て家庭への支援拡充を目指しまして、こども計画の策定を行っているところでござい

ます。このこども計画は、令和５年４月に施行されたこども基本法で策定が努力義務化された計画で、子供施策

に関する基本的な方針、子供施策に関する重要事項などが含まれ、特徴として計画の策定過程で子供の意見聴取

を行う必要があるとされています。 

 こうした取組のほかにも、地域子育て支援拠点である子育て支援センターや児童館を活用した妊産婦、乳幼

児、児童に向けた様々なプログラムを日常的に実施するなど、子供やその保護者に向けた支援に関するアクショ

ンを継続してまいります。 

 次に、こども条例などの制定についてでございますが、こども条例は子供や子育てに関する施策等を推進する

ための基本理念や基本方針を定める条例でございますので、現在進めているこども計画の策定に併せて、子供自

身の計画を取り入れながら今後制定に向けて検討していきたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） 産後ママあんしんケア事業につきまして、実は岡山県内のいろいろな自治体がこの事業

に取り組んでおりますけれども、和気町のこの事業というのはかなり手厚いものになっております。昨年度、金

額のほうを上げていただいたということで、ほぼほぼ自己負担なしでいろいろな宿泊であるとか通所であると

か、そういったサービスが受けられるということで、本当に和気町の子育てに対する施策というのはすごくいい

ものだと思っております。 

 ただ、先ほど赤ちゃんが入院してからのっていう話をさせていただきましたけれども、もしそういったニーズ

が出てきた場合、そういったところも考えていきたいということで答弁をいただきました。リトルベビーのハン

ドブックっていうのが岡山県で作られております。リトルベビーというのは、いわゆる未熟児といいますか、早

く、小さく産まれてしまった赤ちゃんのためにつくられたものなんですけれども、その利用というか、それを窓

口で聞いたところ、利用がないということで、今まではそういったケースがなかったかもしれませんが、今後ま

たそういったニーズが出た場合に検討をしていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 先ほどの答弁の中で、お母さんが病気の場合とか出産の場合とか、一時的に預かるという子育ての短期の事業

を計画しているというふうに言われたかと思いますけど、もうちょっと詳しく教えていただけたらと思います。 

 先ほど川崎市の例を紹介しましたが、そのことについてどう思われるのか、それもお聞かせいただけたらと思

います。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 説明させていただきましたショートステイ事業の件でございます。短期支援事業でございますが、先ほど御説

明させていただきましたとおり、保護者の方が病気であったり、出産、育児疲れ、また場合によっては御自宅の

冠婚葬祭等で一時的にお子様の養育ができなくなる事情がある場合に、町が契約している施設へ預けることがで

きるという制度でございます。料金につきましては、本人の所得によって、生活保護であれば無償ですけども、

所得のある方についてはそれぞれ段階的に費用が決められておりますので、そちらのほうで一時的に預けること
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ができるという事業でございます。 

 それから、川崎市の先ほどお話しいただいた件でございますが、こちらにつきましては私ちょっと勉強不足で

あまり詳しいことがよく分かりませんので、今この場でどう思われるかという内容についてはお答えしかねます

ので、御了承ください。 

○議長（当瀬万享君） ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） ショートステイの事業は、ファミリーサポートを今後していきたいというふうな流れの

中で出てきたようなものなのでしょうか。病気のときに預けれる、冠婚葬祭のときに預けれるといったファミリ

ーサポートも今後考えていきたいというふうに以前にもおっしゃっていたかと思いますけれども、その中での取

組として今年やっていくという認識でよろしいでしょうか。 

 また、川崎市のほうの件につきましては、かなり先進的な事例ではありますし、それが全てできるかどうかと

いうのも分かりませんけれども、こういったものがあるということでまた勉強してみていただけたらというふう

に思います。 

 やはりサポーター宣言をしたこれからの取組というのが大切であると思います。和気町というのは豊かな自然

環境がございます。そういったものを生かして、子供たちに様々な体験を通した学びができるような取組ができ

たらいいなというふうに思っております。 

 また、町全体で子育てを応援していけるような意識の向上、環境づくりができるよう取り組んでいただきた

い。現在、町政懇談会でも、子育て世代の方から様々な御意見をお聞きしていると思います。和気町の子育てが

楽しいものになるよう、また子供たちが伸び伸びと育っていく和気町を目指して、共に研究を重ねていきたいと

私自身も思っております。答弁とともに、また町長の子育て政策に対する思いと今後の決意をお聞かせいただけ

たらと思います。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 貴重な御意見、ありがとうございます。 

 先ほど言われたショートステイとファミサポなんですが、現在検討中ということで、今年度から実施ができる

かということのお約束はしかねますけれども、現在検討してるということでございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 それから、町長としてどのようにこどもまんなか施策の充実をするのかということでございますけれども、

常々私も申しているように、子供は将来を担う希望でありますし、社会の宝だということを私は思っているわけ

でございます。子供たちが健やかに成長できるように、その力添え、支援をするのは、私たち今大人の責務だろ

うというふうに考えています。今後も、先ほど議員のほうからもありましたように、今にこにこ園だとかそうい

う場所を皆さんの声を聞かせていただくために回っています。そうした皆さん方からのニーズをお聞きをして、

そのニーズに応えられるように取組を進めてまいりたいと考えているところです。 

 和気町は、先日こどもまんなか応援サポーター宣言をさせていただきまして、その宣言の一部にもありますよ

うに、全ての子供一人一人の個性が生かされるように、子供たちの未来が明るく希望に満ちあふれたものになる

ように、常に子供の視点に立って施策を進めてまいりたい、そのように考えているところです。そうした地域社

会の実現に向けて今後もまた頑張ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） 町長の思いも聞かせていただきました。子育て支援に対する思いをしっかりと現実のも

のとして実現していただきたいと思います。様々な子育て世代の皆様の声をしっかりとお聞きして反映をしてい

ただけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、３番目。 
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 ３月２２日に手話言語条例が制定され、関係者の方々も大変喜ばれておりました。制定後の取組について、現

在行われていること、また今後取り組んでいきたいと思っていることについてお聞かせください。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 それでは、山田議員からの手話言語条例制定後の取組はについての御質問にお答えいたします。 

 条例制定後に計画していることはでございますが、条例制定後の取組としましては、広報誌５月号で町民に対

し条例制定の周知を行い、広報誌の８月号からは挨拶やお礼など日常で使えるような簡単な手話について、記事

を毎月順次掲載していこうというふうに考えております。また、今年度につきましては、職員に対する研修など

を行い、まずは職員から手話に対する理解の促進を図り、今後の施策推進に取り組んでまいりたいと考えており

ます。また、可能であれば、町が主催する大会等で手話通訳等もお願いをしようかなというふうに考えておりま

す。 

 来年度からは、学校や事業所へ講師を派遣し講座を開始するなど、手話に対する理解を町全体に広げていくこ

とができるよう取組を進めてまいります。今後も、手話に対する理解の促進、手話の普及並びに手話を使用しや

すい環境の構築に向けて取り組んでまいりますので、御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） 今年度の取組、広報誌のほうで手話を紹介していくということでお聞きいたしました。

また、職員の方への研修ということもお聞きしました。手話言語条例が制定されたことで手話に対する理解が深

まり、手話に触れる機会が増え、それが様々な立場の人に対する理解につながるような取組ができればいいと思

っております。 

 また、学校での講習なども来年度考えているということで、今までももしかしたら幼稚園、こども園でありま

すとか、そういったところで手話を使ったようなことをされていたかもしれませんけれども、手話言語条例が制

定されたということで、町全体でしっかりと周知をしていきたいというふうなこともお聞きしましたので、ぜひ

様々な取組をしていただきたいと思います、これは、担当課のみならず、教育現場、社会教育など、様々な分野

で活用していくものであると思いますので、それぞれの部署の皆様も手話を意識した、そういった取組ができる

ようにしていただけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。私も手話のサークルとかで少し勉強をさ

せていただいていますが、私自身もしっかり手話の勉強もしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、最後４番目の質問に移らせていただきたいと思います。 

 防災士の実態についてお聞きいたします。 

 ①現在、和気町で防災士資格を持たれている方は何人いらっしゃいますか。また、名簿の作成などはされてい

るのでしょうか。 

 ②防災士資格を持っている方の横の連携や研修会、組織づくりなどはどうなっているでしょうか。自主防災組

織として地元消防団の方の力が大きいと思いますが、防災士の資格を持っている方が自主防災組織の中で担える

役割はないのでしょうか。 

○議長（当瀬万享君） 危機管理室長 河野君。 

○危機管理室長（河野憲一君） 失礼いたします。 

 御質問いただきました防災士の実態はということでございますが、現在平成２９年度から和気町防災士育成事

業補助金という制度を開始いたしまして、現在までその補助金を活用されて資格を取得された方が３０名いらっ

しゃいます。この名簿は作成しております。本年９月に、日本防災士研修センターの主催で和気町の防災士養成
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研修講座を実施しようと考えております。町内の自主防災組織の代表者などに御案内をいたしまして、また岡山

県の御協力もいただきまして、多くの方に受講機会を設けまして、防災士の増員を図ってまいりたいというよう

に考えております。 

 ２点目の防災士の資格を持つ連携、それから組織づくりという御質問でございますが、現在和気町では協議会

などの防災士の方が集うような機会、組織づくりは行っておりませんが、日本防災士会の岡山県支部というもの

に加入していただくことで同様の役割が果たせるものというように考えております。これには入会金５，０００

円だったと思いますが、これが必要になりますので、自主的に御加入いただくというようなことで、県下の多く

の防災士の方とのつながりができたり、講演会など関連行事や訓練等の参加によりまして、防災士としての技能

を磨くことができるというふうに考えております。 

 いずれにしましても、防災士がこの地元の和気町の中に多くいらっしゃるということは、地域の防災力の向上

につながるというふうに認識をしておりますし、今回の研修等で多くの資格者が増えて、災害時の自主防災組織

の充実などに向けて協議会等の設置も考えていけたらなというふうに考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） 今年９月に和気町で防災士の研修講座が開かれるということでお聞きしております。私

自身も、やはり防災について学びたいと思いますし、防災に関することについての女性の視点というのが大事に

なっていくと思いますので、この講座のほうを受講させていただいて、防災士の資格も取れるように頑張ってい

きたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 また、協議会等は今設置されてないということなんですけれども、岡山県支部に入会して、そういった技能を

磨いたりとか、そういった連携を取るというか、そういうふうな防災士の方との交流が持てるというのはいいん

ですけれども、地元の和気町として防災士の連携の意識といいますか、またその地域防災に対するその思いとい

うものを深めていくということはすごく大事なことであるかと思います。 

 実は、私議員になったときにすぐ防災士を取りたかったんですけれども、赤磐でされていたのがなくなったと

いうことでお聞きしておりまして、大阪に受けに行かないといけないのかなとかいろいろ考えているところ、今

年和気町でこの防災士の研修講座を開くということで、すばらしいことだなというふうに感じております。そう

いった思いも含めながら、ぜひ和気町の中でも防災士の協議会でありますとか、そういった発足に向けて取り組

んでいただきたいというふうに考えております。 

 それで、和気町の防災意識が向上するような取組をしていただきたいと思うんですけれども、前回の議会の質

問でも言わせていただきましたが、防災イベントや防災研修会などに積極的に取り組むということで答弁をいた

だいておりますが、今年度何か具体的な計画があれば教えてください。 

○議長（当瀬万享君） 危機管理室長 河野君。 

○危機管理室長（河野憲一君） はい。失礼いたします。 

 ありとあらゆる機会をそういうものに使えないかなということで、研究をしてもちろん取り組んでいくんです

が、今現段階ではこれというものは持っておりません。例えば１１月に行っていますふるさとまつりであると

か、そういったところに何かブースを設けれないかなとか、そういったところをいろんな行事でここでいけるん

じゃないかというところを研究していきたいというふうに考えています。ぜひ御参加いただけたらというふうに

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ２番 山田君。 

○２番（山田浩子君） ふるさとまつりで以前に、非常食でありますとか、そういった展示販売をしたというふ

うにもお聞きしております。ぜひ今年度のふるさとまつりにおきまして、防災啓発のスペースを持っていただけ
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るように検討していただけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。いつ起こってもおかしくない自然

災害に備える体制づくり、町全体での防災意識の向上について危機感を持って取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 以上で私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（当瀬万享君） これで山田浩子君の一般質問を終わります。 

 次に、１番 山野英里君は、質問者席に移動してください。 

 １番 山野英里君に質問を許可します。 

 １番 山野君。 

○１番（山野英里君） 議長より許可をいただきましたので、一般質問させていただきます。 

 今回は、大きく２つの内容について質問をさせていただきます。 

 まず、子供の意見を町政に反映できているのかということについてです。このことにつきましては、同僚議員

とも重複する部分があると思いますが、御了承を願います。 

 現在、庁内ではこどもまんなか社会に向けてこどもまんなか支援室ができ、活動をされています。国では令和

５年４月にこども基本法が施行され、市町村はこども大綱、都道府県こども計画を勘案して、市町村こども計画

を作成することに努めることとされました。こども大綱では、こどもまんなか社会の実現を目指しており、その

実現に向けてどんなことに取り組んでいくかなど、こども計画に取り組んでいくことが求められています。子供

たちの意見について、こども基本法では、子供施策の基本理念として子供、若者の年齢及び発達の程度に応じた

意見表明機会と社会参画機会の確保、その意見の尊重と最善の利益の優先考慮が定められています。また、国や

地方公共団体は、子供施策を策定、実施、評価するに当たって、子供、若者の意見を幅広く聴取して反映させる

ために、必要な措置を講ずることが義務づけられています。 

 我が子が小学生ということもあり、登校に付き添うことがよくあります。初めは挨拶もしてくれず、目を合わ

せてくれない子供もいましたが、顔を合わす回数が増えてくると子供たちから挨拶をしていろんな話をしてくる

ようになりました。それとともに、子供と一くくりに言っても、それぞれに思い悩んでいることがあることに気

づかされました。家庭や学校の問題だけではなく、遊ぶところがない、居場所がないなど、それぞれ悩みや考え

があることを知りました。学校の先生や親に話ができているのかと聞いてみますと、先生は忙しそうだから、ど

うしてものときは相談するけど我慢をしている、また親は遅くまで働いているからゆっくり話をしたり遊んだり

する時間もないなど、ぽつりぽつりとそれぞれの事情を話してくれます。この子供たちの声は大人たちに届いて

いるのでしょうか。そして、本当にこどもまんなか社会となっているのでしょうか。この声を町政に届ける必要

かのではないかと思いましたので、幾つか質問をさせてください。 

 １つ目、町内の子供たちを取り巻く現状についてどのように考えておられるのか、お考えを教えてください。 

 そして、２つ目、子供の意見を反映したこども条例、こども計画が必要ではないかと思いますが、町の考えの

ほうを教えてください。 

 以上、２点の御答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 それでは、山野議員からの子供の意見を町政に反映できているのかとの御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の町内の子供たちを取り巻く現状についてどう考えているのかとの御質問についてでございます

が、和気町では令和元年度に策定した第２期和気町子ども・子育て支援事業計画において、子育て家庭を取り巻

く環境等について、未就学児童と小学生の保護者に向けたアンケート調査を実施しております。ただ、この計画

では、対象児童の年齢が小学生までとなっていましたので、中学生以上の子供の現状や意見については未調査と
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なっておりました。そこで、今年度はより包括的に子供自身や保護者の現況や意見を拾い上げるため、こども計

画の策定に取り組んでおります。この計画では、従来の保護者に対するニーズ調査と併せて、子供の意見を直接

聞いた上で施策に反映させることが重要視されております。和気町でも小学生や中学生、また若者本人に向けた

アンケートの実施に加え、小学生は計画策定会議への参加、中学生は中学生議会の場を活用し、意見聴取を行う

予定でございます。本年度、町内小・中学校に御協力いただきながら、子供を取り巻く現状や子供の意見につい

て調査し、計画に反映してまいりたいと考えております。 

 次に、子供の意見を反映したこども条例、こども計画が必要ではないのかとの質問についてでございます。 

 こども計画につきましては、先ほど申し上げましたとおり、今年度中の策定に向けて取り組んでいるところで

ございます。 

 また、こども条例についてでございますが、先ほどお話しいたしましたこども計画、子供に関する施策全体の

方向性を示す羅針盤の役割を果たし、こども条例はその方向性に基づいて具体的な施策を定めるための法的な根

拠となる役割を果たすものでございます。こども条例はこども計画で定められた施策の内容を具体化するもので

ございますが、こども計画にはない施策を定めることもでき、地域の実情に即した施策を定めることができま

す。このように、こども計画とこども条例はそれぞれ異なる役割を担いながら、子供に関する施策を推進してい

くために必要不可欠な制度と考えており、今後こども条例の制定に向けた取組も必要であると考えています。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） １番 山野君。 

○１番（山野英里君） 今年度中にこども計画を立てていくということで、これから子供たちの意見を聞いてい

くということで、ありがとうございます。 

 アンケートの実施をされてるということや、中学生議会などを開催されているということで、子供たちの意見

を酌み取っていることに尽力されていることは承知しております。ただ、アンケートなどだけでは十分に思いを

把握できないのではないかと思います。なので、より創意工夫をして、より丁寧に子供たちの気持ちを聞いてい

くことが必要ではないでしょうか。 

 神奈川県川崎市では、２００１年、全国で初めて子ども権利条例を制定したことは有名でございます。ただ、

子供たちや教育に知識がある人たちだけが集まってつくったのではなくて、条例制定に当たっては子供を含む多

くの市民が参加をして、２００回を超える話合いを実施されたそうです。その後、川崎市子ども会議が開始さ

れ、子ども夢パークもできて、２０２２年からは子ども会議の拡充も図っており、子供と市長、教育長が直接話

し合う機会を設けたりですとか、子ども会議に１回だけでも参加できる参加形態に変更したなどを実施されてい

ます。川崎市の考えは、子供と大人がパートナーとして一緒に検討する、そして検討過程も含め子供たちへフィ

ードバックするとしています。 

 また、宮崎市では、中学生、高校生を対象にしており、大学の准教授をファシリテーターとして迎え、大学生

にサポーターとして参加してもらい、意見の伝え方や居場所について、住みやすく活気のある町にするためにど

んな活動をすればよいか、そしていろいろな人と交流し合える仕組みを考えるなど、テーマを決めてティーンズ

会議も開催されています。町内の中高生からは、町内には遊ぶ場所や居場所がないから面白くない、だから高校

は岡山市内にしたという声さえ聞かれます。ティーンズ会議などで中高生の声を聞くということは、若者から見

た町の問題点が明確になることかもしれません。その声に真摯に向き合い、町としてできることは対応していく

ことにより、和気閑谷高校のさらなる魅力アップにつながる可能性さえあります。 

 また、子供たちの中には、会議に参加できなかったり、意見をうまく言えない子供がいることも考えられま

す。国も、子供たちは直接意見を言いにくいこともあるので、子供や若者の意見表明のサポートするために、フ

ァシリテーターとして第三者を活用することを推進されています。ファシリテーターを確保できなければ、国か
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ら派遣をするという仕組みもあります。このように、工夫をしながら子供たちの意見を取り入れる必要があると

思われます。 

 和気町でも、昨年度より中学生を対象にした中学生議会が開催されておりますが、それだけで十分なのでしょ

うか。子供が対話を通して自分の考えを言葉にすることや、他者の意見に耳を傾ける経験の積み重ねによって、

自分の考えやコミュニケーション力だけではなく、理解力、集中力、思考力、表現力など、子供たちの中に眠っ

ていた様々な力が芽生えるきっかけともなります。それだけではなく、自分の学校では出会えない人と出会い、

交流を深めることができるということは、社会性を育むこともできます。また、少人数の学校の生徒において

は、同学年と交流できる機会ともなります。なので、町におきましても、さらなる工夫を求めます。 

 そこで、再質問になりますが、町内におきましても大学との包括連携協定も活発に行われているということも

ありますので、それを活用しながら、川崎市や宮崎市の取組のように、子ども会議やティーンズ会議などは開催

できないでしょうか。町としての考えをお聞かせください。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 今年度でございますが、子ども会議の策定に当たりまして、７月、８月にかけてアンケート実施を予定をして

おります。そのアンケート結果を基に、現在子ども支援会議というのがございます。年間４回を予定しておりま

して、その会議の場に実際にアンケートに答えていただいた小学生の方に参加いただいて、アンケート結果を基

に小学生視点での具体的な意見をお聞きする場をつくろうというふうに考えております。当然その会議の中に

は、大学の先生であったり、子育て中の保護者の方、それからあと子育てに支援をしているＮＰＯの代表の方で

あったりそういった方、それから学校の教員等も含まれております。そうした会議の中で、しっかりと子供の声

を聞いていきたいというふうに考えております。 

 それから、若者の声ということでございますが、こども計画の中では年齢は３９歳までということになってお

りますので、当然３９歳までの方を対象にアンケート等も実施をいたします。そのアンケート結果を基に、今後

町としてどういった取組をしていくのがいいかと、実際にアンケートだけでなく、御指摘いただいた若者を集め

た会議等を実施したほうがいいのかというあたり、しっかりアンケート結果を踏まえて分析して、できることか

ら町としても進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 先ほど再質問中で、山野議員より、連携協定を結んでいる大学生だとか和気閑谷高等学

校の生徒などの意見を聞いたらどうかというふうに言われました。私も全くそのとおりだと思います。すぐに実

現できるかどうかは別にしましても、そうした生徒、学生の声を聞かせていただく機会はつくりたいと、そのよ

うに考えています。よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） １番 山野君。 

○１番（山野英里君） アンケートを基に、そのアンケートに答えた子供たちに集まってもらって、また具体的

に話を聞くということだったんですけど、もう少し掘り下げさせてもらって、例えばアンケート答えてなかった

子とか、意見をなかなか表明できない子に対して、具体的にこうしてあげたいとか、そういう施策とか考えがあ

ればまた教えてもらいたいなと思うんですけど。よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 アンケートのやり方についてでございますが、現在お子さんにお配りしておりますタブレットを活用したアン

ケートでございますので、恐らく周りのお子さんの友達等の目を気にすることなく、タブレットで御自身の意見

を表明できるのではないかというふうに考えておりますので、自由意見のところもあるかと思いますけども、で
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きるだけ詳細にお答えいただいて反映させていきたいというふうに思っております。 

○議長（当瀬万享君） １番 山野君。 

○１番（山野英里君） また、いろんな子供がいると思うので、タブレット以外にも、実際に出向いていったり

ですとか、創意工夫をしながら意見を聞いていってあげてください。 

 子供という言葉で一くくりにされることが多いですが、選挙権もなく、政治への意見を届けにくい存在だと思

われます。だからこそ、より子供たちの発達段階や個性にも考慮していただいて、丁寧に意見を聞いていただ

き、町政に反映させていくことで真の子供施策になるのではないかと思われます。また、地域の方ですとか包括

連携拠点の大学とも協力しながら、さらに温かみ、深みのある政策となることを期待して、この質問を終わりた

いと思います。 

 続きまして、２つ目のＨＰＶワクチンの周知はできているのかということについてです。 

 数多くのワクチンがありますが、今回は子宮頸がんの予防効果があるＨＰＶワクチンについて取り上げまし

た。ヒトパピローマウイルス、通称ＨＰＶは、皮膚から粘膜に感染するウイルスで２００以上の種類がありま

す。その中でも、数種類の一部に持続的に感染した場合にがんになることがあると報告されています。また、Ｈ

ＰＶワクチンは副反応についてメディアなどで取り上げられることも多く、予防接種対象者に積極的な推奨をし

なかった時期がありました。その時期の対象者たちが公費で接種できるのが令和７年３月までとなります。まだ

時間があるから大丈夫という方もいるかもしれませんが、せっかくなので、参考資料のほうを皆さん御覧くださ

い。 

 １ページめくっていただきまして、右手の「予防ってどうするん」の真ん中あたり、ＨＰＶの予防接種の緑枠

のところを御覧ください。対象は、①の本来小学６年生から高校１年生相当の女子だけなのですが、推奨してな

い時期がありましたので、②の高校２年生相当から平成９年度生まれの女子も令和７年３月までキャッチアップ

対象者として無料で接種ができることになります。 

 その下の接種スケジュールも御覧いただきたいんですけど、種類によって大体３回程度接種することになりま

すし、接種間隔も１か月から５か月程度間隔を空けないといけないことになります。なので、早期に十分に周知

する必要があると思われます。 

 また、医療者の方でキャッチアップ対象者の方がおられましたが、自分が対象者であるということ、また接種

回数や間隔まで知らなかったという方ですとか、公費でなければわざわざ接種はしないとの意見もありました。

医療職でも専門の診療科でなければ十分に理解してないということがいるということ、また厚生労働省審議会の

調査結果では、ＨＰＶワクチンを知らない、または聞いたことがないという方は３６．１％を占めていました。

このワクチンについて知らないという方も約４割弱いるということについて、どう考えるかということになりま

す。私は想像以上に知らない人が多いことに驚いております。この結果からも分かるように、ＨＰＶワクチン対

象者は、子供や若者であることが多いので、接種対象者が十分にワクチンについて理解をしていない、知らない

子供もいるのではないか、そしてもっと対象者に情報を伝える手段はないのかと思いましたので、幾つか質問を

させてください。 

 １つ目、ＨＰＶワクチンの効果、副反応、接種率について教えてください。 

 また、２つ目、現在の周知方法はどのようなことをしているのかということも教えてください。 

 また、子宮頸がんにＨＰＶが関係してることは有名ですが、それだけではなく、最近ではＨＰＶにより中咽頭

がん、肛門がんなどにも関係していると考えられるとされています。そこで、自治体によってはワクチンの接種

の助成を男性にまで対象を拡大したというところもあります。 

 ３つ目の男性のＨＰＶワクチンの接種を助成した自治体もありますが、町の考えを教えてください。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 
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○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 それでは、山野議員からのＨＰＶワクチンの周知はできているのかとの御質問にお答えいたします。 

 御質問のＨＰＶワクチン接種につきましては、平成２５年度から定期接種が始まりましたが、疼痛や運動障害

を中心とした多様な症状、副作用の報告がマスコミなどでも多く報道されたことなどから、安全性と有効性を整

備し、適切な情報提供ができるまでの間、積極的な接種勧奨が差し控えられてきました。令和４年度からは積極

的接種勧奨が再開されることとなり、それと併せて接種勧奨を控えていたことにより接種機会を逃した方、平成

９年度から平成１７年度生まれの方を対象に、３年間の期間を定めてキャッチアップ接種が開始されておりま

す。 

 ＨＰＶワクチンの効果、副反応、接種率についてでございますが、ＨＰＶワクチンの接種は子宮頸がんの主な

原因となるヒトパピローマウイルスへの感染を防ぐ効果があります。ワクチンには２価、４価、９価の３種類が

ありますが、９価ワクチンでは子宮頸がんの原因の８０％から９０％を占めるタイプのウイルスの感染をほぼ１

００％予防することができると言われています。接種後の副反応としましては、２価、４価、９価ワクチンで多

少異なる点はございますが、５０％以上の割合で接種部の疼痛が見られ、１０％から１５％で頭痛など、１０％

未満では嘔吐や腹痛、倦怠感などが起きることがあります。また、頻度は低いですが、アナフィラキシーやギラ

ンバレー症候群、中枢神経の疾患など、重篤な副作用も報告されています。 

 和気町での接種率につきましては、令和５年度末時点で、定期接種対象の平成１９年度生まれから平成２３年

度生まれの方の初回接種率が２１．７％、キャッチアップ接種の対象者の初回接種率が３５．１％で、定期接種

とキャッチアップ接種の全ての方を合わせた初回接種率は３０．７％となっております。キャッチアップ接種が

始まった令和４年度単年のキャッチアップ接種対象者の接種率では、国が６．１％、県が８．５％という状況で

すが、和気町では１１２人が接種し、接種率が２２．７％となっております。 

 次に、現在の周知方法についてでございますが、積極的接種勧奨が再開された令和４年度には、定期接種対象

者とキャッチアップ対象者全ての方に、国が作成しているリーフレットなどで分かりやすく説明した資料を添え

て接種の御案内をお送りをしています。令和５年度からは新たに定期接種の対象となる方と定期接種対象者で、

過去に一度も接種をされていない方には封書で案内を送付しており、新たに定期接種の対象となる方と定期接種

の最終年度の対象者には、岡山県が作成しているリーフレットを併せてお送りをしております。また、キャッチ

アップ接種の対象者で、過去に一度も接種していない方には、はがきで再度御案内をお送りをしております。キ

ャッチアップ接種につきましては、今年度が最終年度となっておりますので、接種希望者が接種の機会を逃すこ

とがないよう、告知放送等でも再度周知を図っていきたいと考えております。 

 最後に、男性のＨＰＶワクチン接種に対する助成についてでございますが、東京都のほうでは男性へのＨＰＶ

ワクチンの接種の助成をしている自治体もあるようでございますが、町としましては現時点では考えておりませ

ん。 

 国のワクチン評価に関する小委員会での検討、議論の状況としましては、有効性や安全性については一定程度

確認されたものの、費用対効果において課題があるとされております。今後も、国の審議会の情報や国、県、他

の自治体の動向を注視しながら慎重に検討していく必要があるかと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） １番 山野君。 

○１番（山野英里君） 接種率が大体３０％前後ということで低い数値だと思われますが、また周知のほうを徹

底していくしかないと思いますので、そこはまた述べさせてもらいたいと思います。 

 また、③番の男性につきましても、予防医療の観点からも今後考えていく必要がありますので、また前向き

に、国の情勢も見ながら検討のほうをよろしくお願いいたします。 
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 がんを予防できる数少ないワクチンである一方、副反応が大きく報道されたことで、接種対象者の方、保護者

も様々な考えを持っておられます。子宮頸がんは、年間で１万１，０００人程度が発症し、年間約２，９００人

程度が亡くなっておられます。子宮頸がんは２５歳から４０歳の女性のがんの死因の第２位を占めております。

私も、３０歳の方で子宮頸がんの方を看護したことがありますが、まさか自分ががんになるなんて思わなかった

とか細い声で言っておられて、とても細くなっていったのを鮮明に覚えています。そして、若かったので抗がん

剤治療も行われていましたが、やはりがんの進行も速く、最期はお母さんに抱きしめてもらいながら亡くなって

いかれた悲しい思い出もあります。 

 一方で、ワクチン接種により副反応が起こり、苦しんでいる方がいることも知る必要があります。コロナワク

チンについてでありますが、私は医療従事者なので、十分な説明もなくよく分かんないまま優先的にすぐに接種

をしました。どこかでこういう職業だから仕方がないという気持ちで、誰もがワクチンについて疑問を持ってお

りませんでした。しかし、３回目の接種あたりから副反応について報道もされるようになりました。医療者の方

で副反応によって仕事ができない方も出てきたのを聞きました。それで、３回目以降は、私は自分で考えたり調

べたりした結果、ワクチン接種を控えることとしました。しかし、正直なことを言えば、医療職であっても、初

めに接種をするかしないかを、十分な説明があって、自分が納得した上で接種するかしないかを決断したかった

というのが本音でございます。 

 今回のＨＰＶワクチンにつきましても、対象者が十分に理解をして、接種するのかしないのかを決めてほしい

と思います。そして、ワクチン接種のことを知らなかったから接種できなかったという方を少しでもなくしてい

く必要があるかと思われます。そのためには、郵送、はがきでもされているということなんですけど、また告知

放送でも周知をしていただくということで、和気町としても十分な周知をされていると思うんですけど、さらに

何か周知をする方法はないかと思って、今回提案させていただきたいと思います。 

 私が学生のときに、産婦人科医の先生がどうしても学生に話がしたいと学校を訪れられて、１０分程度、この

ときは低用量ピルなどについて話をしてくれたことがあります。そして、何か困ったことや気になることがあれ

ば病院に来たりとかメールとかでも相談するよということで、連絡先を提示して帰っていかれました。学生にと

って病院や医者は遠い存在ですけれども、歩み寄ってくれた産婦人科医の温かい思いは伝わりましたので、受診

やメールで相談した人もいました。なので、この産婦人科医のように、対象がいるところに出向いて情報を伝え

ていくということも大切ではないかと思われます。郵送ですと、見ないまま放置してしまったりですとか、保護

者の判断で接種しないかもしれないことも考えられます。また、文書で来ても、ワクチンによって特徴も少し違

いますので、理解が難しい方もいるかもしれません。 

 キャッチアップ対象者のＨＰＶに関する情報源の媒体としては、２９．５％が国内のニュースや報道で知った

のが最も多くて、学校での授業や講演会は１３．９％。この状況を踏まえましても、今までの情報では得る機会

が少ないように感じます。 

 そこで、再質問させてもらいたいんですけど、周知方法につきまして、対象者がいる場所などで説明をしに行

くという工夫などは難しいのでしょうか。御答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼いたします。 

 医療従事者が出向いての説明等をしてはどうかということだと思いますけども、学校等での周知啓発等につい

てでございますが、小・中学校では岡山県が作成した啓発資材、漫画などで分かりやすく説明している冊子が置

いておりまして、生徒が自由に見ることができるようになっております。学校の授業等を活用しての啓発という

ことにつきましては、個々の意向が尊重されず、同調圧力などを生む可能性もあるということから、現在のとこ

ろ実施を控えているというところでございます。 
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○議長（当瀬万享君） １番 山野君。 

○１番（山野英里君） 学校に行くのは難しいかもしれませんが、若者がいる場所なども町内いっぱいあります

ので、そういったところで別に医療従事者でなくてもいいとは思いますけど、知識がある人が出向いたりとかし

て、話合いの中でそういうことを若者と話し合ったりとか、学生に伝えていくことはできると思うんですけど、

そういうことも難しいでしょうか。すいません、再質問でお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 町としましては、当然子宮頸がん、先ほど議員もおっしゃられたように、がん

に直接予防効果のあるワクチンということでございますので、最終的に接種するのは御本人の判断ということに

はなるとは思いますけども、しっかりそういう若者が集まる場等がありましたら、接種の説明のほうはさせてい

ただこうかと思っております。また、ポスター等があれば、しっかりそういったものも掲示をさせていただきた

いというふうに思っております。 

○議長（当瀬万享君） 学校教育課長 嶋村君。 

○学校教育課長（嶋村尚美君） 失礼いたします。 

 健康福祉課長の答弁と重なるところがあるかもしれませんが、学校の状況についてお伝えいたします。 

 学校のほうでは、県の教育庁、保健体育科からリーフレット等の周知、情報提供を受けております。その情報

提供という形ですので、例えば対象年齢となる小学校６年生以上では、参観日ですとか懇談の際に見えやすいと

ころにリーフレットを置き、取っていただくというようなこともしております。 

 また、少し広くなりますけれども、がん教育というものがございます。このがん教育については、中学校の学

習指導要領では内容に含まれておりまして、また小学校でも、和気町で使用している教科書については小・中学

校ともがんの予防という内容が含まれております。そこで、がんという病気について正しい理解を子供たちが得

ること、また自分の健康維持に関心を持つこと、そしてがんの患者でいらっしゃる方にどのように接したらよい

かというようなこと、そういったことを授業の中では扱って、子供たちに周知をしている。そこから広げて、こ

ういったワクチンですとか、その他の予防方法、それを自分なりにで考えていく、こういった力を育んでいきた

いと思っております。 

○議長（当瀬万享君） １番 山野君。 

○１番（山野英里君） また、学校のほうでもいろんな取組をされているということで、取組の紹介のほうをあ

りがとうございました。 

 ＨＰＶワクチンはがんを予防することができる数少ないワクチンなりますので、また今回対象者が若者や子供

でありますので、十分に理解するだけでも大変なことだと思います。子供たちと話をする機会も多いのですが、

小学生ももう少ししたら対象年齢となります。保護者が決めるんでなくて本人がワクチンについて十分理解をし

て、納得した上で自己決定ができるように伝えていくのは、やはり大人の責任だと思います。人に優しい町とし

てさらなる周知の工夫をお願いいたしまして、この質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（当瀬万享君） これで山野英里君の一般質問を終わります。 

 ここで場内の時計で、１０時３５分まで暫時休憩とします。 

               午前１０時１４分 休憩 

               午前１０時３５分 再開 

○議長（当瀬万享君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 次に、７番 居樹 豊君に質問を許可します。 

 ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） それでは、議長から許可をいただきましたので、私は本日の一般質問は２問お願いした
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いと思います。 

 まず最初に、吉井川の河川公園倉庫の建て替え、いわゆる改修といいますか、ということについての題でござ

います。 

 皆さん御承知のように、この本公園は年間を通じて主に高齢者を中心としたグラウンドゴルフや若者のサッカ

ー、これらが中心的に広く利用されているということを皆さん御承知のとおりだと思っております。最近は健康

志向の高まりによりということで、特にグラウンドゴルフの愛好者が増えているように私は思っておりますけれ

ども、これらは少なからず、私の思うところによりますと高齢者の健康志向、健康保持につながっているという

ことに考えております。 

 先ほども健康福祉課長のほうからいろいろ健康関係にございましたけども、私は医療費の抑制のための予防医

療といいますか、各種健診等、生活習慣、これらについては関係部門において、確かに先ほども一般質問がござ

いましたけど、和気町本町においては相当健康福祉、特に子供関係を含めて相当丁寧にやられているということ

は承知をしております。 

 ここでは私は観点を変えて、スポーツを通じた健康増進の観点からこの一般質問をしたいということで、そう

いう愛好者のための施設の環境整備の支援を切望されておるというようにグラウンドゴルフの責任者等々から聞

いておりますので、ぜひともその要望等をお聞き願えたらということで質問をさせていただきます。 

 具体的には、お手元にありますように４点、簡単に言いますとグラウンドの利用状況等、それから２つ目とし

て施設の維持管理内容、それから３つ目として倉庫の現状、改修の必要性、４点目として健康増進策、この健康

増進策というのは特に健康増進、利用促進のための当局として社会教育を中心ですけれどもその考え方を一通り

お聞きしたいということでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 社会教育課長 森元君。 

○社会教育課長（森元純一君） 失礼します。 

 それでは、吉井川河川公園倉庫の建て替えについて答弁をさせていただきます。 

 まず最初に、グラウンドの利用状況についてですが、令和４年度中に芝生化をしましたサッカーコート等があ

る多目的グラウンドは、例年５０日前後の利用日数となっております。少子化等の影響から町内にサッカークラ

ブがなくなり、現在では町外のクラブチーム等が練習で利用している状況でございます。芝生を植えてからは新

たなスポーツやイベントの利用についても広報し、昨年度は環太平洋大学を通じて県内の大学生が集うフライン

グディスクスポーツの一種であるアルティメットの大会が開催され、８月には第２回大会も予定されておりま

す。 

 また、グラウンドゴルフ場については、近年、先ほど御指摘があったように愛好家が非常に多いということも

あって、平均して年間３００日前後利用があります。 

 次に、施設の維持管理についてですが、グラウンドゴルフ場については芝刈り等の業務をグラウンドゴルフ協

会に委託をしております。利用者目線で適切なタイミングで芝刈りをしていただいており、非常に良好な状態が

保たれていると認識しております。多目的グラウンド部分についても芝刈り業務を委託しており、芝生がよく伸

びる５月から９月を中心に、おおむね一月に１回どおり芝刈りをしていただくことにしております。 

 続いて、倉庫の現状と改修の必要性についてですが、吉井川河川公園グラウンドに附属する倉庫は、平成５年

に建築された木造平家建ての建物で、グラウンドゴルフ用品を収納しているほか、乗用芝刈り機、掃除用具等の

グラウンドメンテナンスに必要な物品などを保管しております。倉庫にはトイレも併設されており、グラウンド

利用者の方々に利用していただいております。 

 倉庫は建築後３０年以上経過しておりますが、多少老朽化は見られるものの十分に利用できる状態と判断して

おります。今後も必要に応じた改修をしながら、可能な限り長期間利用していきたいと考えております。 
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 一方で、トイレについては和式が残っている部分があったりします。建築物設置に様々な制約のある河川区域

においては、このトイレの利便性というのは非常に重要であると考えておりますので、今後利用者等の声をお聞

きしながら、時代に即した必要な改修については検討を進めてまいりたいと考えております。 

 最後にですが、高齢者の健康増進のための利用促進についての考えということについてですが、現在のとこ

ろ、例えば町長杯グラウンドゴルフ大会の開催など、社会体育という観点から高齢者も参加していただけるスポ

ーツの大会などを開催しており、一定程度健康増進の役割を担っているというふうに認識しております。社会体

育の事業はそのほかにも体育館やグラウンド、様々な会場を利用しながら実施しており、今後は河川公園につい

てはどのような事業を河川公園でするのか、何が最適化、この辺を十分に検討しながら利用促進に努めてまいり

たいと考えております。その際、健康増進という視点をどのように組み込むか、関係する諸団体とも議論を深め

て研究してまいりたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 一通り課長のほうからお答えいただきました。考え方は分かりましたけれども、それで

は再質問ということでございますが、まず利用状況については共通認識ということで、まだまだあそこは皆さん

も御承知のとおりロケーションもいいとこだし、観光等にもいいし、それから屋外のスポーツ用地ということ

で、どちらかというと失礼ながら意外と地元の人が割合とあそこのよさを分かっているようで分かってないかも

分からない。というのが、もう少しそういう面では利用促進ということも含めてまだまだ活用方法がこれで十分

とは思っていないんで、そういうことで今町長杯のグラウンドゴルフ大会とかということで、この前１２０人ほ

どですか、相当な人数が来たというのも聞いておりますけども、もっともっとあそこはフル活用ということでも

う少し知恵を出していただければということで、関係団体とも協議をしながら進めていただきたいというもので

ございます。 

 グラウンドゴルフの３００日、それはほとんど、私も１日１回ぐらいは通りますけども、あのグラウンドで時

間的には大体午前中の時間ですけれども、大勢の方が使っておられます。そういうことにもう少し着目していた

だければということでございます。これは直接担当は社会教育と言いながら、これは体育館のほうが主たる管理

というように聞いておりますけれども、これは体育館に任すということじゃなしに、もう少し広い見地から社会

教育、教育委員会としても、これは健康福祉というかも分かりませんけども、これはあそこは屋外のスポーツ施

設ということで、そういう幅広い考え方でやらないと、あまり狭く捉えると物事はどうしても発展しませんの

で、その辺を特に言いたい。 

 というのは、そういうことを踏まえての私の今回のお願いをしております声として反映していただきたいの

は、あの倉庫が約７０平米の倉庫だと思います。倉庫の機械なんかを置いておるとこと、もう休憩所はございま

せん。トイレが昔のと言うたら悪いですけど、先ほど今流のこれからの時代に即したということですから、私の

勝手な推測ですけれども、これは最近のトイレに改修するのかなというて勝手に思うとんですけども。 

 それからグラウンドゴルフ協会の役員の皆さんの声を聞きますと、やはり休憩所が全くないんです。あれだけ

の７０平米の建物ですから、その辺を少し思い切って、私はできることならあそこを建て替えということでして

も十分価値があるということで、全体の町の高齢者のための施設として、あそこをどんどんやってもらえば、目

には見えませんけれども、要は健康福祉のほうで町支援をやっている予防医療になりますけれども、特定健診じ

ゃございませんけれども、あそこでみんなで頑張ってやりよると、必ずや、データはないと思います、しかしこ

れは健康予防につながることは誰が見ても考えておられると思いますけれども、そういう観点で必要性という、

建物の設備投資、これもお金が要りますけれど、その辺も含めて考えていただければというふうに考えておりま

す。 
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 ですから、改修のほうは今現在、それからその絡みでトイレも今御承知の方も、私もびっくりしたんですけど

も、平生はあそこを施錠してトイレが使えないようにしとんで、その辺もいろいろ事情を聞いたら分かりますけ

れども、あそこのトイレはあの広範囲のところですから、ですから改修等を講じてもうオープン開放と。トイレ

が鍵を締めとるようなことではあれなんで、専用管理ということでやられとるふうですけども、その辺も今まで

こうじゃったんだからと言わずに、これから今後はこうしていくんじゃというような新しい発想でやっていただ

ければというのが考え方でございます。 

 それで、あそこは特に教育次長とも時々話はするんですけれども、あれは実際、リバーサイド和気のほうは産

業振興、それから向こうはグラウンドを含めた社会教育、教育委員会というのがありますけれども、私はそのセ

クションは関係ありませんので、町民の方も町としてどうかということで、少しそういう視点が欠けているんじ

ゃないかなと。誰がどうとかで悪いという意味じゃなしに、そういう広い視点を持ってやらないと。 

 そういう意味で１つここでお聞きしようと思うたのは、教育次長にその辺の考え方も、庁内での産業振興と教

育関係との連携といいますか、その辺の考え方をお聞きしたいと思っております。お願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 教育次長 新田君。 

○教育次長（新田憲一君） 御質問ありがとうございます。 

 居樹議員のおっしゃられるように、吉井川の河川公園というのは町民の方の健康づくり、それから社会体育の

推進、あと観光振興、様々な役割を担っておりまして、交通アクセスのよさとかロケーション、それぞれの目的

で多くの方に日々御利用いただいております。 

 管理の方向性につきましては、これは利用者の方の御意見を第一に考えて適切な管理運営に努めてまいりたい

というふうに思っておりますし、施設の修繕等につきましてもこちらのほうも利用者の皆さんに御意見をお聞き

して、適切なタイミングで計画的に行ってまいりたいというふうに考えております。これは教育委員会とか産業

振興課とかという枠ではなくて、あそこの河川公園を町民の方皆さん御利用いただくわけですから、そういう枠

を超えて総合的に考えていきたいというふうに考えております。よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 今次長のほうから全体的に考えていくということでございます。意見を聞くということ

ですので、ぜひともグラウンドゴルフ協会をはじめとした意思疎通を図る場面を近々に持っていただきたいと思

っております。実際、どこまで生の声を聞かれとんかというのは私も分かりませんけども、あまりそういうこと

のコミュニケーションというのを特に聞いてませんので、その辺ぜひともそういう場を持つということですの

で、その要望を、あくまでもあそこは本格的にやるというのであれば経費もかかります。相当な建物ですから。

最低でも改修といいますか、トイレも時代に合わせたというのがありましたんで、多分私もトイレぐらいは改修

するのかなというように勝手に想像しましたけども、その辺も含めて踏み込んだ形で考えていただきたいという

のが本旨でございます。 

 それから、今次長からありましたように、あそこについては和気町全体の担当、教育委員会とかそういうとこ

ろとセットじゃなしに、これは全体として考えていかんとの問題と考えてますので、最後にこの問題について総

括的に副町長のほうから考え方をまとめてお願いしたいと思っております。 

○議長（当瀬万享君） 副町長 今田君。 

○副町長（今田好泰君） 河川公園についていろいろ老朽化が進んで、今後の整備についてどのような方向性を

持ってやるべきかというような御意見、御質問だったと思うんですが、河川公園は和文字まつりに代表されるよ

うに町内外から人が集い、自然豊かな和気町を実感していただける重要な場所だと認識しております。 

 一方で、公園を構成している施設が老朽化しているのは皆さん御承知のとおりでございます。現在は、産業振

興課がリバーサイド和気のトイレの改修計画を進めております。また、議員御提案の高齢者の健康増進につきま
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しては、先ほど課長から利用状況の説明、報告がありましたグラウンドゴルフ場をはじめ、かわまちづくりで整

備した上流の多目的公園も含め河川公園の意義を再確認して、全体を見通しながら計画的に施設改修を行い、健

康増進につながる利用促進に努めてまいりたいと思っております。 

 トイレ改修につきましては、先ほど課長が述べたとおり可能な限り長期間利用していきたいということ、それ

から休憩所につきましては河川区域であります。新設の休憩所を増設とするには占用の許可が必要でございます

ので、そのあたりについては十分国土交通省と協議をした上、可能かどうか判断してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上、答弁とします。 

○議長（当瀬万享君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 今副町長からございましたように、まずあそこは確かに和文字という一大イベント。た

だ年間、ああいういい場所ですので、フル活用するような形で考えていただければということが１つでございま

す。 

 それから、休憩所の件については、国土交通省の、ぜひこれを含めてすぐやるというんじゃなしに、こういう

課題があるんで、町としてはということで国土交通省と河川事務所がございますんで、これは官と官で、現に建

物があるんですので、拡張とかという範疇になろうけども、これは話としては何とかなるのかなというように私

は思っております。そういう立場でぜひ国土交通省ともそういう場を持っていただくということでぜひともお願

いしたいと思っております。 

 以上で１問のほうはこれで終わりたいと思います。 

 では、２問目に入らせていただきます。 

 次に、公共施設の維持管理という課題でございますけれども、御承知のように本町におきましても公共施設等

の老朽化対策については重要課題であると私も認識をしております。厳しい財政状況の下で、今後も人口減少等

によりまして公共施設等の利用需要が変化していくものと考えております。早急に全体状況を的確に把握しなが

ら、長期的な視点で更新なり統廃合なり長寿命化というようなことの具体的な施策を計画的に行うことが必要で

あると思っておりますけれども、そういうことをすることによって財政負担を軽減する、平準化するということ

でございますが、今現在、どうもその維持管理計画そのものがこれは２０１７年ぐらいに一度私も質問したよう

な気がするんですけれども、一部、水道ビジョンとか小・中学校の長寿命化は始まっておると思います。ここで

私が言いたいのは、本庁舎とか図書館とかそういう類いのその他の部分では、私がそこの内容を分かってないか

も分かりませんが、遅々として進んでいないというように。 

 これはしかしもう避けては通れない大きな課題だし、しかしこれをつくるといいましてもなかなかそう簡単

に、ある程度時間もかかると思います。そういう面では、別にプロジェクトチームをつくる必要もございません

けども、町としてそういうことを、あともう時間がありませんので、それを庁内として全体、各課に、全課にま

たがることだと思います。そういう立場で本格的に取り組んでいただきたいと思っております。そういう観点か

らこの質問をさせていただいておるわけでございます。 

 まず１つ目は、趣旨はまず１つ、公共施設等の総合計画の進捗状況。今言うたとおりでございます。具体的に

どこまで進んどんのかというのが、私はまだよく見えておりません。 

 それから、２つ目は維持管理経費の現状分析。これは財務課長のほうでされとると思いますけども、その辺

の、これは大きなお金が財政を圧迫することは間違いありませんので、そう意味での立場でお答え願いたい。 

 それから、施設の現状。これも現状を見ればある程度分かりますけども、そういう面での現状の分析、仕分と

いいますか、その辺の色分けとかということ、それから今後の見直しの考え方、それを含めて考え方をお伺いし

たいと思っております。よろしくお願いいたします。 
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○議長（当瀬万享君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 失礼いたします。 

 それでは、居樹議員からいただきました公共施設の維持管理について、総合管理計画の進捗状況並びに維持管

理に要する経費、それと施設の現状と今後の見直しについて、順次お答えしたいと思います。 

 この公共施設維持管理につきましては、令和３年の６月議会で同様の質問を居樹議員からいただいておりまし

て、それ以降の進捗も含めて私のほうから御答弁させていただきたいというふうに思っております。 

 冒頭、公共施設の概要について述べさせていただきたいというふうに思います。 

 まず、我が国では昭和４０年代から高度経済成長と人口増加に対応するため、全国に多くの学校、公民館、公

営住宅などの公共施設や道路、橋梁、上下水道といったインフラが整備されてまいりました。現在、これらの施

設の老朽化が進行しており、近い将来一斉に大規模改修、更新等を必要とする時期を迎えようとしております。

加えて、社会構造の変化やニーズの多様化により、公共施設等を取り巻く環境は絶えず変化しております。 

 人口減少の進展と少子・高齢化による社会保障関係費の増大により自治体財政の硬直化が進む中、全ての公共

施設等をこれまでと同じように維持管理し、さらに時代の要請に応じて行政サービスを提供することは、大変困

難な状況下にあるというふうに認識をいたしております。 

 このような状況を受け、国では公共施設等を総合的かつ計画的に管理し、財政負担を軽減、平準化するととも

に公共施設等の最適な配置を実現するため、２０１３年１１月にインフラ長寿命化基本計画を策定し、地方自治

体に向けては公共施設等総合管理計画の策定を要請したところでございます。 

 一方で、本町の財政状況の収入の構造を見てみますと、７割程度を地方交付税や地方債に依存している状況で

ございます。今後予想される人口減少に伴う町税の減収、扶助費などの社会保障費の増加を考慮いたしますと、

投資的経費、維持補修費などを極力抑制することで、財政規模を縮小していく必要があるというふうに認識をい

たしております。 

 以上の観点を踏まえまして、１点目の公共施設等総合管理計画の管理運営の進捗状況についてお答え申し上げ

ます。 

 先ほど申し上げました本町の状況を踏まえ、議員御指摘のように公共施設等を総合的かつ計画的に管理し、財

政負担の軽減、平準化と適正配置を実現する指針として、和気町公共施設等総合管理計画を２０１７年３月に策

定いたしました。その後、２０１８年２月に、国から公共施設等総合管理計画の策定に当たっての指針が改定さ

れまして、個別施設の長寿命化計画を踏まえて、公共施設等総合管理計画の不断の見直しを行うことが要請され

ております。このことから、本町といたしましては２０２２年３月に、和気町公共施設等総合管理計画の改定を

行っております。 

 次に、２点目の維持管理経費はどれくらいかかっているのかについてお答えいたします。 

 維持管理経費につきましては、令和４年度の普通会計の決算統計において、該当する４６表の施設の維持管理

の状況を基に算出を行ってみました。 

 主な公共施設の区分としては、先ほど議員おっしゃられたとおり本庁舎、公営住宅、公民館並びに図書館など

となっております。維持管理経費の内訳として、光熱水費、施設の保守管理委託料、備品購入費などの施設管理

に係る物件費で金額にして約１億４，６００万円、維持補修費で金額として約１，８００万円、年間経費となっ

ております。 

 最後に、３点目の施設の現状と仕分並びに今後の見直しについてお答えいたします。 

 公共施設やインフラは高度経済成長期に集中的に整備されたものが多く、現在老朽化した施設の更新が同時期

かつ大量に必要であることから、維持管理に係る費用が急速に増大することが問題、課題となっております。ま

た、人口減少、少子・高齢化などにより、今後の公共施設等の利用需要が変化していくことが見込まれるところ
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でございます。 

 このような状況において、公共施設等の全体を把握し、長期的視点を持って更新、長寿命化などを計画的に行

うことにより、財政負担を軽減するとともに時代に即したまちづくりを行っていく必要があることから、公共施

設等の総合的な管理による老朽化対策を推進することが重要であるというふうに認識をいたしております。 

 もう一つ、和気町の公共施設の現状でございます。 

 整備から３０年以上経過している和気町の公共施設は全体の４３．７％を占めており、老朽化が進んでいる状

況にあると言えます。そのため、近い将来、建て替えや大規模改修といった更新が必要な時期を一斉に迎えるた

め、これに対応していくことが最大の課題であるというふうに考えております。 

 特に、道路や水道施設、下水道施設など更新の規模が大きく、多額の費用を要しますが、これらは町民生活に

必要不可欠なインフラであるため、計画的な対応が必要であるというふうに考えております。町民のニーズを最

大限に配慮しつつ、人口規模、財政規模などを勘案した施設保有量の適正化を図るとともに、世代間の公平性を

踏まえた計画的な改修を進めていくことが最も肝要なことであるというふうに考えております。 

 このような視点を踏まえ、１つ目には人口規模や財政規模に応じた公共施設の保有量の最適化をしていくこ

と。２つ目には公共施設に係る生涯コストの削減を図ること。そして、最後３つ目には財政負担の世代間の平準

化を図ること。以上の３つの視点を念頭に置きながら、管理運営方法を見直し、財政負担を軽減し、公共施設等

の総合的な管理による老朽化対策を今後推進してまいりたいというふうに考えております。 

 以上、御答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 今、財政課長のほうからの模範的な回答に対しては特に異論はございませんが、きれい

な回答じゃなしにもう少し突っ込んだ、具体的にということで、それは今ここで全てを求めるのは無理ですけれ

ども、そういう意味でこれから大きな課題だけど、大きな課題というのはどうしても後へ後へと、目先のことが

どうしても忙しいからと思いますけども、これはこれから５年とは言いません、１０年、２０年というサイクル

で考えると、これは町の財政から見ればトップとして一番大きな課題でございます。 

 そういう意味で、財政課長が担当課というわけにいきません。これは全課で、各セクションそれぞれ財産を持

っておられるんでしょうから、そういう意味でもう少し取組の体制を私は必要だと思っております。共通認識は

持っておられるんだけども、ただいろんな経過があるけど、アクションプランといいますか実行計画、これをぜ

ひともこれについては組織全体ということで、総務部長にはその辺の取組の考え方についても一端を述べていた

だきたいということでございます。 

○議長（当瀬万享君） 総務部長 則枝君。 

○総務部長（則枝日出樹君） それでは、私の全体的な考えといいますか、まず令和６年度の主要事業から見ま

すと、義務教育施設の長寿命化や大規模改修、太陽光等の発電の導入など、築４０年以上経過する施設につい

て、改築よりコストの低い長寿命化に資する改修や再生可能エネルギーを活用した維持管理費の節減に努めてい

る事業を行っております。また、水道事業では、安全で持続可能な水の確保のために、インフラ整備にも着手し

ております。 

 一方では、関係人口の増加を目指して、地域学習交流センターの建設や利用ニーズの高い社会体育施設のリニ

ューアルにも予算を計上いたしておりますが、先ほど財政課長の答弁と重複する部分がございますが、現計画に

把握可能な施設の状態や現状において取組を整理しておりますが、今後の公共施設等の最適な配置を検討するに

当たっては、議会をはじめ広く町民の方々への情報提供を行うとともに、将来にわたって財政負担の軽減、平準

化に努めていく所存でございます。 

 それぞれの施設管理計画等に基づき、担当部局において公共施設等の長寿命化に向けて管理運営が計画的かつ



- 46 - 

効率的に行えるように、セクションを超えての周知徹底に努めてまいりたいと思いますので、必要なことについ

ては必要に応じて予算計上してまいりますので、御理解いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 総務部長のほうから意気込みということでお聞きしましたけども、先ほど言いましたよ

うに本町全体の事柄でございますので、最後に太田町長にはこれから今後どうしていくかと、先ほども言いまし

たけどもこれは大きな課題であり過ぎて、どうしても当面の仕事がお忙しいということでなかなか取っつきがた

いけども、これは避けて通れないという大きな課題でございます。そういう意味で、町長の意気込みといいます

か、その辺を総括的にお願いしたいと思っております。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 基本的な点につきましては財政課長、総務部長のほうがお答えをさせていただきまし

た。私のほうは、この公共施設に関する考え方ということで、原則的には長寿命化で進めていくということでご

ざいます。長寿命化がかなわなくなった施設につきましては、統廃合というような思い切ったことも考えなけれ

ばならないであろうというふうに思います。廃止をするということもございますので、その点につきましては、

町民の方々に十分御理解をいただけるような方法で進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 町が所有する公共施設というものは、町民の方にとっては必要な施設でございますので、その点については十

分に考えてまいりたいというように考えています。いずれにしましても、人口減少、少子化というそうした時代

の状況の中で、的確に対応していくことが必要であろうというふうに考えています。４０年を超えた施設につき

ましては、常々各担当課で注視をしておいて、必要なときには議会にも御提案をさせていただくということで対

応してまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 町長のほうから総括的な答弁がございまして、いずれにしてもこれから取り組んでいこ

うということでございます。ぜひとも今日の議論した中でできるものから、それからそういう場の設定が必要な

ものは質問で答えられましたんで、ぜひともそういうことを具体的に小さいことから実行していただきたいとい

うことで、最終的な成果を出していただきたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（当瀬万享君） これで居樹 豊君の一般質問を終わります。 

 次に、３番 我澤隆司君は質問者席へ移動してください。 

 ３番 我澤隆司君に質問を許可します。 

 ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） それでは、議長より許可をいただきましたので、一般質問をさせていただきます。 

 私のほうからは提言型の質問を３つさせていただきます。 

 まず、男女の共同参画につきまして、こちらのほうは町の重要組織の一員であります区長、栄養改善推進委

員、愛育委員などの男女の構成はどのようになっていますか。よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 総務部長 則枝君。 

○総務部長（則枝日出樹君） それでは、我澤議員の男女共同参画への取組状況における各種町関係委員の状況

についてお答えします。 

 まず、５２区の区長は全て男性であります。 

 続きまして、町長が委嘱する愛育委員９５名のうち、男性が２名、女性は９３名であります。 

 同じく町長が委嘱します栄養改善推進委員６０名は全て女性であります。 

 こういう状況でございます。よろしくお願いします。 
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○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） ありがとうございます。 

 予想どおりの男女構成ですが、どの組織も和気町にとりましても大変重要な組織であることは当然です。もち

ろんここで申し上げるのは、現在のメンバーについて批判するようなものでは当然ございません。ただ、和気町

として人選をお願いする際に、どのようなアナウンスをされているか。男女共同参画を意識した案内になってい

るかどうかということです。果たしてこれでバランスのいい意見が聞けるのか。町としてどう思うか。今後どう

考えるかを教えていただければと思います。お願いします。 

○議長（当瀬万享君） 総務部長 則枝君。 

○総務部長（則枝日出樹君） 人選するに当たっての役場からのアナウンス等はどうなってるかというあたりで

ございますが、まず区長につきましては、自治組織である区内の意見を聞いて、当該区内において選任がされて

いるものと認識いたしておりますが、町民の健康増進及び保健衛生思想の普及を図るため設置している愛育委員

の委嘱については、委嘱替えの際に町長が愛育委員の会長宛、次期候補者の選考並びに推薦について依頼を行

い、依頼を受けた会長は委員の委嘱替えについて現委員に対して引き続き委員としての活動への理解を求めては

いますが、選出地区の都合により交代が生じる場合は関係区長の意見を聞きながら地元調整を行い、次期委員の

選出をいただいているのが現状であります。 

 また、町民の健康づくりの基盤をなす栄養及び食生活の改善を図るため設置している栄養改善推進委員につい

ても、愛育委員と同様の委嘱替えが依頼されているのが現状であります。 

 以上、これまで委員等の委嘱替えに当たり、町から男女のバランス等性別に配慮したお願いを行ってはないの

が現状であります。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 分かりました。ありがとうございます。 

 大きな話をすると、日本は男女平等について、世界１４６か国中１１８位。Ｇ７では最下位です。アジア太平

洋地域で見ても下から２番目。こういう状況です。少し視点は違いますけども、例えば、夫婦別姓の問題につき

ましても、世界で今唯一認められてない国と言われております。ある意味、私たちは非常に変わった国に住んで

いるという状況は自覚が必要だとは思います。その中でのこういう状況なんで、致し方ない仕方ない部分がある

のはよく分かります。 

 ただ、近隣では進んでいるところもあります。私も先日、宝塚市には３回ほど訪問してますが、例えばここは

市長も岡山市出身の女性市長なんですけども、議員も２５名中１３名が女性、半数以上です。もっと言えば、区

長に相当する自治会長は２２％が女性、審議会メンバーについては３６％、市の職員は４８％が女性という資料

は読んでおります。近隣にもこういった先進的な自治体があります。ぜひ参考にしていただきたいかなと思って

おります。 

 あと人選については、いろいろ文書では書いておるというお話もありましたが、特に女性の組織になってしま

っている２つの委員、こちらはどうしても高齢・少子化の問題もありますし、現場間で調整し合ってるんです。

もちろん、町長からも直接は当然ないんですが、区長からも特に話なく、ないことはないんでしょうけど、どう

しても現場間での調整で、現場間で調整するといろいろトラブルも起こるんです。いろいろ聞いてます。だか

ら、そういうことのないように、ぜひ町のトップからきちんと、もちろん男女もそうですし年齢もそうだし、そ

ういうことはないんですよということをきちんとアナウンスして選定に当たっていく方向にしたほうがいい町に

なってくるとは思います。 

 改めて、人選のガイドラインについてつくってほしいと、これについていかがですか。 

○議長（当瀬万享君） 総務部長 則枝君。 
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○総務部長（則枝日出樹君） ありがとうございます。 

 現在の状況で申しますと、女性が主体となって取り組むべき役割や男性が主体となってリーダーシップをとる

べき役職等についても、これまでの慣例、固定概念に依存することなく町民一人一人が担うべき役割について、

個性や自主性が生かされる形で町職員とかが人選されるべきだとは考えておりますので、先ほど御提案いただき

ましたガイドライン、どのセクションに関係する委員についても男女を問わず、地元から選出あるいはこちらか

らのお願いができるような形のガイドライン的なものを今後検討してまいりたいと思いますので、また御教示い

ただきたいと思います。ありがとうございます。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） ぜひ推進していただければと思います。 

 ここで申し上げますと、もちろん執行部の改革もいるんですけど、言い過ぎかもしれませんけど、町民の意識

改革も要るんです。そのためには例えば言葉なんかも、市町によってはそういうガイドラインをつくってらっし

ゃるとこもあるんですけど、我々もちょっといいかげんな言葉をよく使ってるんですが、例えばですね、私が元

いた業界では女子アナとかこれは御法度なんですけど、女流作家とかこういう表現も改めたい文言とかになりま

す。それから、よく普通に使うＯＬとかサラリーマンとか、これも本当言えば会社員とかという言葉に代えるん

ですけど、キーマンとかオンブズマンとかこの辺もグレーなんです。非常にそういう部分も含めて、町民の意識

改革、家庭で言えば、例えば嫁とか婿とか、例えば結婚して入籍するとか、これは全部アウトまでは言いません

けどグレーなんで、そういうことも啓蒙していくことが町民の意識改革にもつながるんで、ぜひよろしくお願い

します。 

 ここで実は私が何を申し上げたいかというのを提言型なんで申し上げると、和気町のような田舎って言ったら

あまりにも自虐的なんですけど、若い人の意見がどうしても通りにくいんです。一言で言うと非常に生きづらい

というか、女性を含めて何となく生きづらい町に、田舎の場合どうしてもなっている。だから、都会へ流出する

っていうのが私はあると思うんです。ここで言いたいのは、若い人の考え方もどんどん変わってきてるんで、こ

こらあたりが人口減少の一番の部分ではないかと私は思います。だから、ここを解決しないとますます人口が減

るという観点から、この提言型の質問をさせていただきました。男女共同参画っていうのは非常に重要で、力を

入れて取り込んでいく課題だと思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 続きまして、２番目の質問ですが、続けてよろしいですね。 

 今ある施設の有効活用の進捗状況についてという質問ですが、こちらのほうで先ほど同僚議員のほうから重複

する質問がありましたので、少しポイントを変えて言っていく部分があります。 

 まず、これはそのままなんですが、１年前、私が６月議会で小学校跡地について質問させていただきました。

その後どうなのか。閉校後７年たってます。約束した文部科学省への「みんなの廃校」プロジェクトへの登録は

いまだに１年たってもなされていない。このあたりを端的にお答えいただければと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（当瀬万享君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 失礼いたします。 

 それでは、我澤議員からいただきました今ある施設の有効活用に関する質問趣旨の１項目の旧小学校の跡地活

用はその後どうなっているか、１年前の質問に対するその後の進捗状況についてお答え申し上げます。 

 現在、財政課において旧日笠小学校及び旧山田小学校について、文部科学省の「みんなの廃校」プロジェクト

に登録の事務手続を進めており、今後文部科学省の承認を得て、７月１日にはポータルサイトに掲載の予定とな

っております。 

 この「みんなの廃校」プロジェクトは、平成２２年に文部科学省が立ち上げ、全国の廃校の活用を推進するた
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めに、廃校施設の情報集約、発信に取り組んでいるものでございます。ポータルサイトには、掲載希望のあった

全国の廃校一覧や利活用の事例について掲載されております。廃校施設の活用を検討している事業者などには、

このポータルサイトを確認して希望する物件の問合せが可能なシステムとなっております。 

 廃校活用に関しては、文部科学省が立ち上げた「みんなの廃校」プロジェクトのポータルサイトに活用事例も

ありますし、また新聞記事の情報収集、ウェブ記事等による先進自治体の事例などもありますので、財政課とい

たしましては有効な活用事例の調査研究を引き続き行ってまいりたいと考えております。 

 以上、御答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 分かりました。７月１日には登録が上がるということで、あまりにも遅いというか、１

年たって。昨年１２月に財政課長にお聞きしたときには、年度内には何とか上げるというお話をいただいていた

んですが。 

 これには私も見てて、財政課がどうのこうのという話じゃなくて、全体的に組織に無理があるんじゃないかな

というふうに感じております。言ってしまえば、国で言えば財務省がまちづくりの担当をしてるみたいなもん

で、それはちょっと難しいのではないかなと。人材ではなくて、組織の問題が１つ。特に、財政課はこの１年、

いろいろ事業が重なって、大変御苦労があったと思いますんで、そのあたりを勘案しても非常に厳しかったかな

と思います。 

 それから、質問ですが、組織の問題という点と、町長にお聞きします。この１年間、どのような指示を出され

たのか。 

 太田町長は昨年６月議会で、若者の創業支援の拠点となるような施設にしたいと。これは総花的なというか希

望的あれですけども、財政負担を考えると、民間の協力が必要だとおっしゃられました。その後、そのあたりの

進展はありますでしょうか。お願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） まず、旧小学校の跡地の利用について、財政課が担当するのは組織的に無理ではないか

という御質問でございました。 

 学校の施設が普通財産になりまして、普通財産、したがって財政課というような形で今担当がなっていますけ

れども、在り方とすればまち経営課などが担当するということがいいのかもしれませんけれども、今のところそ

ういうようになっているということでございます。 

 あと、質問がございました６月議会で質問があった際に、私のほうで若者なんかも集える場所だとか、サテラ

イトオフィスだとかというようなことも含めてそのように答弁したかなというふうには思っています。現状はな

かなか進んでいないということでございますけども、基本的な考え方は、和気町が財政を必要以上に投入をして

進めていくというのは、なかなか厳しいかなというふうに思ってます。ある程度民間の方が来ていただけるとき

には協議をして、ある程度手を加えるところがあればそのことも必要であろうかというふうに思いますけれど

も、活用していただける方に主体的に取り組んでいただくという方向で今検討しています。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 分かりました。７月に文部科学省の「みんなの廃校」プロジェクトにもアップされます

ので、いろいろ民間の企業の方もいろいろ聞いてこられると思いますんで、そのあたりぜひ対応してやってくだ

さい。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、吉井川の河川敷公園の利用については、先ほど同僚議員からもありましたので、これについては

１点だけ質問させていただきます。 

 １つはグラウンドゴルフ場なんですけども、こちらのほうは今年間３００日ぐらい稼働してるんで、非常に結
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構なことなんで問題はないんかと思いますが、以前は和気鵜飼谷温泉のほうといろいろ連携して大会を開いてい

らっしゃいましたけども、いろいろ昨年の４月の人事異動以来、温泉の原因もあったりして滞っておるんです

が、そのあたり人事異動をされた町長あたりはどのように考えられているか、教えていただければと思います。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 吉井川の河川敷のかわまち事業に伴う芝生整備と、洋芝を植えさせていただきました芝

生の整備、それからアスファルトの駐車場というようなことで新しいものの施設を造ったということで、これは

地域の方々の御要望にお応えをするという形でこのかわまち事業をしたというのが発端でございます。 

 その後、どのように活用していくのかということにつきましては、当然地域の方々とも協議をしなければいけ

ませんし、それから先ほど言いました温泉のことも含めて、そことも連携ができるようにというようなことでも

あったんですが、今コロナ禍のときに温泉が非常に厳しい状況の中で、温泉経営に注力をするというようなこと

もあったかというふうには思っています。 

 そのようなことで、今後、吉井川の河川敷の活用につきましては、またその点についても総合的に検討はして

まいりたいというふうに考えています。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 分かりました。ありがとうございます。 

 その点についてはまた別途お聞きしますが、続きまして日笠バラ園、益原の多目的公園について、こちらのほ

うは盛況で何よりなんですけども、ただこれも角度をちょっと変えてみると、立派なものができて無料で利用で

きれば人が来るのは当たり前といえば当たり前なんで、このあたりをどのように考えられるか。普通、温泉とか

に入ればお金がかかります。温泉でレストラン、御飯を食べればお金がかかる。当たり前の話です。だから、日

笠バラ園についても、益原多目的公園についても、多額の運営費がこれからかかってくるし、当然機器の更新と

か積み立てることも必要であります。 

 このあたりでいろいろ難しい部分はあるんですけど、受益者負担という考えはあるかどうか。発想はないのか

お聞きしたいです。特に、多目的公園は税金で造って税金で運営していくと。非常にいい公園なんですけど、こ

れで果たして続くのかどうか。疑問もないことはないんで、入場料を取れとかという話じゃないんですけど、何

かアイデアはないのか。図書館のように図書館法があって、いろいろ公共の図書館は有料にできないとか、いろ

いろそういう法律がもしかしたらあるかもしれないんで、その辺も教えてほしいです。特に、両者とも町外から

のお客さんが多いんです。だから、なおさら私はそのように感じるんですけど、いかがでしょうか。お願いしま

す。 

○議長（当瀬万享君） 産業振興課長 岡君。 

○産業振興課長（岡 恵一君） 失礼します。 

 それでは、我澤議員の日笠バラ園、益原多目的公園の今後の運営方針はの御質問にお答えいたします。 

 最初に、日笠バラ園についてございますが、日笠バラ園につきましては平成１６年度に地域住民や関係団体を

中心に手作りバラ園として整備されました。平成１７年にはガーデニングクラブ主催によるバラ祭りを開催する

など、地域に根差した管理運営が行われておりましたが、会員の高齢化により令和２年度から町に管理が移管さ

れております。バラ祭りにつきましても継続的に開催しており、今年度は５月１３日から５月３１日までの１９

日間の開催で、６，３１５人の方に御来園いただきました。 

 開園中につきましては、今回からバラを観賞していただくことに加え、地域の団体や福祉団体に協力していた

だき、コーヒー、ジュースなどの販売や休憩スペースを設けるなど、来園客がゆっくり観賞できるよう整備など

も行っております。 

 今後の運営方針につきましては、多くの方にバラに親しみを持って観賞してもらえる魅力ある施設、それから
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地域の活性化やバラを通じて町内を回遊してもらえるＰＲ促進など、今後も地域住民や団体の連携を大切にしな

がら、来園客の満足度を向上いたします。 

 バラ園の入園料の徴収について、それから多目的公園等の入園料の徴収につきましては、どちらも維持管理、

多目的公園について、当然維持管理費がかかっておりますので、入園料の徴収につきましては、近隣の同じよう

な周辺施設等のことも参考にさせていただいて、検討させていただきたいというふうに思っております。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 近隣の市町村とかというのは分かるんですけど、そうじゃなしに町内にあるわけです。

藤公園でもお金を取っています。入園料が上がってますよ。先ほど申しましたように、温泉に入ったらお金が要

るし、御飯食べたらお金を払うんです。ましてやバラ園なんかも割と町外の方が多い。お金がそんなにあるわけ

でもないです。今年も去年も６，０００人からの人が来てる。３００円でも取れば１８０万円になる。 

 以前、同僚の議員が言われたいい言葉があるんで繰り返しますけども、しっかりもうけてしっかり返す。この

発想はやっぱり要ると思うんです。やっぱり入園者へのサービスも要るし、例えば日笠バラ園なんかへ行って

も、バラの説明も何もないし、お茶の一杯も出ないし、なんかそういうちょっと教養を高めるというかそういう

部分も要るでしょうし、来てよかったなみたいな、何かもらえるとか、紙の１枚でも、そういう部分も要るんで

はないかなと私思うんで、しっかり入園料を取ればいいと思うんですけど、その辺は執行部が考えることなんで

しょうけど、私はそのように思います。分かりました。 

 あまり時間もないんで、次の質問に移らせていただきます。 

 ２年目に入った漫画を使ったシティプロモーションの成果についてお聞きします。メディアのへの露出、それ

から町外からの来訪者など、経済効果はどの程度ありましたかと。お願いします。 

○議長（当瀬万享君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 失礼いたします。 

 それでは、我澤議員からいただきました２年目に入った漫画を使ったシティプロモーションの成果に関しまし

て、こちらのほうでやった事業の成果の部分とか、実際に経済効果がどの程度あったのかといった御質問にお答

えをさせていただきます。 

 まず、こちらの成果といたしましては、町の出身の設定となっているキャラクターの公式インフルエンサーの

任命とかを皮切りに、和気町のファンクラブの立ち上げ、それから複製原画展及び商工会との連携したグルメス

タンプラリーの開催、東京でのコミックマーケットに出展などといったようなものを行っておりまして、実際の

成果といたしましては、令和５年度末でファンクラブの会員数は約１，５００人、新聞・ＴＶ等のメディア掲載

が４８件、ＳＮＳ関連ではＸやＬＩＮＥのフォロワーが約３，２００人、表示回数としては約２７５万回を数え

るなど、本町のシティプロモーションの取組としては一定以上の成果が出たというふうに考えております。 

 実際、経済効果というふうになってきますと、詳細なものというのはこちらのほうで試算ができていないとい

うのが現状でございます。ふるさと納税の返礼品として出したものが二百数十万円いただけたもの、それから実

際に和気駅で買っていただいた入場券とかの貼る台紙とかそういうのが数万円とか、そういったものが直接的な

売上げにはございます。あと、スタンプラリーで来町いただいた方が町内で飲食をされたと、そういったような

ものがありますので、そちらについても一定以上の効果が出たということで、実際に飲食店の方からは大変あり

がたいといったお言葉をいただいております。 

 詳細な経済効果というのが御報告できなくて申し訳ございませんが、以上御答弁とさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 分かりました。メディアへの掲載が４８件ですか。それから、ふるさと納税が二百数十
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万円、それから町内の飲食は計算できませんが非常に好評であったという。金額にしたら、当然その投資額をは

るかに超えてる効果が出てるというふうに、単純計算ですが私は思います。だから、一般的なデザイン、漫画を

使ったっていうのは一般的ではない部分はありますけど、一つの成功事例だと私は思います。 

 今後、継続的にこの事業を進めていくためには、人材の育成ってのが非常に大事なんです。いろいろ東京でイ

ベントがあったりして何名か行かれたりしておりますけど、いろいろ人事異動があったりして、その方も外れら

れたり、そういう部分の継続性が心配はしておりますが、この辺りはいかがでしょうか。お願いします。 

○議長（当瀬万享君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 事業の継続性、継続していくための人材育成というようなことでございます。 

 確かに、町の担当者というのは人事異動というのがございますので、これは致し方ない部分があるということ

で、そういった中でいきますと人材育成というよりは、今回こういった得意な事業をいたしまして、いろいろな

ノウハウを得ることができました。意外性とかそういったようなところ、それからこういった作品を取り扱った

ことによって、作品に対する熱意をしっかりＰＲすることで、そういうファンの方から共感をいただいて、東

京、北海道、沖縄、それから果てはドイツとか海外のほうからもファンの方が来ていただくというようなこと

で、しかもそれを多数のメディアの方が取り上げてくださったり、そういうことで波及してどんどんと事業が大

きくなっていったと。そういった経験、ノウハウというのは、これは非常に貴重なノウハウでありますので、そ

ういったものを組織として蓄積していくといった形が、役場として考えた場合にはそういった形になるのではな

いかと思います。 

 ただ、それとはまた別に、こういったようなものをきっかけに地域の方で地域を盛り上げたいというような形

で、任意で有志の方が団体を立ち上げられたりといった動きも出てきておりますので、やはり民間の方とも今後

は組んでいくということで、役場では今、例えば予算措置とかいろんなことをしながら、そういう外向けに出し

ていくものをしながら、民間の方のアイデアとか自由に考える発想力とか、そういったものをいただきながら地

域と一緒にやっていくと、そういった方向でやれればいいのではないかなというふうに考えております。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） ありがとうございます。 

 やっぱり人材の育成って非常に大事です。特にこの事業の場合は、東京の企業が相手なんです。だから、なか

なか１段ハードルが高いんです。だから、専門知識も要るし、一朝一夕に人材育成できないと思いますんで、ぜ

ひ今後、こういうことを継続的にやるんであれば考えていただきたいです。 

 もっと広く言えば、最近やっぱりコロナもあって、どこの役所もそうなんですけど、人材育成が滞っているん

ですね。例えば、和気町なんかを見ても、以前は県との交流があって、ここにいらっしゃる方も県へ出向された

方もいらっしゃるし、大阪の事務所へ行かれた方もいらっしゃるし、そういうことでそれが今になって何十年も

たって生きてくるみたいな話もよく聞きますんで、いろいろ財政課長の話を聞いてるとなかなか厳しい話は分か

るんですけど、人材育成というのは一番大切な部分なんで、ぜひよろしくお願いいたします。 

 あと、この質問で私が何を言いたいかと、提言型なんで申し上げますと、全国から人を集めたというのは一つ

のポイント。ドイツからも来られた。これは他の部局もぜひ参考にしてほしいんです。というのが、例えば和気

閑谷高校、これは全国から募集してます。何かここにヒントがあるんじゃないかと私は考えてます。もちろん、

漫画を使ってどうのこうのという話じゃないんですけど、このあたりをぜひ他の部局の皆さんも参考にして、ま

ちづくりに頑張っていただければと思います。以上です。よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 私としても我澤議員がおっしゃるとおり、それぞれの部署においても創意工夫をして、

職員が自由に発想して自由に活動ができる、そのようなことが望ましいというふうに思っています。 
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 このプロモーションの事業は、実施したのが昨年から、非常にタイミングがよかったなというふうなことも思

ってますし、おっしゃったように奇抜であったということもよかったんではないかなというふうに考えていま

す。これを政策会議に提案されたときには、もうやめようかというような意見もあったんですが、いやいや、や

ろうということで、これは私の決断です。手前みそですけども。 

 そういうことで、新しいものはぜひ職員にも提案をしていただいて、いろいろ取り組んでいきたいと思います

ので、この漫画を活用したということに限らず、いろんなことを考えていきたいというふうに思います。ありが

とうございます。 

○議長（当瀬万享君） ３番 我澤君。 

○３番（我澤隆司君） 町長で終わったら申し訳ないんで、私のほうがお礼を含めて。 

 ありがとうございました。ぜひそういう新しいことに取り組んでいただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

○議長（当瀬万享君） これで我澤隆司君の一般質問を終わります。 

 本日の一般質問はここで打ち切り、明日６月１９日午前９時から引き続き行います。 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

               午前１１時５２分 散会 
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               午前９時００分 開議 

（開議の宣告） 

○議長（当瀬万享君） 皆さん、御苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１１名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

 なお、会議録署名議員に、５番 神﨑良一君を追加指名いたします。 

（議事日程の報告） 

○議長（当瀬万享君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。御了承を願います。 

（日程第１） 

○議長（当瀬万享君） 日程第１、昨日１８日に引き続き一般質問を行います。 

 それでは、８番 万代哲央君は質問席へ移動してください。 

 ８番 万代哲央君に質問を許可します。 

 ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 皆さん、おはようございます。 

 昨日に引き続き一般質問ということでありまして、議長の許可をいただきましたので、最初に８番 万代、質

問させていただきます。 

 私は、和気橋の架け替え並びに周辺県道のバイパス化について質問をいたします。御答弁よろしくお願いいた

します。 

 去る５月２９日だったんですけど、今から３週間ほど前に県の東備地域事務所より地域建設部長をはじめ、工

務課長、班長、副参事と４人の方が役場に来られて、令和４年度に実施した和気橋の耐荷力調査について説明を

していただきました。耐荷力調査といいますのは、ひずみセンサーというのがあるんですけど、それを使って和

気橋のひずみとか応力度、対応の応という字に力に度合い度、応力度、橋に荷重、荷物の重量がかかったときに

その橋の内側に生じる反作用といいますか、その力というのがどれくらいあるか、耐えられる力がどれくらいあ

るかを測定するわけですけど、その和気橋を渡る車の荷物の重さのために橋は負担がかかるわけですけど、その

和気橋の各部材が危険な状態に陥っていないかどうか、それを確認する調査であります。調査した結果、そのひ

ずみ、それからたわみ、揺れますけど、そういうたわみ、いずれも許容量の範囲内であって、異常なしという説

明がありました。和気橋は現状の交通量に対して十分耐荷力を有していると判断されると、何ら問題はないと、

こういうことでありました。橋を管理する県は、今後も、橋梁の長寿命化計画に沿って管理していくと、こうい

うことでありました。和気橋は竣工以来６０年を経過した橋ですので、５年に一度の定期点検の対応だけでな

く、もう少しきめ細かい２年に一度か毎年の点検を実施してほしいと私は常々思っておりますけども、６０年を

経過した橋も県内多々存在するようです。 

 長寿命化計画の参考にするためということで、県は令和３年度の定期点検に加えて、令和４年度に耐荷力調査

を実施してくれたわけであります。これは日頃から事あるごとに和気橋の架け替えについて、町長をはじめ、役

場の方、繰り返し要望してきたことが、その耐荷力調査につながったのかなと私は理解しております。 

 その耐荷力調査で和気橋は令和４年度の調査では異常なしと、こういうことでありました。令和３年度に定期

点検をやっておりますから、その点検の結果、修繕する箇所が幾らかあったということで、令和３年度に点検実

施して、今年度に修繕をするということでありますけど、伸縮装置の取替えとか、橋面、橋の面、これに防水を

施すというような説明もあったと思います。このような現状で、県のそういった５月２９日の説明等々あったわ

けですけど、こういう今の現状というもの、これを町長、それから西本担当部長、どういうふうに今感じておら

れるのかと、こういうことをまず最初にお聞きしたいと思います。 
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 それからもう一点は、今後、町としてどういう対応をしていこうと考えておられるのか、そういうようなこと

も併せて質問いたしますので、よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 産業建設部長 西本君。 

○産業建設部長（西本幸司君） 失礼いたします。 

 万代議員の御質問にお答えいたします。 

 県の説明と意見交換をして思うこと、今後の対応策についてでございますが、令和６年５月２９日に、万代議

員、町長、副町長、都市建設課と東備地域事務所の建設部長、東部地域工務課長等と話合いの場を持ったところ

でございます。県といたしましては、和気橋は架設された昭和３９年から６０年が経過する橋梁であるが、車両

の大型化に伴う橋梁への影響につきまして、平成１４年度にたわみの調査、令和４年度にひずみの調査を実施

し、通行に問題がないと考えておりまして、今後も引き続き適正に維持管理を行い、橋梁の長寿命化に取り組む

旨の話がございました。 

 昨年１２月の一般質問で申し上げましたとおり、当時の土木部長や道路建設課長が和気橋の架け替え並びに県

道のバイパス化はハードルが高く、難しい、橋梁の長寿命化を図っていくとの回答と同様であると、町側は捉え

ておるところでございます。 

 今後の対応策についてでございますが、６０年が経過した和気橋と、主要地方道岡山赤穂線は、東部地域にお

いて生活に密着した重要な路線であるとともに、県内の広域交通を担う重要路線でございます。和気橋の架け替

えにつきましては、和気町の１番要望と考えておりますので、あらゆる方面から強く要望していきたいと考えて

おるところでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 万代議員のほうから、和気橋の架け替え並びに県道バイパス化について御質問がござい

ました。 

 先ほど担当部長がお答えをいたしましたとおり、私のほうも県の幹部は非常に和気橋の架け替え並びに県道の

バイパス化はハードルが高いということを、私がトップミーティングでも今まで２回、このことについて申し上

げましたところ、そのような回答がされているということで、先ほど議員のほうからもございましたように、先

日、町役場で県民局の幹部とも話をさせていただいたときにも同じような回答だったというふうに感じていま

す。 

 ただし、この問題につきましては、和気町の重要な課題であると私は認識をしていますので、和気町は吉井川

によって東西二分をされた町でございます。この和気橋に何かございますと非常に生活も支障を来すというふう

に考えていますので、今後も事あるごとに県のほうに要望してまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（当瀬万享君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 御答弁ありがとうございます。 

 今の御答弁聞いていると、和気橋というのは生活に密着した橋であって、それからまた東備圏内でも広域に活

用される重要な橋であると、こういう認識もある。しかし、県のハードルが高いというようなことであります。

ハードルが高いというのは、調査しても異常がないから長寿命化の県の方向性に従って和気橋も対応していくと

いうような意味であろうと思います。また、周辺道路につきましても、制限速度が５０キロ、そして歩道もある

と、完備されているというようなことで、そういうところは県下どこにでもあって、そこをすぐに修繕するとい

うようなことは考えにくいというようなことが、県がハードルが高いというふうな意味かなと思って聞かせてい

ただきました。 
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 私は、耐荷力調査をして異常なしというのは誠に結構なことだと思っていますが、この調査だけで即和気橋は

問題なしではないと思っております。竣工以来６０年を経過して、橋の疲労がいかなるものか、橋にも寿命があ

ります。将来必ず架け替えるときが来ると思っております。専門家がこの橋の限度はあと１０年であるとか、も

うそろそろ架け替えを考えたほうがいいんじゃないかとかというような判断が下されれば、そこから次の架け替

えに向けて準備がされるんじゃないかなというようなことも想像するわけですけど、そうなりますと、架け替え

の場所の決定とか、工事に入るまでの設計とか、いろんなことがあります。また、着工、それから工事を進めて

いく、そして完成して、竣工と、こういう順序になっていくということになりますと、最低でも何年かかるか、

私よく分かりませんけども、４年か５年か、あるいはそれ以上要することは間違いないと思います。令和４年度

での調査で異常なしのお墨つきをもらったわけですけども、今度令和８年が定期点検のときでありますから、そ

れまでは一応問題なく行くのかなというようなことも思っております。今後、点検とか調査を見守っていきたい

と私も思っておりますけども、私は県に対して、こういう調査もやってほしいというような思いもありますし、

そういう思いも今後、出していきたいと思っております。 

 そこで、橋の架け替えのことは地元でもよく話が出ます。昭和３９年に竣工して以来６０年を経過して、老朽

化は避けられない点があります。それに加えて、当時とは比べ物にならない交通量の激増、それから物流の手段

としての大型トラックの普及です。それの激増、それに比べて橋の横幅というのは６メートルと、狭いと、加え

て原地内、本地内を通る自動車量の多いこと、交通事故の多発というのはここ数十年間にわたって目を覆うもの

があるわけであります。このことに、交通事故が多発するということに考えが及ぶときに、私は橋を架け替える

まで交通事故が多発する現実というもの、これを置き去りにすることはできないわけであります。劣悪な公共環

境といいますか、交通の環境といいますか、それを放置すること、これは容認できない、こういう立場でありま

す。橋の架け替えはすぐにはできなくても、バイパス化は訴えることはやめるわけにはいかない、そういうこと

であります。やめるわけにはいかないわけです。 

 では、どの場所にバイパス化を求めるかと言われれば、それは吉井川の今ある堤防、これに求めるのが私はベ

ストだと思います。和気橋の石生側から堤防に入る道路、これを起点といたしまして、熊山橋までの約５キロの

区間です。この区間が県道９６号線、原地内から赤磐市の吉原地内、あるいは河田原地内に通じるバイパス区間

と考えております。役場の方、それから議員の方の中でもこの堤防道路といいますか、これを通行される方大勢

おられると思います。全区間通行が可能で、途中幾らか道幅が狭くて、２メートルを告げる標識が２か所か３か

所か立っております。道路にはスピードを落とせという白い白線の文字表示があります。また、舗装道路と、そ

れから舗装してない未舗装の道路が一体となっている区間、これもあります。ミニゴルフ場の付近であれば、人

が横断するということか、横断者注意の白線、そういった文字も表示があります。もちろん今のままの道路では

危険な箇所、改善が必要な場所も多々あります。石生側の起点となる付近というのは改良しないと、これは本当

に危ない、多くの車が通るには危険な現状だと思っております。 

 しかし、この堤防を道路として、バイパス道路として使うことが最善であると思っております。 

 ②番目の質問ですけども、和気橋周辺県道のバイパス化に向けて動く必要性を私は実感しておるわけでありま

すが、町としての考えを聞きたいと通告しております。どのような答弁がいただけるか、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（当瀬万享君） 産業建設部長 西本君。 

○産業建設部長（西本幸司君） 失礼いたします。 

 万代議員の御質問にお答えいたします。 

 町といたしましては、和気橋とバイパス化は一体的に計画していくべきであるというふうに考えております。

原地内の岡山赤穂線につきましては、近年痛ましい死亡事故も発生いたしております。交通事故をなくすために
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バイパス化の早期実現が必要であると考えておりまして、町長がトップミーティングの場でも毎年和気橋の架け

替えとともにバイパス化の要望もいたしておるところでございます。和気橋の架け替えとバイパス化は和気町内

でも有数の交通量を有していることから、今後も町民の皆様の安全・安心のために同時に要望してまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 町長が答えられるのかなと思ってたんですけども、答えられないんで、また後でお尋ね

したいと思いますが、今の答弁では一体的に考えるべき、同時に考えるべきというような答弁なんですけど、私

が申しましたように一体的では無理だ、今、橋のほうは異常なしで長寿命化計画にのっとってやっていくんだか

らすぐにはどうにもならないと、こう言ってるわけですから、一体的にあくまでバイパス化と橋の架け替えを一

緒にできないから、バイパス化をそれに先行して、あるいは切り離してやるのが大切なことといいますか、それ

を私は主張してるわけです。 

 そういうことなんですが、そういうことを一応申し上げた上で、もう一つお尋ねしたいと思いますが、私はバ

イパス化を推進する立場で物を申してるわけで、もう一度西本部長に質問させてもらいたいことであります。バ

イパス化の実現に向けて、私の知らないことをお尋ねしたいと思いますが、占用道路というのがありますね。堤

防上の道路において占用道路という言葉を私も、どっちかといえばあまり聞き慣れない言葉だったんですけど、

その占用道路、専らのその専用ではなくて、占うほうの占用道路という、行政の方はなじみのある言葉なんだと

思うんですけど、私はすぐにはうまく整理できなかったんですけど、占用というのは、公共の使用物を特定の人

がある期間自分の目的のために使うと、こういうふうなことが辞書には書いてあります。約５キロの堤防道路の

うち、和気町の占用道路区間というのはどの区間なんかを教えてほしいという質問ですけども、それに関連して

何点か、占用道路の件でお尋ねしたいと思います。占用道路の和気町が許可を得ている占用区間というのはどの

区間なのかということと、占用道路というのは国土交通省の出先の出張所に申請を出して許可を得た道路のこと

なのかどうか、どういう条件が満たされれば許可がされるんかというようなこと。あるいは、未舗装の道路区間

というのは許可をされていないのかという、申請すれば許可されるのかということ、そうすれば舗装ができるん

かというようなこともお聞きしたい点であります。 

 また、バイパス化を求める場合ですけども、県が国に申請して、県の占用道路にするその交渉というのはでき

ないのかどうかということ。それから、町が占用道路として取得して、舗装した、その後で県と協議して県道に

する方法、そういうなんが定石なのかなというふうなことも思ったんで、お聞きしたいと思います。 

 要は、占用道路を取得してバイパス化につなげるというのはどういう手法というのがベストなのか。そういう

ことがお聞きしたいわけであります。そういう占用道路の許可をはじめ、バイパス化の実現のために知らないこ

ととして質問させていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 産業建設部長 西本君。 

○産業建設部長（西本幸司君） 失礼いたします。 

 和気町としての占用区間ということでございますが、延長５キロのうち、今資料がございませんので、メート

ル数は分かりませんが、和気町と赤磐市の境界がございます。そこの部分までが和気町が町道として占用させて

いただいとるという物件でございます。そこの部分につきましては、どういう条件かということでございます

が、あくまでも占用物件、設計をしまして、国土交通省、物件によりましては坂根ではなく岡山河川のほうにも

御相談するときもございます。そういった場合で許可をいただくというような形になります。条件としまして、

今回の分につきましては、あそこの部分は、堤防には計画高というものがございます。計画高を犯してないとい

う部分で、舗装を打ってます。路盤と舗装、その部分で占用を出して許可をいただいとると、それを更新してい

くということでございます。 
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 未舗装ということでございますが、未舗装の部分につきまして占用が可能かということでございますが、未舗

装部分で何もしないということにつきましては、町の物件を置かないんで占用とはまた話が違ってくるというふ

うに考えております。 

 あと、占用物件につきまして、町が占用したときによりまして、それを県道に格上げ、バイパス化できないか

ということについてでございますが、あくまでも県道の事項でございますので、町ができる、できないという答

えは言えないというふうに判断しておるところでございます。 

○議長（当瀬万享君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 計画高が足りていれば舗装できるということなのかなと思いますけど、漠然としてよく

分からない点もあるんですけど、また占用道路のこと、それからこれは何でそういうことを聞くかといえば分か

っていただけると思うんですけど、バイパス化に向けてどういうふうに道路というものを県道というふうに格上

げしてやっていけるか、そして広げて、対向車線、対向できる、一応といいますか、安全な道路としてバイパス

化にふさわしい道路を造るためにはどういうふうにすればいいのかということでお尋ねしているわけですけど、

占用道路あるいは県道に格上げされるというのはいろいろ難しいことはあるんだというふうに、過去にも県のほ

うにも聞いていただいたことがあるんですけど、いろいろ難しい面はあるんだというようなことでそのときは終

わったと思います。また、個別にでも聞かせていただきたいと思います。 

 ４回目の質問ということになるんで、お聞きするわけですけど、その中で、また西本部長の知っておられるこ

とがあれば教えてほしいなとも思ってるんですけど、４回目の質問ということで町長にお尋ねしたいんですけ

ど、私もこのバイパス化というのは、先ほど部長がお答えになったような橋の架け替えと同時進行で行くという

ようなことは私はさらさら思っておりません。先行してやるべきであるというふうに思っております。先行して

できないことではないわけでありますから、和気橋の架け替えというのはまた別の問題として考えれるというふ

うに私は思っております。それをどうして別の問題として考えれるかということもそれなりに考えておりますけ

ど、今日はそういう話をしても時間がありませんので、もう一つ、今日の質問の中でお聞きしたいことをお尋ね

したいと思います。 

 結論から言いますと、町長にお聞きしたいのは、町としてバイパス化の実現に向けて、もちろん橋の架け替え

より先行してということですよ。先行してバイパスの実現を目指して道路整備と、こういうことに取り組んでも

らいたいわけですけど、それをやるかやらんかということをお聞きしたいわけであります。現在、その本地内に

おきましては辺地債事業というのがありますが、それで堤防道路に通じるといいますか、堤防道路に上がる道路

を新設しておりますね。この事業は堤防道路を利用するための事業なんです。ほかにも堤防道路に通じる道路と

いうのは何か所かあります。３か所、４か所あります。堤防道路に上がって和気方面、あるいは熊山方面に行く

ための道路です。上がったその堤防道路を使いやすくすることというのは、バイパス化を実現するためにぜひ取

り組んでもらいたいと、ぜひやってもらいたいと、率先してやっていただきたいと、私はそれを今日の質問で言

いたかったわけであります。この堤防道路を改良するにはいろんな規制とか制約というのはあると思います。私

もよく分かりません。もしあるなら、それがクリアできるようにやらなければなりませんけども、そのネックと

なることはどういうことなのか。これは西本部長に答弁をお願いしたいと思いますが、町長にはそのバイパス化

に向けて橋の架け替えとかというよりも先行して今すぐやっていただきたいと、これが私の今日の一番質問した

いことであります。 

 もう一点申し上げますけども、橋の架け替えに先行してバイパス化を実現するということ、この意義は言うま

でもなく、原区、本区、吉原区の住民の生命の安心・安全を守ることが第一義でありますけども、もう一つは、

将来その橋を架け替える際にこのバイパス道路、これ全線でなくても大半、あるいは半分、これは利用すること

になると思います。ですから、バイパス道路が先行して造って無駄になるということはないと私は確信しており
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ます。だから、町としてこの堤防道路５キロメートルの整備をやってもらいたいし、全力でやるべきだと私は考

えております。赤磐市と協力してと、こういうことになりますけど、それにつきまして町長の御意見をお聞きし

たいと思います。 

○議長（当瀬万享君） 産業建設部長 西本君。 

○産業建設部長（西本幸司君） 失礼いたします。 

 バイパスのネックということでございますが、どのルートに県が乗っけてくるかと、またそれが乗るかどうか

ということもございますが、あくまでも乗るというふうに想定されたということで行きますと、今の分、辺地債

を使わせていただいて工事をさせていただいておるものが、定番線というところでございます。その取り合いに

よって定番線の取り合い、角度が変わってくる可能性がございます。そこの部分については、それは県道が造っ

たら県道がそれをつけていくと、新たな工作物を造っていくというふうになっております。あと、すぐバイパス

の上で、赤磐市側になるんで、赤磐市側でもそれぞれの民家の部分で使用しとるというところがございます。そ

ういった部分もネックになってくるところがあるんじゃないんかなというふうに想定はされます。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 万代議員の思いは原地内、本地内のほうで非常に交通事故も多発をしているというよう

なことから、そうしたものを解消したいという、そういう思いは非常に私も理解できます。それとは別に、現

在、先ほど部長言いましたように定番線の整備を行っていますけれども、これ私は聞いているところによります

と、これは学校の統廃合のときのいろいろなそれに付随した跡地利用の中での話であったというふうに私はお聞

きをしておりまして、堤防上をバイパス化をしていくための定番線の整備であるという認識には私はないという

ことがまず１点でございます。 

 それで、まずバイパス化を先行してやったらどうかという御意見でございますけれども、これは部長が答えた

とおりでございまして、一体化でやると。県のほうも和気橋との架け替えとも一体化だというように言われてい

ます。それが可能になるかどうかというのはなかなか分かりませんけれども、我々としてもそうした姿勢で取組

を進めてまいりたいと考えています。私が素人目に考えましても、和気橋の吉井川の右岸側へ出るところがバイ

パス化をしても、これは大型車は橋を渡るのに非常に難しいような状況にもなっています。そういうことも県の

ほうも考えられているようでありまして、一体化がいいだろうというようなことは県のほうもこの間の５月２９

日のときにもそのように答弁があったというふうに私は認識をしています。 

 万代議員の思いは強く受け止めますけれども、現状として、和気町の取り組む課題とすれば、和気橋の架け替

え、それとバイパス化ということで進めてまいりたいと思います。 

 それで、１点付け加えさせていただきますと、今の県道は２車線同時に歩道があるということで、こうした道

のバイパス化はなかなか難しいと、まだまだ細い県道があるんだというようなことを常々県の幹部は言いますの

で、そういうところも含めながら要望としては強くしていきたいというふうに考えていますので、御理解よろし

くお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 今答えていただいたんですけど、ネックというのを私は、今西本部長がお答えになった

のは、こういう場所はネックになるんじゃないかというようなことで２か所ほど言われたんだと思うんですけ

ど、私のイメージとしてあるのは規制とか制約、堤防の上を道路にして使うということが法的にどういうふうな

いろんな制限があって時間がかかるとか、そういうことが聞きたかったんですけど、また個別に聞かせていただ

きたいと思います。 

 それから、町長に答弁していただいたんですけど、今やってる辺地債というのは、学校の跡地の問題があった

ときに本地区のほうからの要望で、環太平洋大学の野球部の学生が和気、熊山方面へ出るのに便利であるから、
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あそこに辺地債でＹの字の道路を造って、堤防道路に出ることをお願いしたいということだったと思います。そ

ういうことはそういうことなんですけど、堤防道路を利用するわけですから、その堤防道路をバイパス化して使

えるほど整備しようということが言いたいわけであって、町長が言われるようなのは県と同じことを言われとる

わけで、結局架け替えと県道というのは同時進行でやっていかなければいけないと言われても、それは理解でき

ないというか、納得できないですよ。説得できますか、そういう答弁で。先行してやってどっかに何か問題があ

るんですか。そう思いますね。それは予算的なことはありますよ、いろいろ。だけど、どっちが先であれ、どっ

ちが後であれ、それはそれでいいことじゃないんですかね。決して問題じゃないと思うんです。 

 時間がないんでこれでやめますけど、またいろいろ御相談に乗ってはもらいたいと思うんですけど、和気橋の

架け替えと道路のバイパス化、それが和気町の優先順位１番の喫緊の課題と、こういうふうにそういうことでや

ってきたわけですね。そういうことを県のほうにも訴えておるわけですけど、そういうことであれば、バイパス

化というのを先にやったって何の問題もないと私は思いますし、むしろ今の橋の状況から見て、先にバイパス化

をやるほうが自然だと思いますね。私はそう確信しております。また、話をさせてもらう機会を持ちたいと思い

ます。 

 これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（当瀬万享君） これで万代哲央君の一般質問を終わります。 

 次に、１１番 西中純一君は質問者席へ移動してください。 

 １１番 西中純一君に質問を許可します。 

 １１番 西中君。 

○１１番（西中純一君） 今回私は２問質問をさせていただきます。 

 まず１問目に、さらなる和気町の産業振興をということで質問させていただきます。 

 まず、小さい項目で、産業振興というのもいろいろありますけれども、取りあえずのもうすぐに来ていただい

てもいいような場所というのがここに列記しております。小坂というとこにある美作岡山道路の料金所の残地で

すね。有料じゃなくて無料にしたということで、県として不要になったということで、町を通じて募集をしてい

るというふうなことがあると思います。それから、昨日も同僚議員からもありました日笠小学校の跡地、それか

ら山田小学校の跡地、それから日本弁柄というのがあります。これ特に新人議員なんかよく御存じじゃない、特

に和気の人はあまり御存じじゃないかもしれませんけど、同和鉱業の関連のそういう工場があったんですが、こ

れが佐伯町と和気町合併前に町へ寄附されたというふうな、そういう土地が、山の間の狭小な土地であまりどう

かは分からないんですけど、町の物件としてあります。それから、苦木のクリーンセンターの用地が一部使える

のではないかということで、これは若干、プラスチックから石油をつくるような、そういう話があったやにも聞

いておりまして、そういう企業誘致、そういう中小企業の誘致をしてはどうかということで質問でございます。

その前の前提を説明が遅れましたけれど、今までの企業誘致、私が議員になってからでは岡山和気ヤクルト工場

が進出したとか、それから今現在進行中の備前化成もそろそろ工事が始まるのではないかと思いますけれども、

そういうところが来てるわけですけれども、なかなか現状の話を聞くと、ヤクルトもいわゆる本社採用というこ

とで、あそこの会社のパートじゃない普通の雇用という形ではあまり採用が最初はなかったと、今どういうふう

になってるか、詳しいことは分からないんですけれど、というふうなことがあり、また備前化成は熊山からこっ

ちへ来るということで、直接の雇用にはなかなかつながりにくいというふうなことがあるということで、その次

の雇用につながるような戦略を練っていく必要があるということで、この人材、雇用に効果があると思われる、

大企業よりも中小企業のほうがあるということで和気町に誘致する必要があるというふうに思ったので、このこ

とについて質問をさせていただいてるところでございます。 

 それから２番目に、工業用地について、佐伯地区で一旦農協のライスセンターの前に今の矢田の物件よりもも
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っと広い１０町歩程度の開発というふうなこともあったんですけれども、いわゆる農業者とか、いろいろな反対

とか、あるいはかなりかさ上げをしなければならないということで、造っても高いものになるというふうなこと

で、これはできなかったということがあったわけで、それが矢田のほうに結局変わっていったというふうなこと

があったと思います。 

 そういうことで、さらに今後、佐伯地域では昭和地区だとか、塩田地区、あるいは和気では石生地域、あるい

は働、吉田の奥のほうというほうにもあると思いますし、あるいは日笠地域にもかなりのそういう土地はあると

思います。そういうふうなところも含めて、工業用地の開発ということはできないのだろうかというのが２番目

です。 

 それから３番目には、和気町は今、農産物ではネギ、それからナス、それからぶどう、あるいは田土のサンシ

ョウなど、いろいろと農産物がある程度の産地化というんですか、ある程度生産量が大きくなって、名前も知ら

れてくるような状況になってると思います。そういうものを利用して、それを加工するような会社を興すと、起

業すると、そういうふうなことが奨励できないかというのが３番目でございます。 

 まず、そういう和気町の産業振興をということでよろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 失礼いたします。 

 それでは、西中議員からいただきましたさらなる和気町の産業振興をといった御質問のうち、１番目と２番

目、現在ある物件美岡道等の用地に関する中小企業の誘致と、それから工業用地の新たな開発することができな

いかという２点につきましては、産業振興課長を御指名いただいておりますが、私のほうからお答えをさせてい

ただければなというふうに思っております。 

 それではまず、要旨の１番目の現在ある物件を活用した中小企業の誘致ということでございますが、もちろん

町といたしましても、企業の大小を問わず、町有地または民有地に企業誘致ができればというふうには常々考え

ておる状況でございます。そういった中で、御質問いただきましたものにつきまして、順次状況等についてお話

をさせていただければなというふうに思います。 

 まず、美作岡山道路の用地につきましては、まずこれは県有地であるということから、町が主導した企業誘致

といったものは行っておりませんが、企業から問合せがあれば、岡山県と連携して対応すると、そういった形で

のやり方をやっております。ここ数年で何件かのお問合せをいただいておりますが、誘致にまでは至っていない

という状況でございます。所在地の関係上、上下水道とかが遠いということで、それの整備を別途すると費用が

かさむと、そういったあたりのことから、一反はお問合せがあるんですけれども、話を進めていくうちに、やめ

とくといった形でそこまで至っていないというケースが何件かございました。 

 それから、旧日笠小学校、それから旧山田小学校につきましては、これは私どものほうでも過去にまち経営課

のほうでどうにかサテライトオフィスとかで誘致できないかなということでいろいろと検討したんですけれど

も、最終的にそこまで実施まで至ってないというのは一つ現状としてはございます。 

 それ以外では、昨日の一般質問でも出ましたように「みんなの廃校」プロジェクトに応募をしているというこ

とですので、今後はそちらの経過を注視してまいりたいというふうに考えているものでございます。 

 それから、日本弁柄の工場跡地につきましては、先ほど議員のほうもおっしゃられておりましたが、谷間の狭

隘なところに建っていると、斜面に建っている部分というのがございます。それからあと、建造物自体もかなり

老朽化をしておりまして、ここにつきましては、企業誘致には向く土地ではないというふうに考えておりますの

で、ここへ企業というものは町としては考えていないという状況でございます。 

 それから、最後にありました苦木の生ごみ資源化センターにつきましても、現在具体的なものはないというの

が現状でございます。 
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 次に、２番目の工業用地を新たに開発することはできないかという御質問についてですが、こちらも企業誘致

を進めていく中で、企業が求める要件といたしましては、工業用水の確保、それから交通アクセスのよさ、そし

て浸水や土砂災害の危険性の低さ、そういったようなものを上げられるところが多うございます。そういう観点

から見ると、和気町内で工業用地の開発に向いている適地が非常に少ないと、もちろん農業の関係の制約もござ

いますしということで、なかなか取りかかるにしてはハードルが高いと、実際につくった場合でもそういった浸

水想定区域とか、そういったところで敬遠されるというようなケースがございますので、そういったようなもの

で、今、町といたしましては、新たな工業用地を開発しようということは考えてはいないという状況でございま

す。 

 企業誘致に当たりましては、企業から問合せがあった場合には、今現在は希望に応じた土地があるかどうかと

いうのを町のほうで確認し、可能であればこういうところがありますよということで御紹介をするといった対応

にさせていただいております。 

 以上が西中議員への答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 産業振興課長 岡君。 

○産業振興課長（岡 恵一君） 失礼いたします。 

 それでは、要旨３の農産物ネギ、ナス、ぶどう、サンショウなどを加工する会社法人を起業することを奨励で

きないかの御質問にお答えいたします。 

 農産物のネギやナス、ぶどう等につきましては、各農業者がそれぞれ経営方針に基づいて栽培、出荷されてお

り、その中には個人農家から経営を法人化し、法人として農業を行っている農業者の方もおられます。 

 個人農家の方が経営を法人化したいという相談があった場合、県の農業普及指導センターと連携し、法人化ま

でのサポートを行っており、個人経営の方の法人化の支援を行っている状況でございます。 

 また、町では、特定創業支援等事業としまして、他市町との合同で創業塾という創業についての研修会を行っ

ており、この創業塾を受けた方で、町内で創業する場合１０万円の補助金を交付いたしております。 

 御質問の加工という点につきましても、このような制度の御案内をさせていただき、会社法人の起業に向けた

総合的な支援を行ってまいります。 

 町内に農産物の加工を行う法人が増加することは、町の農業振興にもつながりますので、様々な角度からの支

援策を今後も検討していきたいというふうに考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） １１番 西中君。 

○１１番（西中純一君） 再質問をお願いします。 

 かなりなかなか企業誘致というふうなのは難しい点もあるというふうなことです。いろいろと努力をしていた

だいてると思うんですけれど、ぜひともさらなる雇用増を目指して、ぜひよろしくお願いしたいと思うんですけ

れど、最初の現在あるそういう物件についての企業誘致ということで、中小企業を中心に、今小坂のほうは工業

用水、あるいは下水とか、そういう問題が整備されてないというようなことで、残念ながらつながっていかなか

ったというふうなこともありました。学校の物件ではいわゆる事務所なんかとしてはすぐに、まだエアコンも使

えるでしょうし、実際にそういうサテライトオフィスというものはあり得ると思うんですけれど、そういう面を

もっと強化していっていただきたいというふうに思うんですけれど。 

 それから、私が１つ聞いてるのは、苦木のクリーンセンターの用地を貸してもらって、そこにプラスチック等

からオイルをつくるようなプラント、そういうものをできないかというふうな話があったということは、その申

出をするという方から話を聞いたというふうなこともあったんですけど、その点は何も前へ行かなかったという

か、即断ったというか、そういう形になってるんですか。その辺の問題は何かあったのか。その点を教えていた



- 65 - 

だきたい。 

 それから、工業団地ということでは、佐伯でも昭和地区というふうなところで佐伯のライスセンターの前は水

害があるとか、いろいろ問題あったわけですけれど、そういうところだとか、あるいは和気では働だとか、そう

いうところでも若干運輸関係というか、そういう話があったということを、以前は聞いていたこともあったんで

す。そういう点でまだ何ぼか石生地域はいわゆる土地改良区の制限があって、すぐにはそういう規制を外すと

か、そういう問題もあって、開発がなかなか難しいかなとも思うんですけれど、その点も含めて、さらなる検討

というか、そういうのができないんでしょうかね。というのを思っております。 

 それから、農産物の加工という点では、もう既に岡山県の有名なお菓子業界ではぶどうだとか、そういうもの

を利用していろいろ作ってるということもあるので、ぜひそういう、それから現実に谷尾工業さん、そういうと

ころがいろいろと食品については前を行かれて、日本でもかなり有名な、そういう工場だというふうなことも聞

いております。 

 そういう点も含めて、すぐにはできないかもしれませんけど、今後とも探していただきたいというふうに思っ

ております。 

 以上、答弁がありましたらよろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） まず、１点目の苦木の生ごみ資源化センターの関係ですけども、廃プラスチックを活用

した油の精製というような話も、実は私が議員のときにもその話を私も聞かされていました。私が町長になって

からも、そういうことでお尋ねがあったということもございますけれども、それ以降、その話はそこの違う方向

転換するといいますか、そのことについてはもうなくなっているというのが現状でございます。 

○議長（当瀬万享君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 失礼いたします。 

 先ほどの再質問でいただきましたそういった働とか、そういったほかのところでできないかと、石生のあたり

とか、議員がおっしゃられたように例えば農業の関係とか、受益地であるとか、いろんなもので制約があるとい

うことで、もちろんやりにくいといったもの少し大きな原因としてはございます。 

 それから、例えば働のあたりだとＪＲの山陽本線が走ってますので、あそこらあたり広大な土地をとかという

ふうになってきますと、少し難しいものがあると。そういうＪＲを突き抜けていくというのはなかなかハードル

が高いものがありますので、そういったようなところへ経費が多数かかるというようなことで、なかなかそこが

採算的に合わないんじゃないかなというようなこともございます。そういったようなものから考えて、適地がな

かなか少ないといった最初の御答弁になってるという状況でございます。 

 やはり企業のほうが求める、特に大きな企業になればなるほど、アクセスとか、そういったようなところを重

要視されます。それから、企業によっては大量に水が要ると、そういうようなことでなりますので、町のほうで

何かオーダーメードでつくるというようなことであれば可能ではありますけれども、先に工業団地という形でつ

くっておいて、例えば製造業、どんなもんでもいいですよといった形で募集かけるというのが結構難しかったな

というのが、工業団地の公募をかけたときの町としての実感でございまして、そういったような中で行くと、や

はり企業様のほうからこういった要件の土地が欲しいというようなことを受けた上で、町として適地を探すとい

ったと対応にせざるを得ないのかなというふうに考えているのが現状でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） １１番 西中君。 

○１１番（西中純一君） 最初に、町長のオイルを作るプラント、その点についてはそういう話が消えてしまっ

たということで、非常によく分かりました。 
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 それから、町内のそういう農業振興地域というふうなことだとか、あるいは働はＪＲの問題があって、かなり

それは難しいというふうなことで、承りました。なかなかこの企業誘致というのは非常に難しいというふうなこ

とは、佐伯地域で以前桃谷順天館というのが今ありますけれども、あそこも群馬の沼田金属というふうなところ

が来る予定だったんですけれど、それが途中挫折をして、大阪の化粧品会社に変わるというふうなことがあった

り、あるいはヤクルトにしてもニッセイという違う飲料会社がキャンセルをした後、その後からヤクルトという

ふうなことに変わったという、長年かかって企業誘致は行われてるというふうに思います。それに比べて、また

備前化成は突然来たような感じがあって、いわゆる赤磐市に土地を求められる予定だったんで、それが成功しな

かったということでうちに回ってきたというふうなことを聞いているということでございます。ぜひ今後とも、

和気町はこれから美作岡山道路、これもかなり遅れておりますけれども、それのインターと、それから和気イン

ターとできる、それから美岡も山陽道へ将来的にはつなぐということで、瀬戸地域にジャンクションの工事もど

んどんやっているようには見えないんですけど、少しずつやってるというふうなことで、将来的にはいろいろと

そういう可能性もあるというふうに思われるので、ぜひともこの消滅可能自治体とかと言われないようにぜひと

も今後とも産業誘致というか、雇用増に向けてぜひ努力をお願いしたいというふうに思います。 

 ということで、２番目の新しい告知放送、次の質問に行かせていただきます。よろしくお願いします。 

 先日、新しく契約変更ということで８，０００万円程度でしたか、告知放送の契約変更という議案が出されて

おりました。私が聞いたところでは、７５歳以上の方がいらっしゃる世帯というのは１，６００件ぐらいあると

聞いております。それに比べると、７２７件の方が７５歳以上の方でつけているということで、見ると、４５．

４％ということで、まだまだつけてもらうべき人につけてもらっていないんじゃないかなということでありま

す。ぜひそういうつけるべき人に１００％、それからつけた後もそれをうまく利用していただくと、そういうこ

とが必要だというふうに思いますので、今までの説明会だけではなかなか皆さんよく分からなくて、うちの地区

でももう音が小さくて困るんだとか、あるいは前の告知端末でよかったんではないかと、今ではわざわざそうい

うスマホなんかだったら自分で操作しないと聞けないとか、そういう点もあって、本当の意味では、このままで

は災害が起きては即対応ができないんじゃないかと、いろいろ、いつ来るか分からない、そういう災害というふ

うなものを考えると、もう少しそういう１００％利用していただく努力が庁舎を挙げて、役場を上げて取り組む

必要があるのではないかというふうに思うところであります。そういう点で、今後ぜひ努力をよろしくお願いし

たいと思います。 

 それから、具体的に言いますと、緊急時に今、国のほうでも気象庁のそういう緊急時には赤磐市に何かあって

も、佐伯の昭和地区あたりではそういう水害の危険があるというふうなことで、携帯に直接自動的に音が出てく

るというふうなことがあるわけでございます。ぜひとも緊急時にはそういうスマートフォンでも自動的に音や文

字を発するように改善できないかというのが質問の要旨でございます。ぜひよろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 失礼いたします。 

 新しい告知放送に関する西中議員からの御質問にお答え申し上げます。 

 まず、１点目の御質問であります導入すべきところに普及できているかについてでございます。 

 先ほど議員おっしゃられました７５歳以上の方に対して普及率が低いのではないかという御質問に関しまし

て、確かにタブレット端末自体の普及率についてはそういった数値のほう出ておりますが、一方で、我々も各地

区、告知端末の説明をするに当たって、７５歳以上の方でもスマートフォンをお持ちの方はふだんスマートフォ

ンを利用しているので、そちらで活用していけば十分足りるという方も一定数いらっしゃいましたので、そうい

った方の普及もあるということをまず第一に御認識いただければというふうに思います。 

 今回この新しい告知放送システムにつきましては、主にスマートフォンでアプリを使用していただき、いつで
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も、どこでも、どこにいても告知放送が利用できるシステムを導入いたしております。スマートフォンアプリに

つきましては、広報「わけ」や町ホームページにおいて詳細なアプリのインストールの方法を掲載し、町民の皆

様方及び町外の方に向けても広く周知いたしております。この町外の方というのが御親族、息子さん、お孫さん

の方についても、町内におられる御親族の方への情報の取得の一つとして利用していただいてるというような声

もいただいております。 

 また、スマートフォンを持たれてない方や高齢者などにも配慮し、告知放送専用のタブレット型の告知端末を

整備いたしました。この告知端末については、希望者に配布しており、引き続き告知放送を御利用していただけ

るものとなっております。 

 しかしながら、希望者の中には身体的な理由などにより、御自身で申請が行えない方もおられると認識をいた

しております。そのような方々においては、区長の皆様方をはじめ、民生委員の皆様方にも御協力いただきなが

ら、代理での申請などを通じて告知放送を利用したい方には確実に告知端末が行き渡るよう町としても心がけて

いるところでございます。 

 次に、持った人に１００％利用していただくための努力についてでございます。 

 若干趣旨がそれるかも分かりませんが、ほかの自治体の先進事例も踏まえながら、告知放送のみではなく、例

えば、高齢者向けには健康アプリ、また例えば、若い人向けには子育て支援アプリ、そういった幅広い世代に日

常的に利用していただけるようなコンテンツと、しらせあいとの連携について、議員御指摘のとおり今後町を挙

げて検討する必要があるのではないかというふうに財政課としても考えております。 

 次に、２点目の御質問である緊急時にはスマートフォンでも自動的に音や文字を発するように改善できないか

についてでございます。 

 現時点でスマートフォンに対しては自動的に告知放送の音声を流すことができておりません。その理由といた

しましては、告知放送が配信された際のスマートフォンの利用者の状況が様々であり、場合によっては利用者や

その周りの方に御迷惑をおかけする可能性もあるため、平常時、緊急時を問わず、スマートフォンには自動的に

音声が流れないシステムとなっております。 

 しかしながら、スマートフォンにおいては、携帯の通信事業者がＪ－ＡＬＥＲＴや緊急地震速報など、緊急情

報を自動的に発信するサービスを提供いたしております。この機能は、緊急情報をスマートフォンが受信した際

にスマートフォンの音量設定を問わず、自動的に警告音を鳴らし、文字情報を通知するものとなっております。 

そのため、緊急時においてはこの通信事業者の機能も御活用いただき、安全確保につながる行動をしていただけ

ればというふうに思っております。 

 最後になりますが、新しい告知放送の運用を開始し、約３か月が経過しようとしております。議員の皆様方を

はじめ、区長の皆様方、町民の皆様方からも運用面並びに操作方法について様々な御意見をお伺いしているとこ

ろでございます。今後の告知放送の運用に当たりましても、町民の皆様に定着していただけるために利用者の声

をできるだけ反映させるよう開発業者とも密に連携を取りながら進めてまいりたいと思いますので、引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

 以上、御答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） １１番 西中君。 

○１１番（西中純一君） じゃ、大体分かりましたけれど、いわゆる申請するのになかなか困難を感じている方

もいらっしゃるということで、その辺がもう一遍、区長がどうのって言われたんですが、その点をもう一遍、今

後どのようにしていくかということをお尋ねしたい。それで、どれぐらい、タブレットというんか、予定ではこ

れで、今５００プラスということで、７００が１，２００とか１，０００、もうそういう目標値というふうなも

のはお持ちなんですかね、これぐらいに普及しようというふうな。 



- 68 - 

 それからもう一つは、高齢者には健康情報が見れるようにできるとか、そういうふうなこともあって、今後そ

ういうアプリの、多少そういう変形というんですか、応用というか、改良というような点は今後ともいろいろと

できるんでしょうか。ぜひできるんであれば、いわゆるこれから交通問題にも多分応用できるんじゃないかなと

いうのは、私は思ってたんですけれど、その点を教えてください。 

○議長（当瀬万享君） 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） まず、先ほど答弁の中でも申し上げました身体的な理由、なかなか家から役場まで

申請に行けないというような声を区長はじめ、民生委員からもそういった声を多く受けております。場合によっ

ては町職員が御家庭のほうに行って、その場で申請書を書いてタブレットをお渡ししたり、場合によっては区長

が代理、あるいは民生委員が代理で役場で申請書を書いていただいて、それをまた職員のほうが届けるといった

形で、なかなか家から出れないような方について、必要な方については、そういった支援のほうも進めていると

いう状況でございます。 

 目標値につきましては、今回追加の議案で５００台整備のほうを上程させていただいて、今後、今、１，００

０弱で止まっているんですけれども、公共施設や福祉施設、あるいは追加で、また年度が変わって申請等も考え

られますので、向こう５年間並びに１０年間の必要な台数を現状確保しているというような状況でございます。 

 最後に、高齢者等、日常１００％町民の方が利用していただくような町としてできることということで、例え

ば先進事例、よその自治体では脳トレアプリ、タブレットあるいはスマートフォンで痴呆、物忘れ対策のような

アプリも利用している自治体もありますので、高齢者に関してそういった物忘れにならないようなスマートフォ

ンあるいはタブレットのアプリを毎日一定時間利用していただくようなサービスもよその自治体で行われており

ますし、また公共交通に関する利用に関しても先進事例もございますので、そういった事例も調査研究を行いな

がら、進めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（当瀬万享君） １１番 西中君。 

○１１番（西中純一君） 時間もなくなりましたので、まとめをさせていただきます。 

 ６億円というふうなかなりの予算を使って新しい告知端末を導入しているわけであります。ぜひともその効果

が十分に町民に行き渡って、その災害時には困らないようなそういう利便性が供与できるような体制にぜひ、役

場、町全体で取り組む必要があると思います。そういう点で、ぜひまた御努力、御協力よろしくお願いします。 

 以上で終わります。 

○議長（当瀬万享君） これで西中純一君の一般質問を終わります。 

 ここで場内の時計で、１０時４０分まで暫時休憩とします。 

               午前１０時１９分 休憩 

               午前１０時４０分 再開 

○議長（当瀬万享君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 次に、６番 山本稔君に質問を許可します。 

 ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） それでは、議長から一般質問の許可をいただきましたので、私からは、通告どおり２点

質問をさせていただきます。 

 まず１点目ですが、私大分前から農業のもうかる化、そういうことを常々質問してきて、取組も少しですが手

伝わせていただいたり、いろいろやっております。そこでまた、今回も稲作の農家、小規模農家についてもうか

るようにしていただきたいと思って、また今回質問させていただきます。 

 オーガニックビレッジ宣言を町としてされて、オーガニック米を生産して、高く売れないかというのを私も発

案して取り組んでいただいておりますが、給食について、オーガニック米を使って給食に出していただくという
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取組は始まっておりますけれども、これ以外にそういうオーガニックでない慣行農法、それについて、今までの

化学肥料を少しでも使わないような特別栽培米とかありますよね。そういう農家に対してちょっとでも高く買っ

てもらうような仕組みができないかなと。取りあえず高収入を農家が得るためには、高く買ってもらうところが

ないと高収入にはなりません。そして、今、オーガニックをしているのは、私は農薬とか、それから除草剤とか

使わないので、その分経費がかからない。それで、オーガニック米は高く買っていただけるんじゃないかという

ことで、もうかるようになるということで取り組んでおりますが、そこの慣行農法でも極力農薬をできるだけ使

わずに、そして機械化を、機械がないとどうしてもできませんので、機械をなるだけ使わないで、借りたり、使

い回しをしたり、そういうことで少しでも高くもうかるようになる農業を展開していければなと思っておりま

す。 

 そういうことで、その後、ふるさと納税の返礼品とかも吉備中央町が取り組んでいるようなことはできないか

も分かりませんが、ふるさと納税返礼品がある限りは、町産のお米を少しでもそこらで使って、少しでも高く買

ってもらったらと思っておりますので、そういう取組もどうなのか、お聞きしたいと思います。 

 それから、小規模農家、さっきも言いましたように機械の貸出しをしていただけば、大分助かるんじゃない

か、そしてよそから来て、新しく農業を始めたいんだが、小規模だと機械も買わなければいけないし、それから

土地も少しなので、大きい機械は要らないと、少し小さい機械があればいいなというようなところもあると思い

ますので、そういうところに貸出しができるような機械を蓄えて、整備だけして置いておくと。それで、貸出料

金を決めて貸し出すというようなことができないか。そこら辺のことをお聞きしたいと思っております。 

 私も小規模農家なんで、機械は買いたいんですが、機械高い、もう機械１台買うと何百万円ですよね。それを

元を取るのは、もうその機械が次買い換えるときまでに元が取れるかというたら、もう元が取れないような状

況、もう赤字赤字で、機械貧乏というところがほとんどだと。今、もうかっているのは大規模な、たくさん作っ

ているところの農家ぐらいしかもうかってないと思っております。小規模でも少しでも生産の努力、そういうな

のに見合った、対価がもらえるような仕組みを町として何とかつくれないかなと思っております。 

 オーガニックビレッジ宣言をして、オーガニック米のほうではいろいろな取組ができて、これから進んでいく

と思いますが、そういうふうな中にこの機械化を、機械を貸出しとか、特殊な機械がありますよね。オーガニッ

クでも除草機とか、そういうなのは高いですから、そういうなのを買って貸し出すとか、そういうふうなことが

できないか、そこら辺を少しお聞かせいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 副町長 今田君。 

○副町長（今田好泰君） 山本稔議員の水稲農業の高収入化の取組はという御質問にお答えさせていただきま

す。 

 最初に、給食に町産米を使用することについての御質問ですが、現在町内の小・中学校で使用している給食に

つきましては、岡山県学校給食会を通して調達した町産米を中心に使用している状況であります。 

 また、昨年度、有機農業事業の推進、ＰＲを目的に化学肥料と農薬を使用していない米を２か月程度学校給食

で使用しており、今年度におきましても使用予定でございます。 

 給食に町産の有機米を使用することにつきましては、安定的な供給ができる体制づくりが必要となります。子

供たちに有機米を食べてもらうことで安心・安全な有機米を知ってもらい、また有機農業の推進、普及が進むこ

とで多くの農業者に技術を取得していただき、給食を一つの販路として確立させることで安定供給が可能とな

り、農業者の収入増にもつながると考えております。 

 議員から御提案いただきましたとおり、給食は有機米、有機農業を周知、普及させるための絶好の機会である

と捉えております。 

 今後とも、従来の農業の普及と併せて、有機農業の普及推進に努めてまいりますので、引き続き御協力をよろ
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しくお願いいたします。 

 次に、２点目のふるさと納税の返礼品に町産米を使用することについての御質問にお答えさせていただきま

す。 

 ふるさと納税の返礼品に町産米を使用することにつきましては、町産米のＰＲ、水稲農業の振興において大変

有意義なものであると認識はいたしております。米は日常消費されるものであることから、リピーターの獲得も

期待できますので、ふるさと納税制度を新たな販路の一つとして出品いただき、返礼品のラインナップに町内産

の米が増えていくことは町としても歓迎すべきことでございます。 

 しかしながら、ふるさと納税の寄附者から返礼品の申込みがあった際、生産農家が行う発送作業や関係機関と

の調整に係る手間がネックになっている現状がございます。 

 ふるさと納税の返礼品での町産米の活用は農業振興にとどまらず、地域の活性化や町のＰＲにつながります。

今後は、近隣自治体の事例等も参考にしながら取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、３点目の小規模農業に機械貸出しはできないかという御質問にお答えさせていただきます。 

 現在の農業を取り巻く環境は農家の高齢化や若者の農業離れ、農業生産資材の価格高騰、生産コストの上昇に

対して販売価格が上がっていないことなど、依然厳しい経営環境にございます。農業用機械は高額であり、その

支出が農業経営に与える影響は大きいものであると認識いたしております。議員御提案の小規模農業に機械貸出

しはできないかでございますが、農業機械貸出事業を導入した場合、十分な数の機械を確保することが難しいこ

と、農業機械の使用時期が重複すること、故障の際の修繕等、課題が多く、導入につきましては慎重に判断する

必要があると考えております。 

 農家の農業機械の確保は継続的な農業経営における大きな課題であります。農業振興は継続的な支援が重要で

あると十分認識しており、今後とも充実した農業支援に取り組んでまいりたいと考えておりますので、その点は

御理解いただきますようお願いいたします。 

 以上、御答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） ありがとうございます。 

 まず、給食についてはこれからも取り組んでいただけるということで、ありがたく思っております。ですが、

生産農家の増えていくような方策がないと、給食１年間全部賄えるということはまだ不可能だということで、こ

れは農家の人が給食にこれくらいのお米が必要で、こういう買っていただけるからこういうふうなオーガニック

の取組をして生産をしてほしいという訴えがもう少し要るんじゃないかと私は思っております。それで、そうい

うな取組をしていただける農家には、今も指導とか、いろいろと講習とかされるような方策があると思っており

ますので、そこら辺の参加を積極的に促していただければと思っております。 

 それから、ふるさと納税の返礼品についてですが、これ私も伺っております、手間が大変なんだと。私もイン

ターネットで売るのに小さい袋に詰めて、それから名前とかああいうのを打ち込んで袋に貼ったりして出す、そ

うふうな手間はかなりかかりますね。それから、今の需要が、大きい３０キロ袋とか２０キロ袋、そこら辺はあ

まり需要がないんですね。５キロ、１キロ、それから多くて１０キロですね。そういう小さい袋で売らないと、

なかなか売れないような感じになっておりますので、そういうところを含めると、袋の購入費とか、それから詰

める手間、そういうふうなこともありますので、大量に出るようになると機械化が必要ですね、袋詰めの機械と

か。そういうところがありますので、そういうふうな仕組みづくりを最初に町として取り組んでほしいなと思っ

ております。場所、生産者が持ち込んで、そこで袋詰めをしたりすればできるようなところ、それから保存もし

ていかないといけないと思いますので、農家だけで保存がなかなか難しい場合は、そういうふうな保冷ができる

ようなところと一体化した設備を造っていただければなと私は考えているんですが、オーガニックビレッジの取
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組の中でそこら辺のことができるんじゃないかと私は思っております。それから、販売のほうも一体的に取り組

まないといけないということで、給食やふるさと納税がうまくいけば、ブランド力がまた販売力に変わっていく

んじゃないか。ふるさと納税返礼品でおいしかったというようなリピーターが増えれば、それがそのほかのお米

もおいしいということになって、販売力も伸びるような方法になると思っております。 

 取りあえず和気町産のお米をいろんなところで使っていただきたいんですが、今慣行農法ではなかなか差別化

が図れないので、低農薬とか、それからオーガニックを奨励して、そこら辺を小規模な農家にお勧めをして、こ

ういうところが手間なんですがこういうところがいいですよというような、いいところをアピールして増やすよ

うにしていかないと、耕作放棄地がだんだんと増えていくような感じになっておりますので、そこら辺で歯止め

をかけたいなと思っております。そういうところで、拠点づくり、ここら辺はどういうふうな感じで考えておら

れるか、もう考えておられないか、そこら辺をお聞かせください。 

○議長（当瀬万享君） 副町長 今田君。 

○副町長（今田好泰君） 団地化で拠点の場所をもう決めているのかということでございますけど、団地化を可

能な場所については、担当課のほうで候補地を選定しております。これから農家と話合いをした中で、どこに持

っていくか、決定させていただきたいと思います。 

 それから、先ほど仕組みづくりという御提案がございました。当然そういった仕組みづくり、これからつくっ

ていかないといけないと思っております。付加価値をつけた和気町ブランドとして流通させるためにはどうした

らいいのか、協議会の中ではいろいろこれから話を進めていきますが、今年度ブランドロゴデザインを今の協議

会独自で、ＪＡＳ規格とか、岡山県が決めてる有機無農薬とか、いろいろハードルが高い面もございますので、

和気町独自のブランドを考え、ロゴをつくって、今の米の袋に貼っていただき、流通させていくことも考えてい

かないといけないということで、当然その前には場所の選定をして、農家が少しでも多くオーガニック米を作っ

てもらうようにＰＲしていかないといけないのが第一番なんですが、そのあたりを含めて、今、検討をいたして

おります。 

○議長（当瀬万享君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） なるたけこれもオーガニックビレッジ宣言も期間がございますので、その間になるだけ

たくさんのことができるように計画をしていただきたいと思っております。 

 それでは、２番目の質問に移らせていただきます。 

 ２番目の質問は、町外からの新規就農者の課題点ということで伺っていきたいと思っております。 

 まず、和気町では和気町の奨励作物として夏秋ナスとか、白ネギ、それからぶどう、そういうところを作って

いただくと、補助が出るようになっております。そして、新規でよそから移住してこられて新規就農された方

は、その補助金ももらってやるわけですが、中にはその補助金目当てでもうすぐ帰られたりというようなことも

聞いております。それから、もう何年もたっておりますが、最初の頃に契約した農家と代替わりして、息子が代

わって土地の売買とか、それから契約も前の口約束だけではなかなかうまくいかないということが問題点出てき

ておりますので、私の聞いたところによると、いろんな問題点が出て、よそからの新規就農で定住率が悪いんじ

ゃないかというようなことも思っておりますので、そこら辺の定住率とか、そこら辺をお聞かせいただきたいと

思います。 

 それから、町のほうで新規就農について問題点をどのくらい把握されているのか、そこら辺の中の問題点もお

聞かせいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（当瀬万享君） 産業振興課長 岡君。 

○産業振興課長（岡 恵一君） 失礼いたします。 

 それでは、山本議員の町外からの新規就農者の課題点はの御質問にお答えいたします。 
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 まず、１点目の町外からの移住就農者はどのくらいかの質問でございますが、担当課で把握している過去１０

年間での移住就農者の人数は２４名でございます。 

 経営の作物としましては、町の振興作物であるぶどうや夏秋ナスで就農される方が多い状況でございます。そ

の他にも白ネギ、ハボタン、リンドウ、大麦、アスパラガスなど、多岐にわたっております。 

 移住前の居住地につきましては、近隣の兵庫県や大阪府、また東京等の関東圏からなど、様々でございます。 

 次に、２点目の町外からの移住就農者の定住率はどのくらいかの質問でございますが、先ほどの２４名のう

ち、現在も和気町にお住まいの方は２０名でございまして、定住率につきましては８３％でございます。和気町

から転出された理由としましては、体調を崩されて農業を辞められた方や、経営不振により離農された方、それ

から自己都合により住居を移られた方がおられることを把握しております。 

 次に、３点目の現在の問題点については何か把握してるかでございますが、町内町外を問わず、新規就農者が

増加することは、言うまでもなく本町の農業振興、農地の保全において大変意義深いものであると認識しており

ます。 

 本町では新規に就農しやすい環境づくりとして、新規就農準備講座の開催、資材ハウス、資材補助金の活用等

の就農支援事業、また本町とＪＡ、岡山農業普及センターが連携した就農営農相談を行っております。町外から

本町で就農を希望される方の中には、農業は自然と触れ合いながら仕事ができる、農業は自分のペースで仕事を

進めることができ、自分の時間を十分確保できるようなイメージを持たれる方もおられ、就農を目指していただ

くことはありがたいと思っております。しかしながら、農産物の生産は天候に大きく左右されること、繁忙期に

は休日返上で朝早くから夜遅くまで農作業に追われること、農業には一般的に農道や農業用水の管理、清掃があ

り、地域の方と協力して行う作業があること、また農産物の栽培技術の取得ばかりではなく、限られた時間と予

算の中で収益を確保することなどの農業の厳しさや大変さなどを就農相談の際に伝えていきたいというふうに考

えております。 

 新規就農者に限らず、既存の農家の方も含めて、持続可能な農業経営、継続的な農業経営は本町の農業振興に

おいて大変重要なことでございます。本町といたしましては、引き続きＪＡや岡山県農業普及指導センターと連

携して営農相談に応えていくとともに、農業者が健全経営、収益を確保できるよう支援してまいりたいと考えて

おります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（当瀬万享君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） ありがとうございます。 

 まず、定着率が８０％ということで、かなり高いと思っております。辞めて出ていかれた方は体調を崩された

とかの問題があった、私も聞いております。高齢で来られて、農作業をされて、それから病気になったというよ

うな方もおられたと思っております。そういうところはしょうがないと思っておりますので、経営面でもうから

なくなったというのは大変残念なことだと思います。そこら辺の指導はしっかりとＪＡとか農業普及センターと

連携してもうかるようにしないと、移住をして農業をしようかというような方が来てくれないと思いますので、

１番目の質問と重なりますが、和気町の奨励作物を作れば、もうかって何とかなるというようなことをＰＲして

いかないと、新規就農者は増えないのかなと。それで、私は新規就農者の方に来ていただいて、いろんなことを

していただきたいんですが、山間部の田んぼはほとんど作る方がいなくなって、原野に立ち返っているところが

結構多いんです。そういうところを新しくできることといえば、ぶどうを作ったりとかはできるというように聞

いております。それから、ぶどうだけじゃなしに、山ですので、葬儀に必要なさかきとか、それからしきび、そ

ういうのを作れば需要はあるんじゃないかと思っておりますので、そこら辺でもうかるようなところができない

かなといつも思っておりますので、そこら辺の新規就農者に対しての説明とか、そういうのはどのくらい、どう
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いうふうにされとんかお聞きしたいのと、口約束は今頃ないんだろうと思いますが、新規就農に来られて、農地

の貸し借り、それから売買、何年かしたら売ってくださいとか、そういうふうな契約があるんであれば、それを

書面に残して間違いのないようにできるようにというような仕組みがあるのかどうか。私らは今は作っていただ

きたいという田んぼの持ち主から、作る場合は契約で５年、１０年作りますよと、こういうふうな条件で作りま

すよというような契約をするようになっておりますので、そういうことを新規就農の方もやっておられるのか、

そこら辺のことをお聞きしたいと思います。 

○議長（当瀬万享君） 産業振興課長 岡君。 

○産業振興課長（岡 恵一君） 失礼いたします。 

 それでは、１点目の新規就農者に対する、どのような説明をしてるかということですけども、新規就農者の方

に御希望等があった場合、まず就農相談、事前の相談も含めてですけども、就農相談を行います。それは、先ほ

ども話もありましたように和気町、それから岡山県、それからＪＡも併せて就農相談を行いまして、就農講座に

勉強していただくとか、その次に農業体験研修であるとか、農業実務研修であるとか、そういう順番に応じて就

農に向けての、新規就農へのステップというところで進めております。あわせて、和気町の支援事業としまし

て、夏秋ナスであるとか、黄ニラであるとかの支柱の助成補助金があるとか、ハウスの助成があるとかというあ

たりのところをお伝えさせていただいております。あわせて、県の補助金事業にもし該当するようなものがあれ

ば、それも併せて説明をさせていただいている状況でございます。 

 それから、農地の貸し借りでございますが、代替わり等で少しトラブル的なというのがあるということでござ

いますが、農地については、基本的には利用権の設定というような制度がございます。これについては、農地に

ついて借手、それから貸手、お互いの中での賃借契約というようなところで、町としましては制度を説明する立

場でございます。なので、そのあたりで明確に契約というところで結んでいただくのが一番分かりやすいという

ふうに思います。その中でも明記できないようなものがあれば、別のもので覚書を交わすとか、そういったとこ

ろで紙に残すというようなことも説明する中で助言として入れれば、こういうことは解決できるのかなというふ

うに思っております。 

○議長（当瀬万享君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） 利用権の設定とか覚書を残しておれば、まず問題は発生するところがないなと思ってお

りますので、こういうのがなかったから今問題があるんじゃな、そこら辺のことを聞いておりますので、これか

ら農地の貸し借り、それから売買については、助言はできると思いますので、助言をしていただいて、新規就農

者の方が安心して和気町で農業ができるように努めていただきたいと思っております。 

 それから、新規就農で来られた方は農業でもうける予定で来られてる方が多いと思います。また、別に、移住

してこられて、家を買ったんですが、農地がついていて、そこを管理したりするのにいろいろ作ってみたいなと

いうようなこともあるんじゃないかと思いますので、そういうふうな新規就農でなし、家庭菜園的な、私も農業

興味が出てきたのでやってみたいなという場合を想定して、相談会とか、もしできればそこら辺のことも考えて

ほしいなと思っておりますので、そこら辺の、やってもいいというようなことがあれば考えていただきたいと思

うんですが、それはどうでしょうか。 

○議長（当瀬万享君） 産業振興課長 岡君。 

○産業振興課長（岡 恵一君） 失礼します。 

 移住者、それからそのほかの方で、家庭菜園的なところも含めての農業をやってみたいというところでござい

ますけども、全体的なところを含めて就農相談のほうへつなげさせていただいて、農業をやりたい希望的なとこ

ろであったりとか、気持ち的なところであったりとか、そのあたりのところも確認させていただきながら、家庭

菜園ではこんな感じですよ、それ以上のことだったらこんな感じですよみたいな、そういうお話をさせていただ
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けたら一番ベストかなというふうに思います。 

○議長（当瀬万享君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 失礼いたします。 

 実際に移住してこられる方で、なりわいとしての農業ではなくて、農地で家庭菜園的なことをしたいというふ

うに言われる方というのは結構多いです。そういった方でやってみたいという方では、移住のこっちの担当のほ

うでそういったようなことをされてる方に少し結びつけて、体験とか、教えてもらうとか、そういったようなサ

ポートは幾らかしておりまして、そういったことで農園のとこへお手伝いに行ってもらって学んでいただくと

か、そういったフォローはさせていただいておりますので、また今後産業振興課と調整して、そういったどれだ

け支援ができるかというようなことも考えてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） 今言われたように移住者の方、無農薬の野菜作りをやってみたいとか、そういう人も結

構おられるように聞いております。オーガニックビレッジ宣言をしたので、野菜の無農薬を自分で作ってるんだ

けど、余って、ほかに友達にあげるのはいいんですが、売ってもいいかなというようなこともあると思いますの

で、そこら辺もオーガニックビレッジ宣言をしたということもありますので、そこら辺の把握と、それからそこ

ら辺で副業として、少しこういうことをして、ちゃんとすれば売れる野菜になるというようなこともまたＰＲを

していただきたいと思っております。 

 私の質問は、いつもですが、農家が取りあえずもうかって、大規模農家はもうかっているんでしょうが、小規

模農家がもうかるような仕組みをぜひつくっていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いして、私の

質問を終わらせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（当瀬万享君） これで山本稔君の一般質問を終わります。 

 次に、５番 神﨑良一君は質問者席へ移動してください。 

 ５番 神﨑良一君に質問を許可します。 

 ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） ただいま議長に許可をいただきましたので、一般質問させていただきます。 

 少子化対策の一環として、町長は子育て支援策をどしどし進められています。私は、子育て支援は少子化対策

の一輪、片輪であると強く思います。そして、そのもう片方の一輪、これは公共事業、企業誘致等、和気町での

産業復興、この件については同僚議員それぞれから、農業も含めて、いろんな質問が出ました。そういう観点

で、両輪が順調に進んで初めて少子化が止まるのか、もしくは人口が増えるのかと思いますので、その観点で質

問させていただきます。 

 まず１点目、和気駅の周辺開発につきまして。 

 バリアフリー計画等の中で、和気町のエレベーターの設置案や、和気町北側駐車場の拡張案、これは町長が何

度か議会にも提案をしていただき、そのように進んでいると私は認識しております。ただ、この全体の和気駅周

辺を含めた、同僚議員の方からもありますが、この周辺開発は現在どのように町としては開発されようとして、

その中でこういうエレベーターだとか、駐車場があるのかというこういう位置づけ、要するに１０年先、２０年

先の和気町を見越した大きな計画の中にあるのか、ただ目の前のエレベーターだけ造ればいいと思っておられる

のか、そのあたりの考えをお願いします。 

 ２点目は、その中で長い目で見たとすれば、もしくはそういうふうに長期的な視野からあったとしたら、今年

度はどこまでどうしていくのか、これが２点目です。 

 それから３点目は、今日は私の一般質問の参考資料として、早島町の早島駅の一新と、早島町は駅を大改革し

て、にぎわいをつくっていくという、これは山陽新聞の５月２９日の朝刊の記事ですけども、これについて執行
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部としてはつかんでおられて、どのようにこの記事を見られて考えられたのか、そのあたりを教えていただきた

い。 

 そして最後は、和気町では同様のようなこの和気駅一括総合計画といいますか、そのようなことが事業として

できるのかどうか、このあたりについての考えをお聞きしたい。 

○議長（当瀬万享君） 産業建設部長 西本君。 

○産業建設部長（西本幸司君） 失礼いたします。 

 神﨑議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の現在和気駅周辺をどのように開発していこうと考えているかについてでございますが、社会の

高齢化が進む中、シルバー世代やハンディキャップをお持ちの方などが安全・安心に公共交通機関を御利用いた

だける環境を整備するために、現在和気駅へのエレベーター設置に向けてＪＲと協議を進めているところでござ

います。あわせて、和気駅の利用促進のために駅前駐車場の拡幅についても検討してるところでございます。こ

の２つを軸といたしまして事業を進め、和気駅構内も含めた周辺整備を進めていきたいというふうに考えておる

ところでございます。 

 次に、２点目のその中で今年の計画はどのような事業かについてでございますが、エレベーター設置に関し

て、現在、ＪＲと協議調整を重ねているところでございます。同様に駐車場の拡幅についても今後進めてまいり

ます。また、タクシーの乗降場所、待機場所のスペースについても今後の検討課題と考えておるところでござい

ます。 

 次に、３点目の早島駅一新事業についてはどのような事業か把握しているのかについてでございますが、新聞

報道の内容や早島町への問合せにより概要を把握しておるところでございます。早島駅周辺地域再生拠点化事業

として、約１５億円をかけて早島駅の駅舎、自由通路、交流スペース、情報発信スペース等の建物の建築、駅周

辺の駅前広場等の建設を行い、まちのにぎわいを向上させ、コミュニティの形成や公共交通機関の利便性向上な

どを目的としております。補助メニューといたしまして、デジタル田園都市国家構想交付金、地方創生拠点整備

タイプを活用とした国庫補助と起債を財源といたしておるところでございます。ＪＲからの負担は一切ございま

せん。ＪＲの所有区分は１階部分の改札機からホームまででございまして、新たに建築するものの大半は早島町

の所有区分になり、今後、それらの駅舎等の維持管理につきましては、光熱水費を含め、早島町が行うこととな

っております。 

 次に、４点目の和気町では同様の事業実施は可能かについてでございますが、和気町では既にまちづくり交付

金事業を活用し、和気駅周辺の整備事業を完了している点、エレベーター設置に活用する交付金メニューが早島

町とは異なり、バリアフリー法により位置づけられたバリアフリー事業のみを対象とした補助メニューとなって

いる点、駅構内にその補助メニューを採用した場合、その施設は原則ＪＲの所有区分となり、その部分の維持管

理が発生しない点から、同様の事業実施は不可能と考えておるところでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 神﨑議員の質問にお答えをしたいと思います。 

 先ほど担当部長が申し上げたとおり、現在和気駅のエレベーター設置に向けてＪＲと協議を進めており、今

後、ＪＲとの協議、調整終了後は、概略設計、補助申請、詳細設計、工事実施というように進めてまいりたいと

考えています。あわせて、駅前の北口の駐車場の拡張についても、同時進行で進めてまいりたいと考えていま

す。この２つを軸に事業を進めて、和気駅構内を含めた周辺整備も行っていきたいと考えています。 

 また、早島駅のことにつきましては、部長のほうが詳しく説明をしました。和気町はバリアフリー法に位置づ

けられた事業として進めていきたいというのが、その考え方でございます。いずれにしましても、和気駅は本町
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の重要な玄関口でございますので、和気駅及び周辺整備は将来の和気町にとって重要な事業であると考えていま

すので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 概要を、常日頃から駅前開発ということでお聞きしてますんで、そのとおり間違いない

んですけど、この早島駅で、先ほど西本部長からもお話があった国の金がこの１５億円のうち、約８億円、あと

７億円が町の負担だということで、これを造るに当たっては根本的に和気町とは違う、和気町はバリアフリー法

で行くということで違うんですけど、１５億円のうちの７億円でいけるんかと思うて、ついぞ私なんかは安いな

と思ってしまって、同じようなことを考えてしまったんですけど、そこには根拠となる法律が違うということな

んで、そこには難しい面があるかと思いますが、同じやっていくならば、もう全体を考えた、特に和気駅の商店

街が今もう閑散としてるというか、あのあたりもあって、１０年後、２０年後を考えたときにバリアフリー法だ

けで対応するのが良いのかなという、何か、私もアイデアが出てこないのでなかなか難しいですけど、町民の方

の負担が少なく、そして受益できる方が多くと、若者世代がエレベーター、そして駐車場したときにそんなにと

ついぞ思ってしまったり、町民の方からは、それだけが全ての和気の再開発にはつながらんだろうという御意見

も聞きます。それならばとついぞ思ってしまうのが、こういう早島駅のような総合的な開発かなと。条件も違う

し、それから人流も違います。しかし、和気町は和気駅を中心として成り立つべきものだと思い、その和気町に

人がどれだけ来るかと、来ていただかなあかんし、それが子育ての一方と両輪となって初めて、和気町の人口が

増える、最悪減らないというところまでしていただきたいので、なかなか難しい面はありますが、ぜひとも今お

考えのバリアフリー法に基づくエレベーター、そして駐車場に加えて、今、町長もおっしゃっていましたけど、

いろいろ考えていきたいということなので、あたりを考えていただくことをお願いして、これはもう回答のほう

は要りませんので、そのようにお願いしたい。 

 そして、次の２問目の質問に行きたいと思います。 

 ２点目は、これも新聞ですけども、お配りした５月２４日、岡山理科大と宮崎県の都農町との好適環境水の利

用という記事と、そしてその下には、この６月１８日、まさにこの議会が開催してる中で、町長が加計学園と包

括連携協定を結ばれたという記事、この２点が私の一般質問の参考資料としてお配りさせてもらってます。これ

に関しまして質問させていただきます。 

 当然ここの記事にありますので、岡山理科大との包括連携協定についての現状については、観光振興、鳥獣対

策、それに人工飼育水、または好適環境水という等で記事がありますんで、ある程度分かるんですが、これは現

状はどうなっているでしょうか。より詳しい御説明をお願いしたいと思います。 

 ２点目は、特にこの人工飼育水もしくは好適環境水ということで、今回宮崎県都農町の高級魚のタマカイとい

うんですか、よく分かりませんが、その養殖に成功し、これを町の発展に使おうということで大々的に出ている

ので、どうしても二番煎じ、三番煎じになりますが、私なんかはそれこそ岡山県の魚だというハマチだとか、そ

ういうものが、シャコがというのが出ないのかなと、こういうふうについぞ期待をしてしまいます。というとこ

ろで、その２点を質問したいと思います。御回答お願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） まち経営課長 寺尾君。 

○まち経営課長（寺尾純一君） 失礼いたします。 

 それでは、神﨑議員からいただきました岡山理科大学との包括連携協定についての御質問につきまして、答弁

者は町長、副町長を御指名いただいておりますが、まず私のほうから御答弁させていただければと思っておりま

す。 

 まず、要旨の１番目、現状はどうなっているかということについてでございますが、新聞の記事にもあります

とおり、先週の金曜日６月１４日に、岡山理科大学にて、同大学を含む学校法人加計学園様と包括連携協定の調
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印式が行われまして、包括連携協定を締結したという状況でございます。 

 協定の内容といたしましては、項目を読み上げさせていただきますが、人づくり、まちづくりの推進に関する

こと、観光振興や産業振興など、地域経済の発展に関すること、教育、スポーツ及び文化に関すること、健康福

祉及び子育てに関すること、生態系の保全と保護に関することといったようなものとなっております。 

 そして、協定を結んだのが加計学園ということで、岡山理科大学ではなく、複数の学校、教育施設が含まれま

すので、そちらのほうは岡山理科大学、それから倉敷芸術科学大学、それから千葉科学大学といった大学、それ

から岡山理科大学専門学校、玉野総合医療専門学校、岡山理科大学附属高等学校、岡山理科大学附属中学校と、

こういった幅広い学校と包括連携協定を結んでいるという状況でございます。 

 実際、協定の締結前から、町内で害獣対策として、鹿ソニックの実験等が行われております。今後は、加計学

園と本町が抱える様々な課題を共有して、その課題に向けた協議を行い、共同で実施する取組を進めていくとい

った流れになってまいります。 

 次に、要旨の２番目の好適環境水は今後どのように進んでいくのかというお尋ねについてございますが、新聞

記事にもございましたように、宮崎県の都農町ではタマカイといったようなもので大々的にやられているという

ものがございます。好適環境水そのものは大手の回転ずしチェーン店で飼育された岡山理大ウナギというおすし

がこれ提供されて、大きな話題になりました。そういったこともありまして、非常に注目されているものであり

ます。本町としての町内で好適環境水の取組が実施できればという希望は持っておりますけれども、現時点にお

きましては、和気鵜飼谷温泉で岡山理大ウナギを使ったメニューが７月１日から提供するという予定で動いてい

るほかは、今のところは具体的なものはないという状況でございます。 

 以上、神﨑議員への答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 今おっしゃられたように理科大だけじゃなくて、当然加計学園なので、そのグループだ

ということで、非常に広範囲な学校、もしくは分野と連携されているので、私が考えてるような話じゃなくて、

もっともっといろんなアイデアが出てくるのかなというのを非常に期待します。その中で、どうしても他市町村

のことがどうしても気になる。都農町は２０２４年１２月にこれを結んだと、もう１年もたたんうちから研究を

始めてる、試験的にやったとか。あとＮＴＴがその機材、特に好適環境水の利用といっても、陸上で海の魚を育

てるので、水、温度、水質とか、どうしても条件を一定に保つとか、そういったものが必要なので、こういうの

を見ますと、締結したなと、アイデアが今度できたらなじゃなくて、そこまでのことを事前研究もしたり、調べ

たりして都農町はやったのかなと。後追いですけども、この提携から後のスケジューリングを見ると、仕組んで

やったのかなとぐらいに思えるぐらいのお話なので、和気町でも和気鵜飼谷温泉でウナギを使わせていただくと

いうことを今お聞きしましたけども、何とかしてこういうことを実現することが和気町の人流を起こす呼び水に

なる。産業をつくる、人が集まる、人が働く、移住者が仕事ができる、こういうことを考えれば、プロジェクト

チームをつくっていただいて、早急に今おっしゃったように一学校だけじゃなしに、それだけのグループであれ

ば、医療関係であったりとかという話もあれば、高齢者の独居の老人対策とか、いろんなことが出てくるんじゃ

ないかと思ってしまいます。 

 町長、副町長のほうにお聞きしたいけど、せっかく結んで、それは今までもいろんな学校といっぱい結んでる

んですよ。でも、それで具体的な話がっていうのはなかなかない。しかし、加計学園については、さっきおっし

ゃったように鹿ソニック、つまり害獣対策が先に少しはやられてるようなこともあるし、何か実効性が高い。ま

してや、他市町村でやってると聞けば、これは行けるんじゃないかと、どうしても町民としては期待せざるを得

ません。 

 そこで、お聞きします。 
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 プロジェクトチーム等を立ち上げて、こういう方面にやりたいとか、今年度はこういう方向で計画しようとい

うようなことがあれば、町長、副町長のほうからお願いしたいと。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） ありがとうございます。 

 今回６月１４日に加計学園と包括連携協定を結ばせていただきました。当面担当課長が言いましたように和気

鵜飼谷温泉で岡山理科大学ウナギを活用させていただくということにさせていただいています。 

 今後は、議員おっしゃるとおりもっと踏み込んだ取組をしたいと考えていますので、そのことにつきまして

は、私が旗振りになって積極的に頑張ってまいりたいというふうに思ってますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（当瀬万享君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 町長から力強いお言葉いただいたんで、期待して待っております。よろしくお願いいた

します。 

 続いて３点目、藤公園について。 

 藤公園は今年度料金も上げました。いろんな形で少し対応を変えております。しかしながら、たくさんの方が

来られた。この議会中にも人数等言っていただいたんですけど、もう一度今回藤公園まつり、来場者がどのぐら

い来られたのか、それから売上げがどうなったのか、このあたりをお聞かせください。 

 それから２点目は、入園料を引き上げましたが、来場者の方の反応はどうでしたか。これについても教えてく

ださい。 

 それから、藤公園を運営していく上での問題点は何でしょうか。町のほうで把握されておられれば、それを言

ってください。 

 ４点目は、その改善点や対策は何でしょうか。 

 以上４点、よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 産業振興課長 岡君。 

○産業振興課長（岡 恵一君） 失礼いたします。 

 それでは、神﨑議員の藤公園についての御質問にお答えいたします。 

 最初に、来場者数と売上げについてでございますが、令和６年度の藤まつりにつきましては、４月２４日か

ら、５月３日までの１０日間開催し、期間中の入園者数は５万５６４人、売上げは２，００２万３，０００円で

ございました。 

 次に、入園料の引上げに関わる来場者の反応でございますが、現場の職員から聞き取りなどを行ったところ、

入園料の引上げに対する苦情や否定的な御意見はございませんでした。 

 また、今年から入園料を引き上げたということもあり、来園者の方に今まで以上に喜んでいただけるような新

たな取組としまして、和気鵜飼谷温泉の入浴セット券の販売や、藤の花のフォトコンテストを行っております。 

 次に、藤公園における問題点でございますが、最も大きな問題は、まつり開催時の道路の渋滞でございます。

コロナ以降、個人旅行が増え、車の台数も増加傾向にあります。今年も花が満開となった４月２８日には朝９時

頃から夕方６時頃までのかなり長い時間渋滞となり、近隣住民の方に大変御迷惑をおかけしたところでございま

す。 

 その他の問題点につきましては、藤棚の老朽化、鹿による花の被害などがございます。 

 次に、改善策や対策は何かについてでございますが、まず渋滞対策でございますが、臨時駐車場の確保を検討

するとともに、日中に集中する来園客を分散させるため、夜間の藤公園の魅力アップを図り、夜間のライトアッ

プ時に来園者を促していきたいというふうに今現在検討しております。 
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 藤棚の老朽化につきましては、工法が決定次第、全面的な更新を検討していきたいと考えております。 

 また、鹿による食害につきましては、今年度から取り組む高周波音を利用した追い払いの検証実験を藤公園で

も実施できないかと、今現在検討しておる状況でございます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（当瀬万享君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 再質問いたします。 

 今、岡課長のほうから問題点ということで、４月２８日、これは私が聞くところ、和気インターから藤公園ま

で行くまでにマイカーで約２時間かかったと、こういうお話を聞きました。これが１日、２日だからいいかなと

いうこともあるかもしれませんが、一番いい４月２８日の見頃のときにそれだけ人が来られてることなんで、そ

れを駐車場の拡張、それから夜間の来場者を増やす等を言われたんですけど、もう一つ積極性に欠けるかなと。

当然のことながら、一つは、前から言うてますけど、公共機関の利用を促進して、和気町は和気駅まで当然電車

で来ていただくと、そこからどうするかと。当然今の段階だと、タクシー、それから非常に原始的ですけど、自

転車、それから歩くとか。ただ、町民の方から聞いているのは、町外から来られる方から、和気駅まで行くんだ

けど、どうやったら行けるかなというから、タクシーで行くと往復で４，０００円ぐらい、こう答えると、聞か

れる方が７０代だと、高いなと。初めて行ってみたいんだけどちょっと無理かなというような声も毎年聞かれま

す。なので、できることならば、高齢の方は日本一の藤だから１回は行ってみたいというお気持ちもあってのお

話だと思うので、こういう方もフォローしていくのが和気町、日本一の藤公園であれば、やっていきたいかなと

いうことで、前から言われてます巡回バス、巡回バスを日笠経由で回したらというのがあるんですけど、このあ

たりは問題解決の一助になりませんでしょうか。それをお聞きしたい。お願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 産業振興課長 岡君。 

○産業振興課長（岡 恵一君） 失礼します。 

 藤まつりの渋滞対策ということでございますが、先ほども説明させていただきましたが、今年の藤まつりにつ

いて４月２８日、大渋滞が起こっております。これにつきましては、状況も併せて言わせてもらいますと、ゴー

ルデンウイーク最初の３連休でございました。週間天気予報も１日目と３日目が雨だということもあって、中日

の２８日は晴れだったということで、その日を狙ってこられたというのも渋滞の原因になった一つではないかと

いうふうに思っております。そういうことも併せて、大体年間に１日から２日、そういった渋滞が発生しており

ます。そういった状況も踏まえて、基本的な解決策としまして、専用駐車場を増設するという方法がございま

す。ですけども、藤公園周辺の立地条件等を考えますと、今すぐ適した場所がないというふうに思っておりま

す。また、１年のうちに２日程度の渋滞のために多額の予算を充てることは現実的ではないというふうに考えて

おります。 

 今現在、渋滞対策の案としまして、先ほども説明させていただきましたが、周辺の民間企業であったりとか、

公共施設などにももし御協力いただけるのであれ、臨時駐車場の確保を検討してきたいと。それからまた併せ

て、日中に集中する来客を分散させたいと。そのためには夜間の藤公園の魅力を最大限高めて、夜のライトアッ

プのときに来てくださいというように促していきたいというふうなことも思っております。 

 またあわせて、開園期間中のイベントなんかも少しあります。そのあたりの時間調整であったりとか、その辺

のことを少し調整させていただいて、お客様の滞在時間を少しでも短縮させて、人の動きの回転をよくするとい

うようなことも少し考えております。 

 それからあわせて、ＳＮＳを使用させていただいて、例えば渋滞情報であったりとか、天気予報も含めてなん

ですけど、そういった小まめな情報発信をしていくのも一つの方法かなというふうに今現在思っております。ま

たあわせて、役場にかかってくる電話の問合せにつきましても、今まで以上に混雑しますとか、渋滞します、そ
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れから多いというようなことを少し説明させていただきながら、今後の対応をしていきたいと。そういったとこ

ろで、少し工夫することでできるところからいろいろなことを検討していきたいというふうに思っております。

結局スペースの確保であったりとか、先ほども言いましたけど、人の動きの、そのあたりの回転をよくすること

によって駐車場の回転もよくなるというふうに思っております。 

 それから、巡回バス、シャトルバスにつきましても、運行について関連してくることだと思っております。シ

ャトルバスについては、渋滞問題に加えまして、高齢者の方対策であったりとか、車をお持ちでない方のためな

どのことも含めて、今後検討してきたいというふうに思っております。 

○議長（当瀬万享君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 特に、巡回バスについては、公共交通の会議でもいろいろあると思いますけど、渋滞す

る日にちが１週間も２週間も続くわけではないし、和気町のホームページで和気町へ来てくださいと、たくさん

宣伝をしていただいて、あとは巡回バスが１日とか２日であれば、民間企業さんとの折り合いも可能かなと。と

にかく渋滞を回避して、よりたくさんの人に来ていただく、これがいいんじゃないかなと。たくさん来ていただ

ければいろんな対応ができますから、取りあえず検討していきたいと課長は言っていただいとんで、もうこれは

今年度中、来年が今度また始まります。この藤まつりが終わった時点から来年が始まるわけですから、今から準

備しないと来年に間に合わないので、早急に巡回バス、その日だけとか、朝から何便とか、具体的に持ち込んで

話をしていただきたい。そして、より多くの人に来ていただければ、タクシー会社も潤うし、和気町も潤うし

と、当然のことなんで、ウィン・ウィンは当然あると私は確信しております。 

 最後に、町長から一言お願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 藤まつりは和気町の大きなイベントの一つでございます。したがって、多くの方に来て

いただけることは非常にありがたいなというふうに感じています。しかし、その一方、こうした交通渋滞なんか

も招いていますので、この交通渋滞をいかに緩和していくかということをイベントの縮小も提案がありましたけ

れども、また入場者の方々の状況を発信するだとか、いろいろな方法を考えてまいりたいと思っています。シャ

トルバスにつきましても検討の一つであろうというふうに思いますし、協力いただける企業がございましたら、

臨時駐車場もお借りをするというようなことも、様々な視点から考えて、藤まつりを盛り上げていきたいと考え

てますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 以上で、神﨑の質問を終わります。 

○議長（当瀬万享君） これで神﨑良一君の一般質問を終わります。 

 以上で、一般質問は全て終了しました。 

 明日２０日は、休会とし、２１日午前９時から本会議を再開しますので、御出席方よろしくお願いします。 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

               午前１１時５４分 散会 
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               午前９時００分 開議 

（開議の宣告） 

○議長（当瀬万享君） 皆さん、御苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（当瀬万享君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。御了承を願います。 

 ここで６月１８日、議会運営委員会を開き、協議した結果について委員長から報告を求めます。 

 議会運営委員長 居樹君。 

○議会運営委員長（居樹 豊君） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、先般開催いたしました議会運営委員会の審議結果を御報告申し上げます。 

 それでは、議会運営委員会の委員長報告でございます。 

 去る６月１８日、会議終了後、３階第２会議室において、委員全員出席、執行部より町長、副町長及び担当

部・課長出席の下、議会運営委員会を開催いたしました。その結果を報告いたします。 

 まず、各常任委員長から付託案件の審査結果の報告がありまして、この後各委員長から委員長報告がございま

す。 

 次に、追加議案として、一般会計補正予算が本日追加上程されます。 

 また、閉会中の調査研究の申出について、議会運営委員会、各常任委員会及び特別委員会から提出されており

ますので、本日議題としております。 

 以上、委員長報告といたします。 

○議長（当瀬万享君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

（日程第１） 

○議長（当瀬万享君） 日程第１、議案第４３号から議案第５５号までの１３件、請願１件及び陳情１件につい

てを一括議題とし、各常任委員長に審査結果の報告を求めます。 

 まず、総務文教常任委員長に報告を求めます。 

 総務文教常任委員長 山本君。 

○総務文教常任委員長（山本 稔君） 皆さん、改めましておはようございます。 

 それでは、総務文教常任委員会の委員長報告をいたします。 

 令和６年第４回和気町議会定例会におきまして、当委員会に付託されました案件は、議案９件でございます。 

 去る６月１３日午後１時から議会議場において、委員全員出席、執行部より町長、副町長、教育長並びに担当

部・課長出席の下、慎重に審査したその結果を御報告いたします。 

 まず、議案第４３号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてであり

ますが、全会一致で可決であります。 

 審査の過程で、委員より、検討委員会のメンバー構成と学識経験者はどんな方かとの質疑に対し、メンバーは

１６人で、学識経験者や区長、ＰＴＡ、学校運営協議会の方、町議やにこにこ園、小・中学校の校長などで構成

したい。学識経験者は協定を結んでいる大学の先生を考えているとの答弁がありました。 
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 次に、議案第４４号和気町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

についてでありますが、特に質疑もなく、全会一致で可決であります。 

 次に、議案第４５号和気町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてでありますが、特に質疑もなく、全会一致で可

決であります。 

 次に、議案第４７号令和６年度和気町一般会計補正予算（第１号）についてでありますが、全会一致で可決で

あります。 

 審査の過程で、まず執行部から、部活動の地域移行の状況についてと、和気町同窓会支援事業補助金の説明が

あった後、委員より、部活動が合同で行われているが、生徒の交通手段はどうしているのかとの質疑に対し、保

護者に送迎をお願いしているが、いろいろな方法を探って解決していかないといけない問題であるとの答弁があ

りました。 

 別の委員から、同窓会支援事業補助金について、オンライン同窓会は含まれるのかとの質疑に対し、オンライ

ンは想定していない。あくまで出会いの場を創出するということで補助金が出るようになっているが、今後検討

もしていくとの答弁がありました。 

 また、別の委員から、今回の事業はどういう考えで設定されたのかとの質疑に対し、未婚、既婚とかあります

が、３５歳以下を対象にしていますので、全て非婚ということはないだろうということで、縛りなく広く使って

いただければということで行っておりますとの答弁がありました。 

 また、別の委員から、佐伯中と和気中が合同で部活動ができないかとの質疑に対し、中学校体育連盟はそれぞ

れの部活動で決まり事があり、今の段階では同じ町でも合同でできない。少子化のこともあり、今はクラブに移

行して、同じ町内または近隣の市町と組んでスポーツ活動ができるような方向で進んでいる。町としてもその方

向で行っていきたいとの答弁がありました。 

 次に、議案第５２号工事請負変更契約の締結についてでありますが、特に質疑もなく、全会一致で可決であり

ます。 

 次に、議案第５３号工事請負契約の締結についてでありますが、全会一致で可決であります。 

 審査の過程で、入札制度が変わったが、地元業者だけになっているので、不自然さを感じている。よく検討し

てほしいとの希望がありました。 

 次に、議案第５４号工事請負契約の締結についてでありますが、特に質疑もなく、全会一致で可決でありま

す。 

 次に、議案第５５号工事請負契約の締結についてでありますが、特に質疑もなく、全会一致で可決でありま

す。 

 次に、陳情第１号教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げをはかるための、２０２５年度政府予算に

係る意見書採択の陳情についてでありますが、特に質疑もなく、採決の結果、全会一致で採択であります。 

 以上、総務文教常任委員会の委員長報告とさせていただきます。 

○議長（当瀬万享君） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、委員長報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 次に、議案第４３号から議案第４５号及び議案第５２号から議案第５５号までの７件は、討論の申出がありま

せんので、討論を省略します。 
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 お諮りします。 

 議案第４３号から議案第４５号及び議案第５２号から議案第５５号までの７件を一括して採決したいと思いま

すが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 議案第４３号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、議案第４４

号和気町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、議案第４

５号和気町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について、議案第５２号工事請負変更契約の締結について、議案第５３号

工事請負契約の締結について、議案第５４号工事請負契約の締結について、議案第５５号工事請負契約の締結に

ついて、以上７件に対する委員長の報告は、原案可決であります。７件は、委員長の報告のとおり決定すること

に御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４３号から議案第４５号及び議案第５２号から議案第５５号までの７件は、委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、陳情第１号は、討論の申出がありませんので、討論を省略します。 

 陳情第１号教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げをはかるための、２０２５年度政府予算に係る意

見書採択の陳情についてを採決します。 

 陳情第１号に対する委員長の報告は、採択であります。陳情第１号は、委員長の報告のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって陳情第１号は、委員長の報告のとおり採択することに決定されました。 

 次に、厚生産業常任委員長に報告を求めます。 

 厚生産業常任委員長 神﨑君。 

○厚生産業常任委員長（神﨑良一君） それでは、厚生産業常任委員会の委員長報告を行います。 

 令和６年第４回和気町議会定例会におきまして、当委員会に付託されました議案６件、請願１件につきまし

て、去る６月１３日午前９時から議会議場におきまして、委員全員出席、執行部より町長、副町長及び担当部・

課長出席の下に、慎重に審査したその結果を御報告申し上げます。 

 初めに、議案第４６号和気町三保高原スポーツ＆リゾート施設条例の一部を改正する条例についてですが、審

査の結果、全会一致で原案可決であります。 

 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、宿泊を受け付けないと聞いたが、それはどういうことかとの質疑あり、施設は廃止しないので、条

例で料金設定を行った。運用面では、本館の受付はしない方向である。３食の食事提供はコストがかかるので、

受付しないことが経費節減につながるという判断であるとの答弁がありました。 

 同委員から、ログハウスの宿泊料は値上げするのかとの質疑があり、今の運用の実質的な変更は特になく、据

置きであるとの回答がありました。 

 次に、議案第４７号令和６年度和気町一般会計補正予算（第１号）についてでありますが、審査の結果、全会

一致で原案可決であります。 
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 なお、審査の過程において、次のような質疑、答弁がありました。 

 委員から、障害者福祉費で３４６万３，０００円が国庫返納金で補正されているが、これはどういうことかと

の質疑があり、自立支援給付費の返還で過年度分の事業費が確定したので、それに伴う返還金であると答弁があ

りました。 

 別の委員から、ロマンツェの宿泊使用料はどれくらいの利用者を見込んで計上しているのかとの質疑があり、

令和４年度、令和５年度の実績を基に予算編成し、今後約１５０棟の使用見込みで計上したと答弁がありまし

た。 

 また、同委員から、ロマンツェの施設管理料はどのくらいかかるのかとの質疑があり、今年４月からの９か月

間の人件費で約７５０万円、施設維持費として約６５０万円と、合計で１，４００万円積算していると答弁があ

りました。 

 また、同委員から、乳幼児紙おむつ無償提供事業について、対象者数、配布方法、導入方法はとの質疑があ

り、対象者数は１４０人を予定し、配布方法は役場での配布を考えておる。導入方法は、今年度はサブスクリプ

ションを検討していると答弁がありました。 

 別の委員から、ロマンツェの指定管理料２５０万円の根拠はとの質疑があり、平成２５年に２５０万円となっ

たが、積算の中身は承知していない。施設から生じる収益と実際にかかる経費の差額が２５０万円と算出され、

実際に平成２５年、平成２６年度は収支ができていた。その積算は妥当であったと思われると答弁がありまし

た。 

 別の委員から、環境衛生費の調査設計委託料３，４５０万７，０００円の詳細はとの質疑があり、設計委託料

の内訳は、和気鵜飼谷温泉の省エネ改修、薬草園への太陽光発電設置及びその他近隣の太陽光発電設置、この調

査等の３項目にかかる費用であると答弁がありました。 

 次に、議案第４８号令和６年度和気町上水道事業会計補正予算（第１号）についてでありますが、審査の結

果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第４９号令和６年度和気町簡易水道事業会計補正予算（第１号）についてでありますが、審査の結

果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第５０号令和６年度和気町下水道事業会計補正予算（第１号）についてでありますが、審査の結

果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決であります。 

 次に、議案第５１号公の施設の指定管理者の指定期間の変更についてでありますが、審査の結果、全会一致で

原案可決であります。 

 なお、審査の過程で、次のような提案、要望、答弁がありました。 

 委員から、シルバー人材センター等に委託してキャンプ場をやってみたらとの提案があり、提案いただいたオ

ートキャンプ場や、今はやりのグランピングのようなものがよいのか、今後町直営観光施設としていくのがよい

のか、民間事業者に有効に活用していただくのがよいのかも含めて、時間をいただき検討していきたいとの答弁

ありました。 

 別の委員からは、ロマンツェの管理がうやむやにならないように、早急に考えて町民の皆さんに有意義に使っ

ていただけるような方法をできれば９月議会に出してほしいとの要望があり、９月に出せるかは別にして、でき

るだけ早い段階で皆さんに諮りたいとの答弁がありました。 

 次に、請願第１号介護保険の訪問介護基本報酬引き下げの撤回を求める請願書についてでありますが、審査の

結果、特に質疑もなく、賛成多数で趣旨採択であります。 

 以上、厚生産業常任委員会の委員長報告といたします。 

○議長（当瀬万享君） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 



- 87 - 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 次に、議案第４６号、議案第４８号から議案第５１号の５件は、討論の申出がありませんので、討論を省略し

ます。 

 お諮りします。 

 議案第４６号、議案第４８号から議案第５１号の５件を一括して採決したいと思いますが、御異議ありません

か。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 議案第４６号和気町三保高原スポーツ＆リゾート施設条例の一部を改正する条例について、議案第４８号令和

６年度和気町上水道事業会計補正予算（第１号）について、議案第４９号令和６年度和気町簡易水道事業会計補

正予算（第１号）について、議案第５０号令和６年度和気町下水道事業会計補正予算（第１号）について、議案

第５１号公の施設の指定管理者の指定期間の変更について、以上５件に対する委員長の報告は、原案可決であり

ます。５件は、委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４６号、議案第４８号から議案第５１号の５件は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、請願第１号は、討論の申出がありませんので、討論を省略します。 

 請願第１号介護保険の訪問介護基本報酬引き下げの撤回を求める請願書についてを採決します。 

 請願第１号に対する委員長の報告は、趣旨採択であります。請願第１号は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって請願第１号は、委員長の報告のとおり趣旨採択とすることに決定されました。 

 次に、議案第４７号は、討論の申出がありませんので、討論を省略します。 

 これから議案第４７号令和６年度和気町一般会計補正予算（第１号）についてを採決します。 

 議案第４７号に対する各委員長の報告は、原案可決であります。議案第４７号は、各委員長の報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４７号は、各委員長の報告のとおり決定されました。 

 ここで暫時休憩といたします。 

               午前９時２４分 休憩 

               午前９時３９分 再開 

○議長（当瀬万享君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 先ほど議会運営委員会を開き、協議した結果について委員長から報告を求めます。 

 議会運営委員長 居樹君。 

○議会運営委員長（居樹 豊君） それでは、先ほど開催いたしました議会運営委員会の審議結果を御報告申し
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上げます。 

 本日の日程第１において採択されました陳情第１号を、この後の追加日程第１において発議第１号として、本

日追加提案することに決定いたしました。 

 以上、委員長報告といたします。 

○議長（当瀬万享君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、御苦労さまでした。 

 お諮りします。 

 発議第１号教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げに係る意見書についてを日程に追加し、追加日程

第１とし議題にしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって発議第１号教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げに係る意見書についてを日程に追加

し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

（追加日程第１） 

○議長（当瀬万享君） 追加日程第１、発議第１号教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げに係る意見

書についてを議題とします。 

 意見書案につきましては、お手元に配付しておりますので、御覧ください。 

 次に、提出者であります居樹 豊君に趣旨説明を求めます。 

 ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） それでは、意見書につきましての趣旨説明ということで、お手元の資料に意見書の全文

がございますけども、内容的なものは下記にありますようなことで、そこを読み上げまして趣旨説明といたした

いと思います。 

 まず、中学校、高等学校での３５人学級を早急に実施すること、また３０人学級等、さらなる少人数学級につ

いて検討すること。 

 ２番目、学校の働き方改革、長時間労働是正を実現するため、加配の増員や少数職種の配置増など、教職員定

数改善を推進すること。 

 ３つ目に、自治体で国の標準を下回る学級編制基準の弾力的運用ができるよう、少人数学級実施のための加配

を削減しないこと。 

 ４番目、必要な新規採用者数を確保するとともに、教職員が意欲を持って働くことができるよう、教職員の処

遇改善に必要な財政措置を講ずること。 

 ５番目、教員の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財源を確保した上で義務教育費国庫負担制度の負

担割合を引き上げること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定によりまして意見を提出するという内容でございます。 

○議長（当瀬万享君） これから発議第１号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 



- 89 - 

 居樹君、御苦労さまでした。 

 お諮りします。 

 発議第１号を会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって発議第１号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 発議第１号を討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 発議第１号教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げに係る意見書について、原案のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認め、発議第１号は、原案のとおり可決されました。 

（日程第２） 

○議長（当瀬万享君） 日程第２、議案第５６号令和６年度和気町一般会計補正予算（第２号）についてを議題

とし、提出者の説明を求めます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） それでは、本日追加提案いたしております議案第５６号の令和６年度和気町一般会計補

正予算（第２号）について提案理由を御説明申し上げます。 

 この補正は、既定の予算に９８７万５，０００円を追加し、予算の総額を９７億３９２万円とするもので、主

な内容は、歳入では農地災害復旧事業国庫補助金等の追加、歳出では農地災害、農業用施設災害、林業用施設災

害、公共土木施設災害に関する復旧経費を追加するものであります。 

 以上、御説明申し上げましたが、詳細につきましては財政課長に説明をさせますので、御審議、御議決賜りま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（当瀬万享君） 次に、議案第５６号の細部説明を求めます。 

 財政課長 海野君。 

○財政課長（海野 均君） 議案第５６号説明した。 

○議長（当瀬万享君） これから議案第５６号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 質疑なしと認め、議案第５６号の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第５６号は、会議規則第３９条第３項の規定によって、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５６号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 



- 90 - 

 議案第５６号は、討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 初めに、議案第５６号令和６年度和気町一般会計補正予算（第２号）についての採決を行います。 

 議案第５６号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５６号は、原案のとおり可決されました。 

（日程第３） 

○議長（当瀬万享君） 日程第３、議会閉会中の調査研究の申出書についてを議題とします。 

 皆様のお手元に配付のとおり、議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会より、議会閉会中の調査研究

の申出書が提出されています。 

 お諮りします。 

 議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会が、議会閉会中においても調査研究できるよう承認すること

に御異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（当瀬万享君） 異議なしと認めます。 

 したがって議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会が、議会閉会中においても調査研究できることに

決定しました。 

 以上で、今期定例会に付議されました事件は全て終了しました。 

 閉会に当たり、町長から挨拶がございます。 

 町長 太田君。 

○町長（太田啓補君） 令和６年第４回和気町議会定例会の閉会に当たり、一言御挨拶申し上げます。 

 今議会におきまして提案いたしました報告３件、条例改正４件、補正予算４件、その他５件、そして本日追加

提案いたしました補正予算１件につきまして、慎重に御審議、御議決いただきまして誠にありがとうございまし

た。 

 議員の皆様におかれましては、今後も何かと御多忙の日々をお過ごしのことと思いますが、くれぐれも御自愛

をいただきまして、ますます町政発展のため御活躍されますよう御祈念申し上げまして、閉会の挨拶とさせてい

ただきます。ありがとうございました。 

○議長（当瀬万享君） 今期定例会の閉会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 まず、今定例会が議員各位の終始極めて真剣な御審議により、議了できました。皆さん方の御精励に対し、衷

心より厚くお礼を申し上げます。また、町長をはじめ執行部の皆様方には、審議に対しまして真摯な態度をもっ

て御協力いただいたことに敬意を表しますとともに、会議で議員各位が申し上げました意見なり要望事項なりに

つきましては、特に考慮を払われた業務を遂行されますよう要望を申し上げます。 

 今定例会から、質問者席を設置しての一般質問が実施されました。改善すべき点もあったと思われます。今後

も、よりよい議論の場が持てるように進めてまいります。 

 最後になりましたが、議員及び執行部の皆様方には、これから本格的な夏を迎えます。健康には十分御留意く

ださるようお願い申し上げまして、誠に簡単ではございますが、閉会の挨拶といたします。 

 これをもちまして令和６年第４回和気町議会定例会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 
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               午前１０時０１分 閉会 
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